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展覧会活動

平成17年度静岡県立美術館年報6

本 館

1 2 3 4 5 6 7 県民ギャラリー

4
ＡＰＲＩＬ

3/19 �～4/12 � ～4/24 �

日本洋画の
精 髄

静岡県立美術館コレクション展 美術でつづる10の物語

4/19�～5/29� 4/26�～5/29�

美術の20世紀－豊かなる表現－ (36日間)
多様な表現を生んだ20世紀美術への誘い

速水御舟､ 川村清雄､ ロイ・リキテンシュタインなど

新

収蔵品展5
ＭＡＹ

5/30 �～6/4 � ブンガノン燻蒸等のため休館

6
ＪＵＮＥ

6/10 �～7/18 (月・祝) 6/5 � ～7/18 (月・祝)

物語のある絵画 (34日間)

－日本画と古典文学の出会い－
和歌・古典物語・謡曲など､ 物語のある絵画､ 近世から近代まで｡

重なり合うイメージ－絵と文学が出会う幸福な姿｡

西洋の風景画

－物語から風景へ－

7
ＪＵＬＹ

7/20 �～9/4 �

風－絵の中から

そよ吹く

7/26 � ～9/4 �

アルタイの至宝展 (36日間)

｢文身のミイラ｣ 国外初出品！
ロシア科学アカデミー所蔵の一級資料により､

シベリア古代文明の謎に迫る｡

8
ＡＵＧＵＳＴ

Ｒ展２
8/2�～9/4�
(30日間)
ヨーロッパで
活躍した日本
の画家たち

9
ＳＥＰＴＥＭＢＥＲ

9/6�～10/10(月・祝) Ｒ展２
9/6�
～10/10�

19世紀フラ
ンスの旅Ⅰ

9/10�～10/10(月･祝)9/10 �～9/25 �

静岡県芸術祭 (14日間)

県民Ｇ
9/28�～
10/10(月･祝)
静岡New Art

あなたの
居場所

眼で愉しむ
－仕組まれたもの

9/30 �～11/6 (日)

10
ＯＣＴＯＢＥＲ

文人の夢・田能村竹田の世界 (33日間)

－繊細透明な書画の魅力・重要文化財26件公開
大分市美術館所蔵の近世絵画約90点により､ 文人画家が
学び・創り・伝えた抒情あふれる絵画世界を紹介｡

Ｒ展２
10/12� ～
11/13�

19世紀フラ
ンスの旅Ⅱ

10/12 �～11/13 �

版画と写真

複製芸術の可能性11
ＮＯＶＥＭＢＥＲ

２室壁建

11/12�～12/18�11/12 � ～12/18 � Ｒ展２
11/15� ～
12/18�

パリの哄笑－
ドーミエの
風刺版画

日本画の
世界

－谷文晁ほか－

誘 惑 の 光 景
－19世紀のロマン主義版画ドラクロワ､
ジョン・マーティンなど－ (32日間)

11/15 �～12/18 �

絵肌(マチエール)の魅力
－鳥海青児､ 青木達弥､
須田国太郎など－12

ＤＥＣＥＭＢＥＲ 12/20 (火) は､ 展示替のため臨時休館

12/23 (金・祝) ～2/12 � 12/21 �～2/12 �

花鳥風月－屏風絵の世界 (40日間)

｢西洋美術への招待｣－
リアリズムへの歩み｡
そして20世紀へ｡

1
ＪＡＮＵＡＲＹ

2
ＦＥＢＲＵＡＲＹ

2/13 �～3/12 �

工事休館 2/28 (火) ～3/2 (木) 搬入・展示作業

3
ＭＡＲＣＨ

3/3 �～4月上旬 3/3 �～4月上旬

静岡ゆかりの画家たち
我が愛しのコレクション

～静岡県美収蔵品にプライベートコレクションを交えて
草間彌生､ 李禹煥､ 宮島達男など
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展 覧 会 名
会 期 観 覧 者 数

期 間 日 数 一般・大学 小・中・高 招 待 合 計 1日平均

美術の20世紀
日 日 人 人 人 人 人

4／19－ 5／29 36 4,207 719 3,172 8,098 225

物語のある絵画 6／10－ 7／18 34 3,822 323 3,292 7,437 219

アルタイの至宝展 7／26－ 9／ 4 36 29,488 6,262 12,526 48,276 1,341

田能村竹田の世界 9／30－11／ 6 33 3,404 272 3,497 7,173 217

誘惑の光景 11／12－12／18 32 2,955 367 2,138 5,460 171

花鳥風月 12／23－ 2／12 40 5,340 5,430 3,171 13,941 349

静岡ゆかりの画家たち 3／ 3－ 4／ 4 29 5,473 727 4,081 10,281 355

小 計 240 54,689 14,100 31,877 100,666 419

収蔵品展 4／ 1－ 3／31 287 7,796 5,146 3,922 16,864 59

静岡県芸術祭 9／10－ 9／25 14 10,597 10,597 757

静岡ニューアート展 2005 9／28－10／10 13 1,641 1,641 126

合 計 287 62,485 19,246 48,037 129,768 452

移動美術展 (掛川市) 10／21－10／30 10 － － 2,532 2,532 253

〃 (伊東市) 11／18－11／27 10 － － 1,958 1,958 196

■観覧者数一覧

注)� 夜間開館の観覧者数���人 (�月～�月の毎週土曜日､ ��日間※)

※�月�日は休館日のため除く

注)� 県民の日にかかる無料開放は収蔵品展のみ (８月�	日､ ��日の２日間)

年 度 観覧者数 年 度 観覧者数 年 度 観覧者数

昭和61年度 345,746 人 平成５年度 218,921 人 平成12年度 146,833 人

昭和62年度 174,031 平成６年度 410,182 平成13年度 207,340

昭和63年度 214,156 平成７年度 245,028 平成14年度 170,390

平成元年度 229,258 平成８年度 178,701 平成15年度 184,095

平成２年度 233,904 平成９年度 127,299 平成16年度 146,706

平成３年度 190,361 平成10年度 153,099 平成17年度 129,768

平成４年度 173,665 平成11年度 107,977 累 計 3,987,460

■年度別観覧者数



洋の東西を問わず､ 絵画と文学は古くから深い関わ

りを持ち､ 影響し合いながら展開してきた｡ 日本にお

いても､ 万葉の昔から詠み継がれ､ 各時代を通じて流

行してきた和歌の伝統や､ 王朝文化を伝え日本の文化

の原点として大切にされてきた古典物語などは､ 多く

の絵画を生み出す源となり､ 両者は密接な関連の中で

享受されてきた｡ 加えて､ 絵画と文学との細やかで豊

かな関連は､ 鑑賞者がそれを主体的に読み込んでいく

ことに支えられており､ この点で､ 屏風や掛軸､ 巻子

といった多様な画面形式と鑑賞方法とは､ 重要な役割

を果たしていたといえる｡

本展では､ 〈絵画〉と〈文学〉との豊饒で幸福な､

また複雑な関係を､ 和歌､ 謡曲､ 古典物語などの文学

主題を取り上げた絵画作品によって紹介した｡

全体を５つの章に分けて構成し､ 近世から近代にい

たるまでの作品を取り上げたが､ 特に鏑木清方と松岡

映丘の２人にについては各一章をたてて紹介した｡ 明

治以降になると､ それまでゆるやかにくくられ享受さ

れてきた日本の文化的所産はジャンルごとに分類され､

それぞれに独立させられていくことになるが､〈絵画〉

もジャンルとしての自立性・完結性が志向され､〈文

学〉と分離されていく｡ その中で､〈絵画〉と〈文学〉

との豊かな関連を受け継ぎ､ 表現しようとした画家と

して､ 清方と映丘のあり方はとりわけ注目されるため

である｡

展示作品には､ 当該場面の原典の内容を簡略に記し

たキャプションを付け､ 絵画と文学との関連付けを促

す補助とした｡ また､ 王朝文学に関する講演会を開催

し､ 文学に関心の高い人々への期待に応えるとともに

新規来館を促すきっかけとした｡

構成

第１章 語りの絵画､ 詠いの絵画 (�室)

第２章 隠れたイメージ (�室)

第３章 文学の宿る風景 (�～�室)

第４章 鏑木清方の挑戦 (�室)

第５章 松岡映丘－王朝の雅への憧れ (�室)

チラシ写真

■カタログ

����×����㎝ (	�変形) �

頁

・エッセイ

｢〈絵画〉と〈文学〉が出会うために―松岡映丘と

鏑木清方｣ 森充代

｢絵画と和歌の幸せなセッション｣ 山下善也

｢文学の中の風景・絵画の中の風景｣ 飯田真

・コラム

｢宇津の山と 『伊勢物語』｣ 森充代

｢《草枕絵巻》について｣ 森充代

・作品図版

・資料

作品・作家解説､ 原典解説､ 作品リスト

■関連記事

・毎日新聞 (静岡県版) 平成��年�月�日

｢文学に描かれた絵 物語のある絵画｣

・静岡新聞 平成��年�月�日

｢響き合う絵画と文学｣ (森充代 当館学芸員)
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物語のある絵画
―日本画と古典文学の出会い

■企画展

主 催：静岡県立美術館

会 期：平成��年�月��日�金	～�月��日�月･祝	

休 館 日：毎週月曜日 (�月��日は除く)

会 場：第�～
展示室

▲ カタログ表紙



■関連事業

□特別講演会

・｢王朝文学への招待｣

講師：沢田正子氏 (静岡英和学院大学教授)

７月２日 (土� ��時～ 講堂

・｢松岡映丘について｣

講師：木村重圭氏 (甲南女子大学教授)

７月９日 (土� ��時～ 講堂

□学芸員が語るこの一点

｢松岡映丘《今昔ものがたり 伊勢図》｣

講師：森充代 (当館学芸員)

７月��日 (土� ��時～ 講座室・展示室

□学芸員によるフロア・レクチャー

６月��日 (日)､ ��日 (土) いずれも��時～

□ロダン館ミュージアム・コンサート

｢吉澤実 音楽と絵画と文学と…｣

吉澤実 (リコーダー＆ふえ)､ 永田平八 (リュート)､

神戸愉樹美 (ヴィオラ･ダ･ガンバ)

６月��日 (日� ��時～ ロダン館

■出品目録

�.��～�.��ページ参照
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▲ チラシ表紙



江戸時代､ 中国・明清の文化を学んだ文人たちは､

師や友との交流､ 旅の実践をとおして､ 胸中にわきあ

がる理想の自然を､ 詩や書画に表現しようとした｡ 屈

指の文人として名高い田能村竹田 (����～����) も､

故郷の九州・豊後竹田 (大分) から京都への旅を重ね､

頼山陽や浦上玉堂らと交遊､ 旅や交友から心の眼を得

て､ 繊細透明な書画の数々を生み出し､ 弟子たちを育

んだ｡

その竹田の弟子である帆足杏雨の家 (富春館・大分

市) に伝わった作品群は､ まさにタイムカプセルで､

伝来の確かな作品群として､ 研究者間ではよく知られ

ている｡ 竹田の代表作 (重要文化財��件	や､ 杏雨・

草坪・直入など弟子たちの優品､ 彼らが学んだ中国絵

画､ 狩野派・大和絵などの日本絵画から構成され､ 大

分市美術館に所蔵されている｡

この富春館伝来品を､ 初めて東日本で公開すべく企

画・実施した展覧会である｡ 展示構成は､ １. 竹田絵

画の輝き ２. 弟子たち・周辺への波及 ３. 伝来の

中国絵画 ４. 伝来の狩野派・大和絵｡ 珠玉の重要文

化財��作品をふくむ全�
作品により､ 竹田をめぐる絵

画世界を総合的に紹介した｡ 竹田の清らかな書画､ 美

しい理想郷 (ユートピア) イメージによって､ 観覧者

の方々から､ 疲れた心が癒え､ 安らぎを感じることが

できた､ という感想が多く寄せられた｡

なお本展は､ 静岡・大分両館の所蔵品交換展の試み

であり､ このあと当館コレクションによる ｢近世絵画

の水脈－狩野派から若冲､ 大雅へ｣ 展 (�����～�����)

が大分市美術館で開催され､ 当館所蔵の日本画

作品

を出品 (具体的な出品作については､ 後出の ｢収集活

動と保存管理｣ ― ｢館蔵品の貸出｣ を参照されたい)､


���人の観覧者を集めた｡ 静岡・大分という離れた地

域の人々が､ 遠地の美術館の所蔵品にふれる場を提供

し､ 近くの館ではなかなか見る機会のない分野の作品

をまとめて見る機会を作り出した点で､ まさに文化的

インパクトのある事業だったといえるだろう｡ 当館に

とって､ 所蔵品の完全交換展は初の試みであった｡

■カタログ

����×�����	 �
���

エッセイ・総論

宗像健一 ｢文人・田能村竹田｣

図版と解説

第１章 竹田絵画の輝き

第２章 弟子たち・周辺への波及

第３章 富春館伝来の中国絵画

第４章 富春館伝来の狩野派・大和絵など

エッセイ・各論

野田菜生子 ｢天保三年の夏 曲渓複嶺図制作の背景｣

飯田 真 ｢竹田の真景図 旅人と友―｢自娯｣の風景｣

山下善也 ｢竹田らが目にしていた狩野派作品―永養・

常信・永伯―｣

作家解説

知っておきたい ｢日本の文人画｣ のキーワード 山

下善也編

田能村竹田関連略年譜 野田菜生子編

田能村竹田・旅と交流の軌跡 野田菜生子編

田能村竹田と帆足杏雨 ふるさとアルバム

大分市美術館

■関連記事

新美術新聞 ��月�日号／ ｢文人の夢・田能村竹田の

世界 安らぎの理想郷｣

静岡新聞 ��月��日朝刊／文化欄 ｢田能村竹田の世界

展 身近な自然に理想郷｣

朝日新聞 ��月��日夕刊／全国版文化芸能欄 ｢一展逸

点／曲渓複嶺図及題詩 田能村竹田｣ 出品作の紹介

記事

『趣味の水墨画』 ����年��月号 ｢文人の夢・田能村竹

田の世界｣

日本経済新聞 ��月�
日朝刊／ ｢文化往来 地方美術

館､ 所蔵品融通し展覧会を充実｣

美術倶楽部 『平成��年 美術家名鑑 ���
年版』 ｢����
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■企画展

｢文人の夢・田能村竹田の世界｣

主 催：静岡県立美術館・大分市美術館

協 賛：
�東海

助 成：財団法人 地域創造

会 期：平成��年�月��日(金)～��月�日(日)

＜��日間＞

休 館 日：毎週月曜日 (ただし��／��月曜祝日は開

館､ ��／��火曜休館)

会 場：第１～第５展示室



美術界の動向｣ 全国の美術館等で開催された代表的

な美術展のひとつとして記録された

■関連事業

��／�土／�����－�����

特別講演会 ｢文人竹田｣

講師：宗像健一氏 (大分市美術館学芸顧問)

��名聴講講堂

��／	日・��月祝､ ��土・�
日／各日�����～�
���

講師：実技講座 ｢墨と和紙で絵画｣

浅見貴子氏 (日本画家) 実技室

��名参加 各自が体験

��／��土／�����������午後�時～

学芸員による作品解説

講師：山下善也 (静岡県立美術館主任学芸員) 展示

室

��／��日／�����������

学芸員による作品解説

講師：飯田真 (静岡県立美術館主任学芸員) 展示室

��／�	土／�����������

特別講演会 ｢竹田絵画の魅力｣

講師：黒田泰三氏 (出光美術館学芸課長)


�名聴講講堂

��／�木祝／�����������

技法セミナー ｢墨色にふれる～墨と和紙の出会いか

ら｣

講師：小松謙一氏 (日本画家・多摩美術大学講師)

実演と話 実技室 ��名聴講

■出品目録


.��参照
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▲ チラシ表紙



展覧会タイトルの｢誘惑の光景｣とは､ 人間に尽きる

ことなく生まれる欲望と､ その欲望に誘惑される姿を

さしている｡ こうした人間の姿は､ たとえば西洋では

原罪を描いた 『聖書』 に始まり､ 『失楽園』 などさま

ざまな古典文学や物語の格好の題材となってきたが､

また同時に時代を超えて訴える力を持つテーマでもあ

る｡

本展では､ 人間の｢欲望への誘惑｣をキーワードに､

��世紀後半から��世紀半ば頃にかけてのロマン主義の

作家たちによる､ 文学と芸術とが一体となった版画作

品 (書物の挿絵含) を展示した｡ 展示のテーマは次の

４つ､ １. 『失楽園』 ２. 『聖書』 ３. 『ファウス

ト』 ４. シェイクスピアから成り､ 出品作家はイギリ

スとフランスの作家たちに焦点を当てて構成した｡

なおこの展覧会には､ 収蔵品を中心にした企画展と

いうもう一つの側面がある｡ ��年の歳月をかけて収集

してきた当館の収蔵作品は�,���点以上にのぼるが､

その中で西洋の版画作品は���余点を数えるまでになっ

た｡ 副題のドラクロワ､ ジョン・マーティンによる出

品作品は､ いずれも当館のコレクションであることか

ら､ 展覧会カタログは収蔵品図録として刊行された｡

■カタログ

	
��ページの主要刊行物参照

■紹介記事

『芸術新潮』 ����年��月号

『一枚の繪』 ����年��月号

『エクラタン』 ��号

■関連事業

｢親子探検ツアー｣ (小学生とご両親対象)

��月��日 (日) ��：��～ (�時間程度)

実技室・展示室

｢学芸員のフロア・レクチャー・プラス｣

��月３日 (土)､ ４ (日)､ ��(土)､ ��(日)

��：��～ (��分程度)

実技室・展示室

＊技法講座のおまけつき

｢版画入門・リトグラフ｣

��月��日 (土) ・��(日) ��：��～�
：��

＊詳細は､ 	.��ページ参照

ミュージアム・コンサート

｢魔の旋律－ゲーテの 『ファウスト』 を歌う｣

佐藤典子氏 (メッゾ・ソプラノ)､ 中川眞理子氏

(ピアノ)､ 小林旬氏 (朗読・司会)

��月��日 (日) ��：��～��：�� ロダン館

特別講演会｢版画の扉を開いて｣

山本容子氏 (版画家)

��月��日 (日) ��：��～��：�� 講堂

■出品目録

	.��ページ参照
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■企画展

主 催：静岡県立美術館

会 期：平成��年��月��日(土)～��月��日(日)

休 館 日：毎週月曜日

誘惑の光景
－19世紀のロマン主義版画・ドラクロワ､ ジョン・マーティンなど－

▲ チラシ



当館収蔵の館蔵品・寄託品のなかから､ とくに ｢花

鳥風月｣ をテーマにした ｢屏風｣ を特集してご覧いた

だいた｡

｢花鳥風月｣ とは､ ｢自然の美しい風景｣ あるいは

｢自然を相手に詩・絵画などをつくる風雅な遊び｡ 風

流｣ (大辞林) のこと｡ ｢屏風｣ は､ 座敷を間仕切りし

たり､ 風をさえぎったりするために用いられる調度品

である｡ 何枚かのパネルを蝶番でつないで折りたため

るようにした屏風の形式は､ 飛鳥時代に中国から伝わっ

たものだが､ もとはパネルごとに絵が描かれていた｡

それを全体として絵がつながるようにしたのは室町時

代の日本の工夫である｡ 以降､ 江戸時代から近代まで､

屏風によって大画面の魅力を楽しめるようになった｡

展示構成は､ つぎのとおりで､ ｢和｣ にこだわり､

セクションやコーナーではなく､ ｢間｣ という表記を

用いた｡

１. 吉祥の間､ ２. 富士の間､ ３. 花鳥の間､

４. 物語風景の間

当館に収蔵の多い富士山の絵の数々も展示に含めた｡

国指定の重要文化財として雲谷等顔筆《春夏山水図

屏風》 (個人蔵) と狩野元信筆《富士参詣曼荼羅図》

(富士山本宮浅間大社蔵) の２作品は特別公開｡ その

他､ 狩野山雪《四季花鳥図屏風》､ 伊藤若冲《花鳥蔬

菜図押絵貼屏風》､ 長沢蘆雪《赤壁図屏風》など､

��点を展観｡ 大画面に繰り広げられる花鳥風月の世界､

富士山の絵など､ 新春をことほぐタイムリーな企画と

して受けとめられ､ ｢和｣ の魅力を心ゆくまで楽んで

いただいて好評を博した｡

■カタログ

出品作のほとんどが､ 収蔵品図録 『狩野派の世界』

(����年�､ 『富士山の絵画』 (����年�､ 『若冲と京の

画家たち』 (����年�に収録されているため､ この

展覧会のためのカタログは作成しなかった､ これら

収蔵品図録をミュージアムショップで販売し､ 展示

会場に見本を置いた｡

■関連事業

１／��土､ １／��日､ ２／��土

学芸員による作品解説 いずれも��時～ 展示室

にて

１／��日

特別企画 ｢日本画をじかに見る｣ ��：��～ 講座室

��名参加

■出品目録

�.		参照

平成17年度静岡県立美術館年報 13

主 催：静岡県立美術館

会 期：平成�	年��月�
日(金・祝日)～

平成��年２月��日(日)＜��日間＞

休 館 日：��／��(月)～１／１(日)､ １／��(火)､

１／��・�
・
�と２／６の各月曜日

会 場：第１～第５展示室

｢花鳥風月―屏風絵の世界｣

▲ チラシ表紙

■企画展



昭和��年の開館以来､ 当館では ｢静岡の美術シリー

ズ｣ として県内ゆかりの作家を検証・回顧する展覧会

を企画してきた｡ そして､ それらを総括するかたちで､

平成��年(����)には､ ｢静岡ゆかりの画家たち展～幕

府御用絵師から文化勲章受章まで｣ を開催した｡ 本展

は､ その企画に続く第二弾で､ この年に寄贈された徳

川慶喜の油彩画を中心として ｢徳川慶喜と幕臣の画家

たち～川村清雄､ 石川欽一郎､ 小林清親～｣ というテー

マを加え､ 和田英作や曽宮一念など静岡に長らく居住

して豊かな風景を描いた画家､ また秋野不矩､ 伊藤勉

黄といった全国で活躍した画家たちの作品を展示した｡

■展示構成

第１章 徳川慶喜と幕臣の画家たち～川村清雄､ 石川

欽一郎､ 小林清親

第２章 静岡を愛した画家たち～和田英作､ 曽宮一念

第３章 静岡が生んだ画家たち～秋野不矩､ 伊藤勉黄､

中村岳陵､ 北川民次

■関連記事

静岡新聞 ２月��日(土)

｢慶喜が描いた理想の風景 企画展で公開｣

中日新聞 ３月４日(土)

｢県ゆかりの画家一堂に 徳川慶喜の油絵初公開｣

静岡新聞 ３月４日(土)

｢静岡ゆかりの画家たち展 開幕 慶喜公の油彩

など��点｣

■関連事業

・美術講座 ３月��日(日) 午後２時～ 講座室

｢徳川慶喜の油彩画について｣ 泰井良 (当館学芸員)

・美術講座 ３月�	日(日) 午後２時～ 講座室

｢幕臣の画家たちについて｣ 村上敬 (当館学芸員)

・美術講座 ３月��日(土) 午後２時～ 講座室･展示室

｢秋野不矩について｣ 森充代 (当館学芸員)
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■企画展

主 催：静岡県立美術館

会 期：平成�
年�月�日(金)～�月�日(火)

休 館 日：毎週月曜日 (�月�日(月)は開館)

観 覧 料：一般・大学生 ���円 (���円)

小・中・高生 ���円 (���円)

��歳以上無料

※ ( ) 内は��名以上の団体料金及び前売料金

｢静岡ゆかりの画家たち｣ 展
－最後の将軍から文化勲章受章者まで－

▲ チラシ表紙



本展は､ 当館と滋賀県立近代美術館が所蔵する作品

によって､ ��世紀美術の魅力を再発見していただこう

と企画したものである｡ すでに､ 両館は､ 平成��年

(����) に ｢日本画の情景－富士山・琵琶湖から－｣

と題して､ 室町時代から今日に至る風景表現を中心と

した共同企画展を開催した｡

今回は､ ��世紀という激動の時代の美術を様々な視

点から探ろうとするもので､ 日本画や近代日本洋画を

中心としながら､ 近年､ 注目されてきている彫刻と工

芸､ また同時代の西洋絵画からアメリカを舞台とする

戦後美術に至るまで､ 幅広いジャンルの作品を紹介し

た｡

また､ 本展は､ 時代順や作品の制作年順によって構

成するのではなく､ ��世紀美術を特徴づける ｢�つの

テーマ｣ を設けて､ そこから作家の感性や表現にふれ

てもらうことを目指した｡

■展示構成

第１章 日本における近代絵画の成立

第２章 画家の求めた風景

第３章 大正の細密描写－岸田劉生､ 速水御舟など－

第４章 ファシズムと戦争､ 人間性の希求

第５章 色の可能性､ 形の力

第６章 女性の時代・それぞれのアジア

第７章 触覚性の開拓

第８章 越境する美術

■カタログ

����×����	


エッセイ

泰井良 ｢美術の��世紀－豊かな表現｣

高梨純次 ｢仏画らしくない幾つかの仏画－小倉遊亀

の【信心】－｣

占部敏子 ｢バルラッハ随想｣

川谷承子 ｢絵画の触覚性｣

村上敬 ｢感性の古層を尋ねる旅－ ｢越境する美術｣

への解題｣

■関連事業

・特別講演会 ５月４日(水・祝) 午後２時～

当館講堂

｢��世紀美術の流れ－具象と抽象のせめぎあい｣

本江邦夫氏 (多摩美術大学美術学部教授・府中市美

術館館長)

・美術講演会 ５月��日�日
 午後２時～

当館講座室

｢滋賀県立近代美術館と小倉遊亀｣

高梨純次氏 (滋賀県立近代美術館学芸課長)

・美術講座 ４月��日(金・祝) 午後２時～

当館講座室 ｢美術の��世紀－豊かなる表現｣

泰井良 (当館学芸員)

・学芸員によるフロアレクチャー

４月��日(日)・５月��日(日) 午後２時～ 展示室

・ミュージアム・コンサート

５月８日(日) 午後２時～ ロダン館 ｢��世紀の音

楽～ヴァイオリンで奏でるファンタジー～｣ 演奏

者 �能登谷安紀子氏 (ヴァイオリン)､ 齋藤香織氏

(ピアノ)
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主 催：静岡県立美術館､ 滋賀県立近代美術館､

｢美術の��世紀展｣ 実行委員会

助 成：財団法人 地域創造

協 賛：ＪＲ東海

会 期：平成��年４月��日�火
～５月��日�日


休 館 日：毎週月曜日

観 覧 料：一般・大学生 ���円����円


小・中・高生 ���円����円


��歳以上無料

※� 
内は��名以上の団体料金及び前売料金

■特別展

｢美術の20世紀－豊かなる表現の時代｣ 展

▲ チラシ表紙



アルタイは中央アジアにひろがる一地域で､ 美しく

豊かな自然環境から ｢アジアの真珠｣ と呼ばれている｡

また､ 東西両文明をつなぐ ｢草原の道｣ の要衝として､

数々の民族が往来し､ 独特の文化が形成されてきた地

域でもある｡ 本展は､ わが国ではほとんど紹介された

ことのなかったこのアルタイの魅力を紹介するもので､

全国４会場を巡回する特別展である｡ 展示は､ アルタ

イの文明を ｢歴史｣ ｢自然｣ の二つの側面から紹介す

るものであり､ ノボシビルスクのロシア科学アカデミー

から貴重な資料を借用して構成された (詳細な展示構

成はつぎのとおり�｡

[１] アルタイの歴史

(旧石器時代､ 新石器・青銅器時代､ 初期鉄器時代､

パジリク文化の墓､ 諸民族の時代�､ [２] アルタイの

自然と生活

(生活､ シャーマンの世界�

出品資料は地域の特性を反映したもので､ 金銀細工

などの金工品や装飾品､ 武器､ 衣類などが多く出品さ

れた｡ さらに､ 重要な文化的事例としてシャーマン

(霊能者�の祭祀用具などが紹介された｡ また､ 貴重な

考古資料として､ 旧石器時代のマンモスの骨格､ 入れ

墨の残る男性ミイラなどの出土品はとくに好評を博し

た｡

なお､ 上述のマンモス骨格は､ 無料エリアであるエ

ントランスに展示された｡ この試みは好評で､ マンモ

スの前で記念写真を撮る家族連れの姿が多くみられた｡

また､ �度開催された講演会は､ 普段当館には縁の薄

い歴史ファンの方々を中心にいずれも���人前後の聴

衆を集めた｡ これらの試みにより､ 一般の美術ファン

以外の客層にも喜んでいただくことができたと考えら

れる｡

■カタログ

・����×���	
� ���ページ

・エッセイ

｢アルタイ至宝展に寄せて｣ 西谷正 (九州大学名誉

教授�

｢アルタイの旧石器文化と日本列島｣ 小畑弘己 (熊

本大学文学部助教授�

・作品図版､ 年表､ 出品目録､ 遺跡分布図

■ラジオ・テレビ放送

(ラジオ)

・�
���情報番組 ｢レスト・ラ・トゥール｣ 内にて担

当者電話出演 (�月�	日�����から約��分間)

・���ラジオ ｢こんにちは県庁です｣ 担当者電話出演

(�月��日����から約�分間)

・�
しみずマリンパル情報番組内にて担当者電話出

演 (�月��日�����から約�分間)

・���ラジオ ｢山田辰美の土曜はごきげん｣ 内 ｢日産

ラジオナビ｣ コーナー現地中継放送担当者出演 (�

月��日����から約��分間)

・�
���情報番組 ｢レスト・ラ・トゥール｣ スタジオ

生放送担当者出演 (�月��日�����から約��分間)

■新聞・雑誌報道 (広告除く)

(新聞)

・毎日新聞朝刊静岡版 (�月��日)

｢文身ミイラ展示 ｢アルタイの至宝展｣ �	日から

静岡県立美術館｣ (吉崎孝一記者)

・静岡新聞夕刊 (�月��日～��日､ �回連載)

｢アルタイの至宝展｣ (九州大学名誉教授 西谷正氏)

・静岡新聞朝刊 (�月�	日)

｢迫力のマンモス骨格 アルタイ至宝展きょうから

公開｣ (無署名)

(雑誌)

・ ｢ぴあ｣ 中部版 (�月��日号)

｢���｣ 欄： ｢文身ミイラやマンモス骨格を並べア

ルタイ文明の魅力を紹介！｣

■関連事業

・講演会 ｢アルタイ古墳の発掘｣

�月�日 (日) �����������

講師：西谷正氏 (九州大学名誉教授､ 伊都国歴史博

物館館長)

入場者��名

平成17年度静岡県立美術館年報16

アルタイの至宝展

主 催：静岡県立美術館､ 静岡新聞社・静岡放送､

アルタイの至宝展組織委員会

後 援：外務省､ 文化庁､ ロシア連邦大使館

協 賛：��東海

協 力：日本通運

会 期：平成��年�月�	日 (火) ～�月�日 (日)

〈�	日間〉

休 館 日：毎週月曜日

■特別展



・講演会 ｢ユカギル・マンモスって知ってる？｣

�月��日 (日) �������	�
�

講師：濱田隆士氏 (東京大学名誉教授､ 日本科学協

会理事長)

入場者�
�名

■出品目録 ��
�～
�ページ参照
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▲ チラシ表紙



参加作家

居城純子 高橋唐子 柳原詮子 山極満博

米原昌郎

場所・会期

第１会場 静岡県立美術館 県民ギャラリー

入場無料

����(平成��) 年�月��日(水)～��月��日(月･祝)

��	��～��	
�

＊��月
日 (月�は休館｡

＊最終日の��月��日は､ ��	��で閉場｡

出展作家全員の作品を展覧｡ また各種イベント開

催｡

第２会場 旧浜松銀行協会 入場無料

����(平成��) 年��月１日(土)～��月��日(月･祝)

平日�
	��～��	�� 土日祝日��	��～��	��

主催：
���学生・浜松市民参画プロジェクト

チーム

共催：静岡県立美術館 浜松市教育委員会

後援：浜松市

米原昌郎の彫刻作品の展示と､ 各種イベントの開

催｡

第３会場 裾野市立東中学校内・東雲ギャラリー

����(平成��) 年９月��日(木)～��日(木)

居城純子によるワークショップ開催 (�����と展

示

生徒､ 教師､ 地域住民のみの公開｡ 一般公開せず｡

第４会場 榛原町立細江小学校･本館�階廊下

����(平成��) 年９月��日(水)～��月
�日(日)

柳原詮子によるワークショップ開催 (�����と展

示

生徒､ 教師､ 地域住民のみの公開｡ 一般公開せず｡

概 要

①静岡ゆかりの若手作家に活躍の機会を与え､ 広く紹

介する｡

②アウトリーチ､ ワークショップを積極的に展開する｡

特に学生､ ＮＰＯ､ ボランティアなど､ 外部者の共

同参画､ 共同企画をはかり､ 市民参画を推進する｡

③美術館の県民ギャラリーを本拠とし､ 美術館以外の

場所に展示スペースを展開し､ サテライトとする｡

④本展は､ 作家､ 美術館､ 住民の三者によるコラボレー

ション・プロジェクトである｡

主 旨

・����年度の全体テーマとして ｢あなたの居場所｣ を

設定する｡

・���
年度に ｢わたしの居場所｣ をテーマに､ 美術館

内での現代美術の居場所を探った｡

今回は､ それを美術館外に展開するものである｡

美術館を取り巻く様々な人々である ｢あなた｣ に､

社会の中における美術の居場所､ 関係を考えてもら

う契機とする｡ ｢あなた｣ の主体的な取り組みによっ

て､ 美術は社会のなかに居場所を確保する｡

・ ｢あなた｣ の内実は､ 様々である｡ 美術に無関心な

人々から､ 企画立案に積極的に参画しようとする市

民まで､ 多様なレベルの ｢あなた｣ に訴えかけるプ

ロジェクトを目指す｡

・ ｢わたしの居場所｣ と同様､ 居場所探しは､ 展示ス

ペース､ 予算など､ さまざまなレベルで設定､ 問題

化される｡ その試行錯誤を ｢あなた｣ とともに行う

ことにより､ ｢あなた｣ の主体性を問い､ 醸成する｡

そのためには､ 意欲のある高レベルの ｢あなた｣ と

の共同作業が､ 本展の中核的な事業となる｡

・アートに関わる仕事をしたいと望む人々に､ その経

験を積む機会を与える｡ アートマネージメントに対

するニーズの高まりに､ 美術館として応えることは､

美術館の社会的な責務でもある｡

・美術館と ｢あなた｣ との共同作業に緊張感をもたら

し､ 文化活動としてより高度な水準に引き上げるた

めに､ 作家の参加は不可欠である｡ そのために､ 本

展は､ 単なるアウトリーチやワークショップの体裁

をとらずに､ 作家の作品発表の形式を取る｡ また､

作家の選定に当たっては､ このような社会と美術と

の連携に理解を持ち､ それを自己の制作活動と連携

させることのできる柔軟性と行動力のある者を選ぶ

(このことは､ 作家にとっても社会との関係を問う
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■静岡ニューアート展

主 催：静岡県立美術館

協 力：榛原町立細江小学校､ 裾野市立東中学校､

�����静岡文化芸術大学�学生・浜松市民

参画プロジェクトチーム

静岡New Art ｢あなたの居場所｣ 展



トレーニングになるであろう)｡

・作家､ 美術館､ ｢あなた｣ の三者によるコラボレー

ション・プロジェクトが､ 本展である｡

関連イベント一覧

細江小学校ワークショップ

日時：�月��日 (火�

講師：柳原詮子 榛原町立細江小学校にて

参加人数：��名 (�年�組)

夏休み子どもワークショップ

風に吹かれて 巨大モビールに挑戦

日時：�月�日 (火�～	日 (日�

講師：高橋唐子 美術館実技室ほかにて

参加人数：
�名

裾野東中学校ワークショップ

日時：�月�
日 (木�

講師：居城純子 裾野市立東中学校校庭および東

雲ギャラリーにて

参加人数：��名 (美術選択クラス)

草薙のんびりツアー

旧東海道を歩き､ やぶきた原樹を観て､ 美術館で

ロダン体操

日時：��月�日 (土� ��
��～��
��

主催：草薙のんびりツアーの会

協力：静岡県立美術館 静岡県立美術館ボランティ

ア有志 ���法人つなぐ

参加人数：���名

帰ってきたロダン体操

日時：��月�日 (土� ��
��～��
��

講師：高橋唐子 静岡県立美術館ロダン館にて

参加人数：�
�名

美術講演会

日時：��月�日 (日� ��
��～��
��

講師：堀切正人 旧浜松銀行協会講堂にて

演題： ｢静岡������展について｣

参加人数：��名

ロダン体操がやってくる！

日時：��月�日 (日� ��
��～�

��

講師：高橋唐子 旧浜松銀行協会にて

参加人数：��名

あなたとこころでみるツアー

企画協力：静岡アートギャラリー

第１回目

視覚障害者と静岡県立美術館ボランティア (ギャ

ラリートーク) との美術鑑賞ツアー

日時：��月６日 (木� ��
��～��
��

講師：久保田道子 静岡県立美術館県民ギャラリー

ほかにて

参加人数：��名

第２回目

視覚障害者と静岡文化芸術大学生＆市民との美術

鑑賞ツアー

日時：��月８日 (土� ��
��～��
��

講師：ホシノマサハル氏 旧浜松銀行協会にて

協力：白鳥建二氏､ 寺田未緒氏､ 太田紗世氏

参加人数：��名

����学生によるワークショップ

プニプニゴムを使って､ 試して実験！ かたどりタイ��

日時：��月�日 (日� ��
��～��
��

場所：鴨江別館���号室および旧浜松銀行協会

参加人数：��名

ボランティアによるお茶とおしゃべりの時間

浜松のいまとむかしを語りましょう

日時：��月��日 (月･祝�

第１回目 ��
��～��
��

第２回目 ��
��～�

��

場所：旧浜松銀行協会・談話室

参加人数：��名

■作品リスト

�.��～�.���参照
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■記録集 (��版 ���)

内容

・ごあいさつ 謝辞 事業一覧

図版 (展示､ ワークショップなどの記録写真)

・エッセイ：堀切正人 (当館主任学芸員)

静岡��	�
�｢あなたの居場所｣ 展について
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■収蔵品展

▲チラシ ▲ 記録集



本年は､ 下記日程で収蔵品の展示を行った｡ 当館の

所蔵する日本画､ 日本近代洋画､ 西洋絵画､ 現代美術

の各ジャンルについて幅広く展示機会を設け､ さらに

同時期開催の企画展との関連も考慮して年間計画を立

てた｡ その際､ 単に名品・優品を展示するのみならず､

明確なテーマに基づいて展示を構成し､ より深い鑑賞

体験の場を提供できるように心がけた｡

本館展示室のみならず､ 美術館エントランスホール

の名品コーナーや､ ロダン館�階展示室も活用し､ よ

り多くの収蔵品を展覧するべく努めた｡ 名品コーナー

では､ 常に富士山を描いた作品を１点はご覧いただけ

るよう計画した｡

また､ より見やすく､ 楽しめる展示方法にも配慮し､

わかりやすい解説キャプションの作成や､ バナーなど

を用いた展示ディスプレイも工夫をした｡

収蔵品展の宣伝のために､ ��版チラシを､ 年間５

回作成した｡

【本館】

�月��日 (火�～�月��日 (日�

新収蔵品展

�月�日 (日�～�月	
日 (月・祝�

西洋の風景画

�月��日 (水�～�月�日 (日�

風－絵の中からそよ吹く

�月�日 (火�および	�日 (土�～	�月	�日 (月・祝�

眼で愉しむ－仕組まれたもの

	�月	�日 (水�～		月	�日 (日�

版画と写真－複製芸術の可能性

		月	�日 (火�～	�月	
日 (日�

絵肌 (マチエール�の魅力

	�月�	日 (水�～�月	�日 (日�

西洋美術への招待

�月�日 (金�～�月�日 (火�

我が愛しのコレクション
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収蔵品展

■収蔵品展

▲チラシ



【ロダン館 第2展示室】

�月�日 (火�～�月�日 (日�

ヨーロッパで活躍した日本の画家たち

�月�日 (火�～�	月�	日 (月・祝�

��世紀フランスの旅Ⅰ

�	月��日 (水�～��月�
日 (日�

��世紀フランスの旅Ⅱ

��月��日 (火�～��月��日 (日�

パリの哄笑－ドーミエの風刺版画

【名品コーナー】

下記の期間で展示替え｡ 各３点を展示｡

�月��日 (火) ～ �月��日 (日)

�月 �日 (日) ～ �月 
日 (日)

�月 �日 (火) ～ �月
�日 (日)

�月 �日 (火) ～ �月 �日 (日)

�月 �日 (火) ～�	月�	日 (月・祝)

�	月��日 (水) ～��月�
日 (日)

��月��日 (火) ～��月��日 (日)

��月��日 (水) ～ �月��日 (日)

�月��日 (火) ～ �月��日 (日)


月 
日 (金) ～ �月 �日 (火)
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平成��年度最後の収蔵品展となる本展では､ 通常の

収蔵品展の枠を拡大し､ 当館の館蔵品９点に加え､ 二

人の個人所蔵家から借用した���点の現代美術作品を

組み合わせた展示を行った｡ 展覧会を開催するにあた

り､ 所蔵家宅で､ 複数回作品の調査を重ねた上で､ 作

品を収集した三者の個性がそれぞれ出るように作品を

選定し､ 会場構成を決定した｡

会場構成は以下のとおりである｡

���	
� 静岡県美コレクション

���	
� Ａ氏コレクション

���	
� Ｂ氏コレクション

���	
�では､ 草間彌生《無題》､ ドナルド・ジャッド

《無題》､ アンゼルム・キーファー《極光》など､ 開

館以来､ 美術の現況をしめすコレクションの形成に努

めてきた当館の現代コレクションを代表する作品の紹

介を行った｡ ���	
�では所蔵家Ａ氏のコレクションの

中から宮島達男､ イ・ブル､ 小谷元彦など近年活躍が

目覚しい作家で､ 当館で作品を収蔵していない作家を

中心に構成した｡ なお､ 河原温の絵画については､ 所

蔵家から借用した２点に加えて､ 当館が収蔵する３点

を組み合わせて展示した｡ ���	
�では､ 所蔵家Ｂ氏の

コレクションの三本柱となる､ (１) 李禹煥､ 山口長

男の油彩画､ (２) 現代の焼き物､ (３) 写真コレクショ

ンの中から､ 収集家の個性が現れる作品を選定した｡

特に李禹煥の絵画については､ Ｂ氏のコレクションの

中でもとりわけ充実を誇る､ �
��年代後半の《風と共

に》から《照応》シリーズへの移行期の作品を中心に

選定し､ 以前より､ 同所蔵家から寄託を受けている

《風と共に》３点を併せて展示した｡
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我が愛しのコレクション

会 期：平成��年�月�日 (金) ～�月�日 (火)

休 館 日：毎週月曜日

(ただし�月�日 (月) は臨時開館)

▲ Part.１ 展 示 風 景

▲ Part.２､ Part.３ 展 示 風 景

▲ チラシ



当館は静岡県の中部に位置することから､ 県内の遠

方にお住まいの方々にも館蔵品に親しんでいただくた

めに､ 昭和��年度から毎年移動美術展を開催してきた｡

当館と市町村とが共催で行うこの移動美術展は､ 地域

の展示施設に当館の収蔵品を展示し､ 身近な環境で多

くの方々にご覧いただくことによって､ 地域文化の向

上と､ 美術や美術館への関心と理解を深めていただく

ことを目的としている｡

今年度は､ 西部地区は掛川市大須賀､ 東部地区は伊

東市で開催された｡ 石川欽一郎や曽宮一念をはじめと

するお馴染みの静岡ゆかりの作家や､ ヘンリー・ムア

の《横たわる人体》､ ハイム・スーチン《カーニュ風

景》ら��世紀を代表する作家の作品が出品された｡ 加

えて､ 移動展に出品される機会が少ない吉原治良､ 金

沢健一などの現代作品のほか､ 前年度に新たに収蔵品

に加わったロダンの《考える人》の小型像が展示され

た｡

普及活動としては､ 例年､ 移動美術展にあわせて開

催地域の学校を会場に移動粘土ワークショップを行っ

てきた｡ 今年度は､ 会場を展覧会場と同じ建物に設け

た事により､ ワークショップの参加者を作品鑑賞へと

自然に導くことが可能になった｡ その他､ 展覧会場で

のギャラリートークや､ 開催地域の小中高校での出展

作品を中心にした美術講座が実施された｡

■出品目録
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掛川市大須賀移動美術展

主 催：静岡県立美術館､ 掛川市教育委員会

会 期：��月��日(金)～��月��日(日)

会 場：大須賀中央公民館

伊東市移動美術展

主 催：静岡県立美術館､ 伊東市教育委員会

会 期：��月��日(金)～��月��日(日)

会 場：伊東市生涯学習センター中央会館

移動美術展 ｢20世紀の美術と静岡ゆかりの作家たち｣

掛川市大須賀移動展展示風景
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伊東市移動展展示風景

チラシ表

伊東市移動粘土ワークショップの模様



教育普及活動
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講 演 会 名 日 時 会 場 講 師 参加者

｢美術の��世紀｣ 展関連

��世紀美術の流れ－具象と抽象

のせめぎあい－

�月 �日 (水･祝)

�����������
講 堂

本江邦夫氏

(多摩美術大学美術学部教授･

府中市美術館館長)

	
人

｢美術の��世紀｣ 展関連

滋賀県立近代美術館と小倉遊亀

�月��日 (日)

�����������
講 堂

高梨純次氏

(滋賀県立近代美術館学芸課長)
��人

｢物語のある絵画｣ 展関連

王朝文学への招待

	月 �日 (土)

�����������
講 堂

沢田正子氏

(静岡英和学院大学教授)
��
人

｢物語のある絵画｣ 展関連

松岡映丘について

	月 
日 (土)

�����������
講 堂

木村重圭氏

(甲南女子大学教授)
��人

｢アルタイの至宝｣ 展関連

アルタイ古墳の発掘

�月 	日 (日)

�����������
講 堂

西谷正氏

(九州大学名誉教授､

伊都国歴史博物館館長)


�人

｢アルタイの至宝｣ 展関連

ユカギル・マンモスって知って

る？

�月��日 (水･祝)

�����������
講 堂

濱田隆士氏

(東京大学名誉教授､

日本科学協会理事長)

���人

｢田能村竹田｣ 展関連

文人・田能村竹田

��月�日 (土)

�������
���
講 堂

宗像健一氏

(大分市美術館学芸顧問)
��人

｢田能村竹田｣ 展関連

竹田絵画の魅力

��月�
日 (土)

�����������
講 堂

黒田泰三氏

(出光美術館学芸課長)
	�人

｢誘惑の光景｣ 展関連

版画の扉を開いて

��月��日 (日)

�����������
講 堂

山本容子氏

(銅版画家)
���人

講演会シリーズ“風景を考える”�

建築の遺伝子－将軍から天皇への

風景

�月 �日 (日)

�����������
講 堂

鈴木博之氏

(東京大学教授､ 建築史)
���人

講演会シリーズ“風景を考える”�

名所観の形成と展開

�月��日 (日)

�����������
講 堂

長谷川成一氏

(弘前大学教授､ 日本近世史)
��人

講演会

展覧会のテーマ､ 内容についての理解を深め､ 鑑賞の視野を広げるために､ 多様な分野の専門家を招いて講演会等

を開催した｡ また “風景を考える”講演会シリーズ (2回) などの連続講演会も開催し､ 好評を得た｡

(一般向け)

■特別講演会
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美術講座

収蔵品の特色や展覧会のテーマ等への理解をはかり､ 美術に対する関心を高めるため､ 当館学芸員による講座を開

催した｡ 日ごろから研究に取り組んでいる学芸員の講座として好評を得ている｡ 展示室前で作品を前にした解説や､

日本画作品をケースに入れない状態でじかにご覧いただく試み､ また ｢フロアレクチャープラス｣ と題して､ 講座に

よる鑑賞と簡単な工作とを連動させたものなど､ ヴァリエーションの拡大に努めた｡

■鑑賞講座 講座室 �����－

講座室で､ スライドなどを交えながらレクチャーを行うもの｡ 申込不要｡

講 座 名 開 催 日 講 師 参加者

美術の��世紀展 ｢美術の��世紀－豊かなる表現｣ �月��日(金・祝) 泰井 良 (当館学芸員) ��人

物語のある絵画展 子ども鑑賞講座 �月��日 (日) 森 充代 (当館学芸員) �人

誘惑の光景展 展覧会親子探検ツアー ��月��日 (日) 南 美幸 (当館主任学芸員) ��人

西洋美術への招待展
伝説の画家サルヴァトール･ローザをめぐって �月 �日 (土) 小針由紀隆 (当館学芸課長) ��人

静岡ゆかりの画家たち展 ｢徳川慶喜の油彩画｣ �月��日 (日) 泰井 良 (当館学芸員) 	�人

静岡ゆかりの画家たち展 ｢幕臣の画家たち｣ �月��日 (日) 村上 敬 (当館学芸員) ��人

静岡ゆかりの画家たち展 ｢秋野不矩について｣ �月�
日 (土) 森 充代 (当館学芸員) ��人

■学芸員が語るこの1点 講座室 �����－

収蔵品を�点選び､ 当館学芸員が講座室で解説を行い､ 展示室で作品を鑑賞するもの｡ 申込不要｡

講 座 名 開 催 日 講 師 参加者
松岡映丘《今昔ものがたり 伊勢図》 �月�	日 (土) 森 充代 (当館学芸員) ��人
オーギュスト・ロダン《地獄の門》 �月 �日 (土) 南 美幸 (当館主任学芸員) ��人

■フロア・レクチャー 展示室

展示室で展覧会の見どころや代表作品について解説するもの｡ 申し込み不要｡

講 座 名 開 催 日 講 師 参加者

｢美術でつづる��の物語｣ 展 �月 �日 (土)､ �日 (日)

飯田 真 (当館主任学芸員)
山下善也 (当館主任学芸員)
堀切正人 (当館学芸員)
村上 敬 (当館学芸員)

��人

｢美術の��世紀｣ 展 �月��日 (日)､ 
月��日 (日) 川谷承子 (当館学芸員)
村上 敬 (当館学芸員) ��人

｢物語のある絵画｣ 展 	月��日 (日)､ ��日 (土) 森 充代 (当館学芸員) 	�人

｢田能村竹田｣ 展 ��月�
日 (土)､ ��日 (日) 飯田 真 (当館主任学芸員)
山下善也 (当館主任学芸員) 	
人

｢誘惑の光景｣ 展
フロアレクチャープラス

��月 �日 (土) ､ �日 (日)､ ��日 (土)､
��日 (日)

南 美幸 (当館主任学芸員)
新田建史 (当館学芸員)
福元清志 (当館副主任)

��人

｢花鳥風月｣ 展 �月��日 (土)､ ��日 (日)､
�月��日 (土・祝)

飯田 真 (当館主任学芸員)
山下善也 (当館主任学芸員)
森 充代 (当館学芸員)

��
人
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■ 日本画をじかに見る

当館所蔵の日本画作品を､ ケースに入れず､ 直接鑑賞していただくもの｡ 要申込｡

開催日 講 師 参加者

�月��日 (日) 飯田 真 (当館主任学芸員) 山下善也 (当館主任学芸員)

森 充代 (当館学芸員)
��人

■ 移動美術展の出張講座､ フロアレクチャー

移動美術展開催地の小中学校で美術講座を開催｡ また移動美術展会場にて作品を解説｡

内 容 開 催 日 講 師 参 加 者
美術講座 (掛川市､ 伊東市) ��月､ ��月 川谷承子 (当館学芸員) �����人
フロアレクチャー ��月､ ��月 川谷承子 (当館学芸員) ���人

■ 出張美術講座

中学生文化芸術鑑賞推進事業 (静岡県主催) の事前学習のため､ 学芸員が各中学校 (計��校) に赴き､ 美術講座を

実施｡

■ 静岡NewArt ｢あなたの居場所｣ 展関連普及事業 (講座系)

講 座 名 開 催 日 講 師 参加者

草薙のんびりツアーでの作品解説 ��月�日 (土) 堀切正人 (当館学芸員)
森 充代 (当館学芸員) ���人

美術講演会 ｢静岡	
��
�展｣ に
ついて

��月�日 (日)
(旧浜松銀行協会にて開催) 堀切正人 (当館学芸員) ��人

あなたとこころで見るツアー
��月�日 (木) (当館にて開催)
��月�日 (土)
(旧浜松銀行協会にて開催)

久保田道子氏､ ホシノマサハル氏､
白鳥建二氏 ��人

内 容 開 催 日 講 師 参 加 者
美術講座 ��月､ �月 学芸員全員 (��名) ��	��人



■ 墨色にふれる～墨と和紙の出会いから

｢文人の夢 田能村竹田｣ 展関連企画

日 時＝平成��年��月３日�木･祝� �����－�	�
�

講 師＝小松謙一氏 (日本画家)

場 所＝当館実技室

参加者数＝�
名

｢文人の夢・田能村竹田の世界｣ 展開催にあわせ､ 伝

統的な水墨画の世界を技法面から解き明かす講座を開

催した｡

水墨画というとひと筆で一気に描くものと思われがち

だが､ 実は何層にも墨の色を重ねて描かれている場合

が多くみられる｡ 薄い墨を重ねて色を作りだしたり､

墨と紙と水のまさにコラボレーションによって水墨の

色や空間を作りだしている例が少なくない｡ 田能村竹

田も例外ではない｡

そこで､ 今回の技法セミナーでは､ 紙の上で墨がに

じんでいく様子や､ 墨や紙の種類によってにじみ方､

色の広がり方が違うことを､ 講師が実際の筆と墨を使っ

て実演した｡ 参加者は､ 墨､ 紙､ 筆の違いによって生

じる水墨の奥深い世界を実見することにより､ 田能村

竹田の作品鑑賞をより深める機会とした｡
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技法セミナー
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ギャラリートーク

ギャラリートークは､ 有志のボランティアによる展示作品の解説活動である｡ 本年は��名が登録し､ 活動した｡ 収

蔵品展については､ 原則､ 毎月第�､ 第�土曜日に一日�回開催したほか､ 作品解説型ではなく対話形式のトークを試み

る ｢おしゃべり隊が行く｣ を実施した｡ また�つの企画展についても随時､ 開催した｡ さらに､ �月､ 静岡県主催 ｢中

学生文化芸術鑑賞推進事業｣ により来館した中学生の団体への解説も行った｡

参加してくれた来場者数は､ その日の天候やイベントの有無などによって多寡があったが､ 参加者には､ おおむね好

評をいただいた｡

ギャラリートークのための研修は､ 以下のように行われる｡

・自己研修 ：ボランティア各自による自己学習｡ またテーマ､ 分野が同じメンバーによる勉強会｡

・月例研修会：毎月第�木曜日��に全員が集まり､ 各月のギャラリートークや勉強会の報告､ 意見交換､ 連絡など

を行う｡ また次回のリハーサルを展示会場内で行う｡

以上二つの研修では､ 必要に応じて展示の担当学芸員と打ち合わせを行った｡ また学芸員を講師にした風景画につい

ての購読会や､ 現代美術についての勉強会も随時､ 開催した｡ さらに ｢静岡�	
��
わたしの居場所｣ 展関連イベント

｢あなたとこころでみるツアー｣ においては､ 視覚障害者とともに絵画を鑑賞するプログラムを行った｡

■収蔵品展

・収蔵品展ギャラリートーク

のべ��回開催 のべ参加者数���人｡

原則として､ 毎月第�､ 第�土曜日｡ 第�回目 ��：��－��：��､ 第�回目 ��：��－��：��

開催日 テーマ 参加者数
4月 9日 日本洋画の精髄／同左 12 12
4月23日 日本洋画の精髄／同左 6 8
5月14日 新収蔵品展／同左 2 2
5月28日 ロダン／同左 19 12
6月11日 西洋の風景画／ロダン 7 5
6月25日 西洋の風景画／同左 28 18
7月 9日 ロダンの彫刻／同左 15 16
7月23日 風－絵の中からそよ吹く／同左 10 10
8月13日 ロダン／風 40 25
8月27日 ロダン／同左 25 18

9月10日 ロダン／ 同左 20 15
9月24日 19世紀フランスの旅／同左 16 11
11月26日 日本画の世界／同左 10 7
12月10日 日本画の世界／同左 8 0
12月24日 西洋美術への招待／同左 15 12
1月14日 西洋美術への招待／同左 20 20
1月28日 西洋美術への招待／同左 15 14
2月11日 ロダン／同左 10 8
3月11日 我が愛しのコレクション／同左 10 10
3月25日 我が愛しのコレクション／同左 15 5

開 催 日 参加者数
�月��日､ ��日､ ��月�日､ �月�日 60

・ ｢おしゃべり隊が行く｣

のべ�回開催 のべ参加者数��人

■ 企画展

展覧会会期中に随時開催｡ のべ���回開催｡ 総参加者数����人

開催時間は､ ��：�回目��：��－��：��､ �回目��：��－��：��｡

��：�回目��：��－��：��､ �回目��：��－��：��｡

ただし ｢静岡ゆかりの画家｣ 展は､ ���：�回目��：��－��：��､ �回目��：��－��：��､

���：�回目��：��－��：��､ �回目��：��－��：��｡
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4月 2日 (土) AM 20 5
4月 3日 (日) AM 10 7
4月 9日 (土) PM 10 5

・｢美術でつづる10の物語｣ 展 のべ��回開催�平成��年度分� のべ参加者数��人�平成��年度分)

4月10日 (日) AM 6 8
4月10日 (日) PM 15 8

4月30日 (土) PM 20 20
5月 1日 (日) AM 20 18
5月 3日 (火) PM 20 15
5月 4日 (水) AM 10 15
5月 5日 (木) AM 12 15
5月 5日 (木) PM 30 10

5月 7日 (土) PM 15 8
5月 8日 (日) AM 15 6
5月14日 (土) AM 13 20
5月15日 (土) AM 12 10
5月20日 (金) AM 10 10

5月21日 (土) PM 12 12
5月22日 (日) AM 16 10
5月27日 (金) PM 5 10
5月28日 (土) AM 5 5
5月29日 (日) PM 30 10

10月 9日 (日) AM 15 20
10月14日 (金) AM 10 6
10月16日 (日) AM 20 10
10月21日 (金) AM 6 2
10月21日 (日) PM 10 16

10月23日 (日) AM 20 20
10月28日 (金) AM 10 5
10月28日 (金) PM 15 10
10月30日 (日) AM 30
11月 4日 (金) AM 6

11月 4日 (金) PM 10 10
11月 5日 (土) AM 12 16
11月 5日 (土) PM 20
11月 6日 (日) AM 10
11月 6日 (日) PM 30 20

11月12日 (土) AM 10 10
11月12日 (土) PM 24 16
11月19日 (日) AM 35
11月19日 (土) PM 20
11月20日 (日) AM 18
11月26日 (土) AM 5

11月26日 (土) PM 20
11月27日 (日) AM 10
12月 3日 (土) PM 8
12月 4日 (日) AM 20
12月10日 (日) AM 15

12月10日 (日) PM 7
12月17日 (土) AM 10
12月17日 (土) PM 10
12月18日 (日) AM 8
12月18日 (日) PM 2

・｢美術の20世紀｣ 展 のべ	
回開催 のべ参加者数�	�人

6月17日 (金) AM 40 10
6月18日 (土) AM 25 15
6月19日 (日) AM 16 15
6月24日 (金) PM 5 10
6月26日 (日) AM 25 25
7月 1日 (木) PM 10 5
7月 2日 (金) AM 35 5

7月 3日 (日) AM 23 13
7月 3日 (日) PM 25 25
7月 8日 (金) AM 11 9
7月 8日 (金) PM 22 15
7月10日 (木) AM 10 10
7月10日 (日) PM 30 15
7月15日 (金) AM 26 20

7月15日 (金) PM 18 10
7月16日 (土) PM 15 20
7月17日 (日) AM 35 25
7月17日 (日) PM 15 25
7月18日 (月) AM 25 25
7月18日 (月) PM 30 35

・｢物語のある絵画｣ 展 のべ��回開催 のべ参加者数��	人

1月14日 (土) AM 15
1月14日 (土) PM 15
1月15日 (日) AM 8 15
1月15日 (日) PM 19 19
1月20日 (金) PM 18 5
1月21日 (土) AM 10 13

1月22日 (日) AM 18 23
1月27日 (金) PM 10 10
1月28日 (土) AM 13 5
1月29日 (日) AM 20 15
2月 3日 (金) AM 12 9
2月 3日 (金) PM 5 20

2月 4日 (土) AM 30 16
2月 5日 (日) AM 30 20
2月10日 (金) AM 20 20
2月11日 (土) AM 30 15
2月12日 (日) AM 20

・｢文人の夢 田能村竹田｣ 展 のべ
�回開催 のべ参加者数	��人

・｢誘惑の光景｣ 展 のべ�
回開催 のべ参加者数
�
人

・｢花鳥風月－屏風絵の世界｣ 展 のべ	�回開催 のべ参加者数��
人



■中学生文化芸術鑑賞推進事業への対応
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月日 ギャラリートーカー数 来館中学生数
�月��日 (火) � ���

�月��日 (水) � ���

�月��日 (月) 	 	�	

�月��日 (火) 	 	��

�月��日 (木) � 	��

�月�
日 (金) � 	��

�月��日 (金) � 	��

�月�	日 (月) � 	��

�月��日 (火) � 	��

�月��日 (水) � 	��

�月��日 (木) 	 	�


�月��日 (金) � 	��

3月11日 (金) PM1 13 11
3月18日 (土) PM1 3 5
3月18日 (土) PM2 11 15
3月19日 (日) PM1 18 15

3月24日 (金) PM1 8
3月24日 (金) PM2 20 16
3月26日 (日) PM1 30

3月26日 (日) PM2 30 10
3月31日 (金) PM1 10 15
3月31日 (金) PM2 25 20

・｢静岡ゆかりの画家｣ 展 のべ��回開催 のべ参加者数���人



①鑑賞することで表現が豊かになり､ 制作することで

観る目が養われる｡

②講師の作品に対する想いを聞き､ 様々な作品を鑑賞

することで制作する楽しみを深める｡

この２点をテーマに掲げ､ 今年度も実技講座が開催

された｡

■＜文人の夢・田能村竹田の世界＞展普及事業

実技講座 ｢墨と和紙で絵画｣

日 時＝平成��年��月９日・��日・��日・��日

��：��～��：��

講 師＝浅見貴子 (画家)

場 所＝当館実技室・展示室

参加者数＝��名

今年の実技講座は ｢文人の夢・田能村竹田の世界｣

展の開催に合わせて計画された｡ まずは､ この講座の

タイトルが＜水墨画＞ではないことに注目したい｡ そ

こには､ 先入観なしで墨と和紙が持つ魅力と豊かな表

現の可能性を感じてもらいたいという､ 講師の画家､

浅見貴子さんと美術館スタッフの願いがこめられてい

る｡

初日､ 参加者は浅見さんの作品を見ながら制作につ

いての話を聞き､ イメージを高めた｡ その後､ 展示室

で田能村竹田の作品をじっくり鑑賞した参加者は､ 文

人画の最高傑作を前にして強い刺激を受けた様子であっ

た｡ 午後からは堰を切ったように作業が始まる｡ 紙に

墨が染み込み､ 滲む様子を確かめながら素材との対話

を楽しむ参加者達｡ 今回用意した和紙は､ 作品用の越

前雲肌麻紙と鳥の子紙の他､ 奉書紙､ 書道用半紙など

で､ それぞれが違った性格を持っている｡ また､ 水の

使い方によっても墨の表情は千変万化し､ 簡単に思い

通りの表現が得られない｡ それでも教わるのを待つこ

となく､ 次々と挑戦を続ける参加者の様子には驚かさ

れた｡ 和紙・墨・水を互いに響き会わせ､ 様々な表現

を紡いでいくことは､ それだけ魅力的な体験だったの

ではないだろうか｡

２日目に作品制作に取り掛かってから週を跨ぎ､ ３

日目､ ４日目と参加者の熱意は最後まで衰えることが

なかった｡ 完成した作品をパネル張りし､ 実技室で展

示､ 鑑賞することで講座を締めくくったが､ どの作品

にも描くことの喜びが生き生きと表現されていたよう

に思う｡ そして､ 再び竹田の作品を鑑賞した参加者は

写真を見るだけでは伝わらないデリケートな部分にも

視点を置いて､ 表現された世界の息吹を感じることが

できたはずである｡ 確かな手応えの感じられる実技講

座であった｡
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実技講座

アドバイスをする講師の浅見貴子氏 (左端)

実技講座＜墨と和紙で絵画＞制作する参加者



社会教育施設における生涯学習への取り組みの必要

性の増大に応じて､ 自主制作の場として実技室を開放

する ｢自由工房｣ を､ 週末の金曜から日曜日に通年開

室し､ 広く県民に創作活動の場を提供した｡ 祝日を加

え週３日から４日の開室であった｡

■自由工房 (通年開室)

参加者の自主制作を基本とするため中学生以上の個

人を対象とし､ インストラクター来室日には実技上の

相談や助言を行った｡ 参加者の活動内容は､ 実技室が

持つ大型の版画プレス機を使った各種の版画､ デッサ

ン､水彩画､ 油彩画､ 館所蔵の美術ビデオの鑑賞など｡

期間は､ 他の講座で実技室を使用する日を除く毎週末

の金､ 土､ 日曜日と祝日を基本とする｡

開室日数＝���日

�����～�����

講 師＝内山久子 (美術家)

利用者数＝����	名

■ロダン館デッサン会

ロダン彫刻の素描を通してより鑑賞を深めると同時

に､ 新たな創作の場となることを期して ｢ロダン館デッ

サン会｣ を実施した｡ ロダン彫刻を素描する機会の提

供に主眼を置き､ 参加者同士で行う感想会を､ 毎回終

了時に設けた｡ 技術的指導はなし｡

期 間＝毎月第４金・土曜日 (本年度計�
回実施)

参加者数＝��
名

■ロダン館デッサン会スペシャル

｢ロダン館デッサン会｣ の特別版として講座形式の

イベントを実施した｡ 参加者は､ 画用紙に鉛筆でロダ

ンの彫刻をクロッキーし､ その上からアクリル絵の具

１色で鉛筆の線が消えない程度に画面全体を塗りつぶ

して乾燥させた｡ その後､ アクリル絵の具の色より明

るいところは白い鉛筆で､ 暗いところはカーボンペン

シルで描写すると､ 画面にロダン彫刻の形が浮き上がっ

て見えてくるという､ グリザイユの技法を応用した描

き方を経験してもらったのだが､ 白い紙に描いている

時は､ とかくブロンズの反射光に惑わされていた参加

者が､ よりロダン作品の量感を捉えて表現できたと思

われる｡ 中には､ 後日のデッサン会で何回か続けて同

じ描き方を試す方もおり､ ロダン作品をより深く観察

する良いきっかけとなった｡

期 日＝平成��年７月��日

講 師＝当館普及スタッフ

参加者数＝��名

■版画入門

実技室で行われている自由工房の中に､ 版画入門の

日を設けた｡ 基本的な技法､ 材料の扱い方をインスト

ラクターがわかりやすく説明しながら実演した｡ 本年

は､ 展覧会の会場で作品を見ながら､ 表現の説明をす

るなど､ 鑑賞を重視した内容も積極的に盛り込むと共

に､ 初めて木版画の入門講座も実施した｡ これにより､

凹・凸・孔・平の基本４版種をすべて紹介できたこと

になる｡ 後日､ 自由工房で講座の続きや新作の制作に

取り組む方も増えており､ 着実に広がりを見せている

企画である｡

リトグラフ＝��月��日・��日

シルクスクリーン＝５月�
日

銅 版 画＝４月９日､ ９月��日

木 版 画＝１月�
日・��日

�����～�����

講 師＝内山久子 (美術家)､ 当館スタッフ

参加者数(通算)＝��名
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自由工房

＜シルクスクリーン入門＞展示室での作品鑑賞の様子



■子どもたちの粘土開放日

今年度も､ 友の会より寄贈された土練機と１ｔを超

える量の水粘土を使用し､ 少量での物作りとは違った

感覚で粘土遊びを体験する会を実施した｡ 親子での参

加を基本とし､ 午前と午後の２つの時間帯を設けた｡

技術的指導はなし｡ 年々､ 参加者が増加しており､ 何

度も参加してくれる親子がいる一方で､ 毎回､ 新規の

利用者も半数以上を占めることから､ この事業が地域

に根を下ろし､ 広がりを見せていることが感じられる｡

継続することで人々の意識に浸透し､ 良い結果を上げ

ている例と言えよう｡

この粘土開放日をはじめ､ 実技講座､ 粘土ワークショッ

プで実技室ボランティアさんにお手伝いいただく場面

が今年度も多数あった｡ 平成��年度から呼びかけに応

じていただいており､ なくてはならない存在である｡

期 間＝毎月第４日曜日を基本とし本年度は計��回

実施した｡

講 師＝石上和弘 (彫刻家)

助 手＝持塚三樹､ 冨山竜一

場 所＝当館実技室

参加者数＝�����名

■夏季自由工房イベント

絵の具開放日 ｢大地に描こう・大空に描こう｣

日 時＝平成��年８月９日・��日・��日・��日・

��日・�	日

��
��～��
��

講 師＝奥中章人・三浦香織・志村てるみ

場 所＝当館実技室・屋外展示テラス

参加者数＝���名

自分の体よりはるかに大きなスペースに､ のびのび

と絵を描く喜びを感じてほしい｡ 今年､ 初めて開催し

た ｢絵の具開放日｣ には､ 暑い時期であるにも関わら

ず､ ６日間で���人を超える参加者があった｡ ｢大地に

描こう｣ は屋外展示テラスの縦横��ｍを越える石畳に､

直接絵の具で大きな絵を描くプログラム｡ 子どもだけ

でなく､ 親も一緒に自由な絵の具遊びの時間を楽しん

だ｡ 界面活性剤入りの絵の具を使用したため､ 終了後

は水を撒くと簡単にきれいにすることができる｡ 一方

の ｢大空に描こう｣ は透明なビニールに絵を描き､ 実

技室外の中庭に凧のように吊るして､ 下から見上げて

鑑賞する｡ 青空に､ 直接描いたような不思議な気分に

なるプログラムであった｡ 天気に恵まれたため実施で

きなかった雨天企画 ｢見えない絵を探そう｡｣ も含め

て､ 今後､ 様々な形で展開したいと考えている｡

■自由工房イベント ｢モノプリントを作ろう！｣

開 催 日＝８月��日

��
��～��
��

��
��～��
��

講 師＝常葉学園大学学生４名

場 所＝当館実技室

参加者数＝�	名

夏休み中の親子向け自由工房イベントとして､ 専門

実習中の常葉学園大学の学生によるイベント ｢モノプ

リントを作ろう！｣ が実施された｡ 版画の原点ともい

える､ スタンプすることの面白さを存分に楽しめる企

画内容で､ 参加した子どもたちも大変満足そうな様子

であった｡ それと同時に､ 指導した学生にとっても､

またとない実習となったのではないだろうか｡
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自由工房

(子ども・学校向け)

絵の具開放日 ｢大地に描こう｣



■夏休み子どもワークショップ

｢巨大モビールに挑戦｣

日 時＝平成��年８月２日～８月７日

講 師＝高橋唐子氏

場 所＝当館実技室・展示室

参加者数＝��名

美術館で行うワークショップは､ 美術館という場で

あるからこそできる内容でありたいと考えている｡ そ

こで当館では､ 創作だけでなく､ 展覧会や作品の鑑賞

とからめたワークショップが､ いろいろと試みられて

いる｡

今年の夏休み子どもワークショップは､ 美術家の高

橋唐子さんを講師に迎え､ 静岡Ｎｅｗ Ａｒｔ ｢あな

たの居場所｣ 展への展開を視野に入れて開催された｡

参加者は最初に収蔵品展 ｢風－絵の中からそよ吹く｣

をじっくり鑑賞して､ 作品の中に､ 描かれていない何

かが感じ取れることを理解してから制作開始｡ 風で動

く彫刻＜モビール＞の制作を体験した｡ 後半はそれぞ

れが持ち寄った ｢不要なもの｣ を集めて全員で巨大モ

ビールにも挑戦｡ このワークショップで制作された色

とりどりの作品を､ 高橋さんが１つにまとめて､ ９月

��日から��月��日まで当館県民ギャラリーを中心に行

われた､ 静岡Ｎｅｗ Ａｒｔ ｢あなたの居場所｣ 展の

中で､ ご自身の作品として展示された｡

■絵画ワークショップ

日 時＝平成��年５月３日・４日

９月��日・��日

��月��日､ ��日

��：��～��：��

講 師＝持塚三樹

場 所＝当館実技室・エントランスホール

参加者数＝��名

昨年度から始まった絵画ワークショップは､ 絵画の

描き方や技法を学ぶことよりも､ 柔軟な発想による制

作体験を通じて､ 描くことの喜びを発見することに重

点を置いている｡ ２年目の今年は３回のワークショッ

プを実施したが､ それぞれのテーマと内容を簡単に紹

介したい｡

● [ドット若冲]

５月３､ ４日に開催された ｢ドット若冲｣ では､ 伊

藤若冲《樹下鳥獣図屏風》の一部分を５ｍ×��ｍに拡

大し､ 共同制作で再現することに挑戦した｡ 初日に展

示室で本物を鑑賞した参加者は､ この作品独特の ｢桝

目描き｣ をアレンジした方法で制作していく｡ ��	


平方の厚紙１つに描かれているのは､ それだけ見ても

何だか分からない絵の具のしみだが､ それが５千枚集

まると､ 見事に若冲が描いた動物たちが浮かび上がっ

てきた｡ 手間のかかる作業であったが､ その面白さや

驚きは､ 参加者は勿論､ 見学していく人にも十分伝わっ

たはずである｡

● [飛び出せ 私のカタチ]

参加者は収蔵品展 ｢眼で楽しむー仕組まれたもの｣

の出品作品を鑑賞して､ 平面なのに目の錯覚で､ 奥行

き感が感じられる面白さを体験した後､ 実技室で制作

を始める｡ スチレンボードに参加者のシルエットが写

し取られ､ それを切り抜くと自分と同じ大きさの人型

キャンバスの出来上がり｡ それに自由な彩色を施して､

もう一人の私が完成した｡ 最後に作品を持って､ 美術

館の内外､ 様々なところに出向き､ 自分も一緒にポー

ズをとって写真撮影を行ったが､ 参加者の発想がどん

どん柔軟になっていくのが実感できるワークショップ

であった｡

● [ホワイト・マティエール]

収蔵品展 ｢絵肌 (マティエール) の魅力｣ の開催に

合わせて実施したプログラムである｡ 参加者は､ 渡さ

れた型紙の形にダンボールなどを切り取り､ それを支

持体に､ 白１色で雪の結晶を描くよう求められる｡ ジェッ

ソやモデリングペーストを盛り上げて絵肌だけで形を

表現することに最初は戸惑う方もいたが､ 徐々にその

面白さが伝わったようで､ 砂や木の葉なども貼り付け

ながらどんどん制作が進んだ｡ 最後にエントランスホー

ルで､ 全員の作品を組み合わせると大きなクリスマス

ツリーが出現｡ ｢マティエールだけで絵を描くなんて

考えもしなかった…｡｣ という参加者の言葉が印象的

であった｡
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ワークショップ

絵画ワークショップ ｢ドット若冲｣



本年度から学校連携普及事業のプログラムを１つに

まとめ､ ｢美術館教室｣ の名称で広報した｡ 実技だけ

でなく､ 鑑賞､ 体験実習などのプログラムについても

新たに開発し､ 児童生徒の幅広い学習活動をサポート

できる､ バランスの取れた体制を目指している｡

■ ｢粘土ワークショップ

－学校のためのプログラム－｣

講 師＝石上和弘 (彫刻家) ・持塚三樹・奥中章人

場 所＝当館実技室

約１トンの水粘土を使用｡ 体感的なプログラムを通

して､ 粘土との触れ合いや彫刻制作のプロセスを知る

手がかりをつかむことを目的としている｡

■粘土遊び

講 師＝奥中章人・三浦香織・志村てるみ

場 所＝当館実技室

本年度から美術館の予算で運営されることとなり､

昨年度と同じスタッフが担当した｡ そのため､ プログ

ラムの内容や子どもたちとの接し方などについても経

験が生かされ､ 充実した活動が展開できた｡
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開催日 利 用 校 利用者数

５��� 静岡市立東源台小学校３年 ��名

���� 静岡市立東源台小学校３年 ��名

���� 静岡市立東源台小学校３年 ��名

��９ 静岡市立中藁科小学校３年 ��名

	�６ 静岡市立井宮小学校２年 
�名

	��� 静岡市立東豊田小学校２年 ���名

	��� 静岡市立清水袖師小学校２年 ���名

	��� 静岡市立清水小学校２年 ��名

	��� ＮＰＯ法人ハルモニア ��名

	��	 千代田東児童クラブ１～３年 ��名

	��	 長田児童クラブ１～４年 ��名

	��	 井宮児童クラブ１～４年 ��名

	��� 浜田児童クラブ１～３年 ��名

���� 羽鳥児童クラブ１～５年 ��名

���� 東源台児童クラブ１～３年 ��名

���	 清水袖師児童クラブ１～３年 ��名

���	 西奈児童クラブ１～３年 ��名

���	 清水有度第一児童クラブ１､２年 �
名

���	 飯田児童クラブ１～３年 �	名

���� 庵原児童クラブ１～３年 ��名

���� 西奈南児童クラブ１～３年 ��名

���� 富士見児童クラブ１～３年 ��名

���� 長田南児童クラブ１～５年 ��名

���� 飯田東児童クラブ１～４年 ��名

���� 新川児童クラブ１～３年 ��名

���� 中田児童クラブ１～３年 �
名

���� 三保第二児童クラブ１～３年 ��名

���� 清水岡児童クラブ１～４年 ��名

開催日 利 用 校 利用者数

���� 清水辻児童クラブ１～４年 ��名

���� 清水入江児童クラブ１～３年 ��名

���� 有度第二児童クラブ１～３年 ��名


��
 静岡北養護学校中等部１, ２年 ��名

���� 静岡市立清水浜田小学校３年 ��名

���� 静岡市立蒲原東小学校３年 ��名

����� 静岡市立東源台小学校２年 ��名

����
 静岡市立東源台小学校２年 �
名

����� 静岡市立東源台小学校２年 ��名

����� 静岡市立東豊田小学校１年 ���名

����	 静岡市立清水和田島小学校
１～５年 ��名

���� 静岡県立中央養護学校高等部 ��名

���� 吉田町立自彊小学校１年 ��名

���
 静岡市立清水岡小学校２年 ��名

���
 静岡市立青葉小学校３年 ��名

����� 静岡市立清水岡小学校２年 ��名

����� 静岡市立清水岡小学校２年 ��名

����� 静岡県立中央養護学校高等部 ��名

����� 静岡市立清水飯田東小学校５年 ��名

����
 静岡市立森下小学校２年 ��名

���� 静岡市立森下小学校２年 ��名

計 ���	名

開催日 利 用 園 利用者数

���� 清水十七夜山保育園 年中､ 年長児 	�名

���� 田町幼稚園 年中児 
�名

���� 静岡ふたば幼稚園 年中､ 年長児 ��名

���	 日吉町保育園 年中､ 年長児 ��名

���� 蒲原梅花幼稚園 全園児 ��名

���� リリー幼稚園 年中､ 年長児 �	名

���
 賤機保育園 全園児 �
名

���� 曙幼稚園 年中､ 年長児 ��名

���� 清水庵原保育園 年長児 �
名

���� 中原幼稚園 年長児 �	名

学校向け



■絵の具ワークショップ

講師＝奥中章人・三浦香織・志村てるみ

場所＝当館屋外展示テラス

粘土ワークショップに続く実技プログラムとして開

発した絵の具ワークショッップを､ 試験的に実施した｡

次年度から､ 内容を検討しつつ展開していく予定であ

る｡

■ロダン館鑑賞､ ロダン館ななふしぎ

講師＝増田洋子・福元清志 (当館普及スタッフ)

場所＝当館ロダン館

クイズに答えながらロダン作品の理解を深める鑑賞

プログラム｡ 粘土ワークショップやブロンズ鋳造ビデ

オ鑑賞など､ 他のプログラムと併せて実施することも

多かった｡
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開催日 利 用 園 利用者数

��� バプテスト幼稚園 全園児 ��名

��� 中原幼稚園 年中児 ��名

��	� あゆみ第二保育園 年長児 �
名

��	� 丸子幼稚園 年中､ 年長児 ��名

��	� 隣人会保育園 年中､ 年長児 �
名

��	� 藤枝保育園 年長児 ��名

���	 日本平幼稚園 年長児 	��名

���� 北安東保育園 年中､ 年長児 �
名

���
 矢部保育園 年長児 
�名

���� 矢部保育園 年中児 ��名

���� 蒲原学園幼稚園 全園児 ��名

��
� 日本平幼稚園 年中児 	��名

��� サレジオ幼稚園 年長児 �	名

��� 賤機幼稚園 全園児 ��名

��	
 竜南保育園 年長児 
�名

��	
 ゆりかご保育園 年長児 	
名

��	� 若竹幼稚園 年長児 �	名

��	� ゆりかご保育園 年中児 	
名

���� 若竹幼稚園 年小児 
�名

���� 東豊田保育園 年中､ 年長児 ��名

���� リリー幼稚園 年中児 
�名

	��� リリー幼稚園 年長児 ��名

	��� 丸子幼稚園 年少児 ��名

	��	� 中田保育園 年長児 ��名

	��	
 田町幼稚園 年長児 ��名

	��	
 清水有度西保育園 年長児 	�名

	��	� 足久保保育園 年長児 �
名

	��	� 蒲原聖母幼稚園 年中､ 年長児 �
名

	���� たちばな保育園 全園児 ��名

	���� 静岡あけぼの保育園 年長児 ��名

		�	 東豊田幼稚園 年長児 
�名

		�� 麻機幼稚園 年長児 �	名

		�� ふたば保育園 年長児 �	名

		�	� 若竹幼稚園 年長児 ��名

		�	� こまどり幼稚園 年中児 ��名

		�
� 中原幼稚園 年小児 
�名

	��	 清水風の子保育園 年長児 ��名

計 ����名

開催日 利 用 校 利用者数

��	� 瀬名児童クラブ１～６年 ��名

��	� 三保第一児童クラブ１～４年 	
名

��	� 麻機児童クラブ１～３年 ��名

��	� 清水江尻児童クラブ１～４年 �	名

���
 宮竹児童クラブ１～３年 ��名

���
 清水児童クラブ１～５年 ��名

���
 新富町児童クラブ１～３年 ��名

���
 城北児童クラブ１～３年 ��名

	�	� 静岡聾学校小学部 	�名

計 ��	名

開催日 利 用 校 利用者数

���
静岡市立清水和田島小学校
１～６年 ��名

��	� 掛川市立掛川西中学校１～３年 ８名

��� 静岡市立井宮小学校２年 ��名

��	� 静岡市立東豊田小学校２年 	�	名

���� 静岡市立清水袖師小学校２年 	��名

���� 伝馬町児童クラブ１～６年 
�名

	���� 静岡市立清水興津小学校２年 	�	名

		�	� 有度第一児童クラブ１､ ２年 
�名

		��� 静岡市立清水飯田東小学校５年 �
名

計 ���名



■移動子どもワークショップ

講師＝石上和弘 (彫刻家)

助手＝丸山研二郎・八木育恵・冨山竜一

移動美術展にあわせ､ 掛川市大須賀と､ 伊東市の小

学生を対象とした粘土ワークショップを現地で開催し

た｡ 粘土に親しむ従来の目的とは別に､ なかなか県立

美術館まで来ることが出来ない遠隔地の子ども達に美

術館を紹介し､ 移動展の作品鑑賞も併せて楽しんでも

らうことを目的とした｡ そのため､ 移動展が開催され

ている建物で場所を確保し､ 実施したのが昨年までと

の大きな違いである｡ 期間中の��日間で､ 計��回のワー

クショップを実施することができた｡ この内の４回は一

般の親子向けに粘土開放日を実施し､ 好評を得ている｡

■移動美術講座

講師＝川谷承子 (当館学芸員)

移動美術展の関連普及事業として､ 移動美術講座の

開催を募ったところ､ ３校から開催の希望をいただい

た｡ 各学校に学芸員が出張して､ 移動展の見所や作品

解説､ 展覧会鑑賞時のマナーなどについての話を中心

とした美術講座を開催することが出来た｡

講座の後､ 多くの生徒やその保護者が展示会場を訪

れ､ 本物の作品に触れる機会につながった｡ また､ 静

岡県立美術館の存在を広く知らしめることが出来たと

考えている｡

■鑑賞授業

・当館収蔵作品の金澤健一作《音のかけら》を用いた

ワークショップ ６校

・ ｢ブロンズ彫刻の作り方｣ ビデオとロダン館の鑑賞

を組み合わせた授業 ４校

・盲学校の ｢彫刻をさわって鑑賞するプログラム｣ の

利用 ２校

・��校が展覧会の鑑賞に来館した｡ 内訳は小学校��校､

中学校��校､ 高等学校��校となっている｡ そのうち

��校に展覧会のオリエンテーションを行った｡

■施設見学

・普段は入れない美術館の裏側に案内し､ 知られざる

美術館の姿を紹介する｢裏方ツアー｣の利用 �	校

・学芸員の仕事を体験する｢職場体験｣の利用 ７校

・総合学習の利用 ９校

■ロダン館スケッチ・デッサン

・中学校の美術部､ 専門コースのある高校が実施した｡

５校

■貸し出し

・展覧会の事前学習などに利用していただくための､

スライド, ビデオ, 図録などをセットにした ｢鑑賞

キット｣ の貸し出し ３校

・粘土ワークショップを自校で開催するための粘土,

土練機などの貸し出し｡ 粘土ワークショップの教員

研修で指導のポイントと粘土や道具の扱いを覚えた

上で､ 借りていく熱心な先生が多かった｡ ��校
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開催日 開 催 校 利用者数

��
�� 掛川市立大渕小学校１､ ２年 ��名

��
�� 掛川市立大渕小学校３､ ４年 ��名

��
�� 掛川市立大渕小学校５､ ６年 	�名

��
�	 掛川市立横須賀小学校３年１組 ��名

��
�	 掛川市立横須賀小学校３年２組 ��名

��
�� 掛川市立横須賀小学校４年１､ ２組 ��名

��
�� 掛川市立横須賀小学校４年３組 �	名

��
�� 粘土開放日ｉｎ大須賀２回 ���名

��
�� 伊東市立西小学校３年１組 �	名

��
�� 伊東市立西小学校４年２組 ��名

��
�� 伊東市立西小学校３年２組 �	名

��
�� 伊東市立西小学校４年１組 ��名

��
�� 粘土開放日ｉｎ伊東２回 ���名

��
�� 伊東市立東小学校２年 ��名

��
�� 伊東市立東小学校３年 ��名

��
�� 伊東市立八幡野小学校３年１組 ��名

��
�� 伊東市立八幡野小学校３年２組 ��名

計 ���名

開催日 開 催 校 参加者数

��
�� 静岡県立横須賀高等学校全学年 ���名

��
�� 掛川市立大須賀中学校全学年 ��	名

��
�� 伊東市立東小学校５､ ６年 ���名

計 ����名

開催日 利 用 校 利用者数

５
�� 藤枝市立瀬戸谷中学校１年 ��名

	
�� 常葉学園菊川中・高等学校高校２年 �	名

�
� 焼津市立豊田中学校美術部 ��名

�
� 静岡市立蒲原西小学校６年 	�名

�
� 静岡県立浜松江之島高等学校２年 ��名

計 ���名



■先生が利用するプログラム

・粘土ワークショップを自身で指導されたい先生の為

の ｢教員研修｣ の利用 ��校

・展覧会の内容を授業などに活用したいと考えている

先生のための ｢ティーチャーズレクチャー｣ の利用

��校

・美術館利用の方法について説明する ｢学校ガイダン

ス｣ を開催 ４校

・美術館での教員研修会の利用 ��校

・学校と美術館の連携について意見交換をする研修会

への出席 ３件

■大学生の利用

・インターンシップ実習 (美術館での活動体験)

３校

・粘土ワークショップ研修 １校

■中学生文化芸術鑑賞推進事業

美術館が所蔵する絵画・彫刻の鑑賞や本格的な劇場

での舞台芸術の鑑賞を提供することにより､ 県内の中

学生の豊かな心を育むとともに､ 文化芸術の素晴らし

さを知ってもらうことを目的として行われた｡ 美術館

では来館前の事前学習として､ 希望する��校に学芸員

が出張して美術講座を行った｡ (★印の中学校)

期 間＝平成��年�月��日～１月��日までの間で��日

間

来館数＝�	市町村から
�校

延べ��
�名 (引率者を含む)
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月日 学 校 名

����

藤枝市立藤枝中学校

藤枝順心中学校

沼津市立金岡中学校

富士宮市立西富士中学校

富士宮市立富士根北中学校

磐田東中学校 ★

清水国際中学校

����

焼津市立東益津中学校

城南静岡中学校

静岡市立井川中学校 ★

静岡大成中学校 ★

熱海市立初島中学校 ★

沼津市立長井崎中学校

月日 学 校 名

����

三島市立中郷中学校

磐田市立福田中学校 ★

静岡大成中学校 ★

���	
富士宮市立上野中学校

磐田市立福田中学校 ★

����
駿東郡清水町立南中学校 ★

小山町立小山中学校 ★

���� 富士市立岩松中学校

���� 磐田市立豊岡中学校

����
浜松市立北星中学校

南伊豆町立南伊豆中学校

���


浜松市立南部中学校 ★

日大三島中学校

下田市立稲生沢中学校

����
富士市立大淵中学校 ★

県立清水南高等学校中等部 ★

����
浜松市立入野中学校

伊東市立対馬中学校 ★

���	

浜松市立引佐南部中学校 ★

浜松市立都田中学校 ★

常葉学園菊川中学校 ★

興誠中学校

���� 富士市立田子浦中学校 ★



当館は､静岡県内で唯一の県立の博物館施設である

ことから､開館当初より博物館実習の場と機会を提供

してきた｡毎年多くの希望者があるが､受入には

１：県内出身者または県内の大学に通学していること

２：美学美術史学､美術教育または美術制作専攻であ

ること

３：大学の推薦を受けた者であること

を条件としている｡本年は��大学から��人の学生を実

習生として受け入れた｡

当館の博物館実習は､単に資格取得を目指す学生の

ために､実習の機会を提供する､ というだけではない｡

むしろ､社会の中での美術館機能を把握し､ 社会の一

員として将来の美術館を担う人間の育成に資すること

を目指している｡

カリキュラムは､見学・講義・実習からなり､それぞ

れを当館の総務課職員・学芸員が担当する｡

本年は｢美術館の現在
い ま

を知る｣というテーマを設定し

た｡

美術館活動の基盤となる美術作品の管理､ 保全に関

する講義と実習に加え､ 今ある施設をどのようにして

活用し人が集う場に仕立てていくかといった美術館の

運営に対する意識や､ 展覧会や作品を来館者に理解し

てもらうために行う普及活動に対する意識を高める演

習を組み入れた点が特徴である｡

【講義】

① 静岡県立美術館の活動について (川谷：学芸員)

博物館実習のオリエンテーションと当館活動の概

要について

② 美術館の変遷と役割 (小針：学芸課長)

日本の美術館の歴史と現状について

③ 当館コレクションの形成と収蔵品を生かした展覧

会づくりの取り組み (飯田：主任学芸員)

当館コレクションの成り立ちと若冲展など昨今の

展覧会例を交えて

④ 展覧会ができるまで (森：学芸員)

｢物語のある絵画｣ 展の立上げから終了まで展覧

会づくりにまつわる活動のドキュメント

⑤ 美術館の教育普及活動の現在と課題 (福元：教育

普及担当)

現在行っている普及活動 (粘土､ 絵画��､ 自由

工房) について

⑥ 作品の保全について (新田：学芸員)

当館の作品保全の取り組みについて―虫害､ 地震

対策など

⑦ これからの美術館経営について１ (鷲山：総務課

長)

未来の美術館に向けた現在の取り組みについて―

ミューアムナビ､ アクションプラン作成

⑧ これからの美術館経営について２ (泰井：学芸員)

未来の美術館に向けた現在の取り組みについて―

美術館評価活動

【実習】

美術品の作品取り扱い実習

実際に作品を手にとって､ 美術館での作品の取り

扱いを実習する｡

日本画の取り扱い (飯田､ 山下：主任学芸員)

油彩画の取り扱い (南：主任学芸員､ 村上：学芸員)

ワークショップ体験 (福元：教育普及担当)

粘土ワークショップに参加し､ 体験する｡

収蔵庫内見学､ 実習 (山下：主任学芸員､ 新田､ 川谷：

学芸員)

収蔵庫内を見学し､ 作品の収蔵環境保全についての

実務を行う｡

【演習】

ギャラリートーク演習 (学芸員：堀切)

対象者別の理想的なギャラリートークとは？ディス

カッションと実演体験

展覧会企画演習 (学芸員：川谷)

館内の特定の場所を想定した展覧会企画プラン作成､

プレゼンテーション

【実習期間､ カリキュラム】

第１日目 ７月��日 (月)

��：��～��：�� 講義① 静岡県立美術館の活動につい

て (川谷) (��分)

��：��～��：�� 講義② 美術館の変遷と役割

(小針) (��分)

昼食

�	：��～�
：�� 見学 施設見学 (伊藤) (��分)

�
：	�～��：�� 演習① ギャラリートーク演習

(堀切) (��分)

��：��～�
：�� 実習ノート整理､ 課題制作
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第２日目 ７月��日 (火)

��：��～��：�� 講義③ 当館コレクションの形成と収

蔵品を生かした展覧会づくり

の取り組み (飯田) (��分)

��：��～��：�� 講義④ 展覧会ができるまで

( 森 ) (��分)

昼食

��：��～��：�� 実習① 資料整理 (山下) (	�分)

��：��～��：�� 演習② 展覧会企画演習

(川谷) (	�分)

��：��～�
：�� 実習ノート整理､ 課題制作

第３日目 ７月��日 (水)

��：��～��：�� 講義⑤ 美術館の教育普及活動

(福元) (��分)

��：��～��：�� 講義⑥ 作品の保全について

(新田) (��分)

��：��～��：�� 作品保全の取り組みを収蔵庫

にて見学

(新田､ 飯田､ 川谷) (��分)

昼食

２グループに分かれて活動

�グループ

��：��～��：�� 実習② 作品取り扱い実習１

(日本画―飯田､ 山下) (
�分)

��：��～��：�� 実習③ 作品取り扱い実習２

(油彩画､ 版画―南､ 村上) (
�分)

��：��～�
：�� 実習ノート整理､ 課題制作

�グループ

��：��～��：�� 実習④ ワークショップ体験実習

(福元) (���分)

��：��～�
：�� 実習ノート整理､ 課題制作

第４日目 ７月��日 (木)

��：��～��：�� 講義⑦ これからの美術館経営につい

て１ (鷲山) (��分)

��：��～��：�� 講義⑧ これからの美術館経営につい

て２ (泰井) (��分)

昼食

２グループに分かれて活動

�グループ

��：��～��：�� 実習④ ワークショップ体験実習

(福元) (���分)

��：��～�
：�� 実習ノート整理､ 課題制作

�グループ

��：��～��：�� 実習② 作品取り扱い実習１

(日本画―飯田､ 山下) (
�分)

��：��～��：�� 実習③ 作品取り扱い実習２

(油彩画､ 版画―南､ 村上) (
�分)

��：��～�
：�� 実習ノート整理､ 課題制作

第５日目 ７月��日 (金)

��：��～��：�� 演習③ ギャラリートーク演習

(堀切) (���分)

昼食

��：��～��：�� 演習④ ギャラリートーク演習

(堀切) (	�分)

��：��～��：�� 実習⑤ 収蔵庫内清掃

(新田､ 山下､ 川谷) (���分)

��：��～�
：�� 実習ノート整理､ 課題制作

第６日目 ７月��日 (土)

��：��～��：�� 演習⑤ 展覧会企画演習

(川谷) (���分)

昼食

��：��～��：�� まとめ

��：��～��：�� 実習ノート整理
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館職員の対外活動 (講演会・講座など) について記載

する｡

＜講演会＞

飯田 真： ｢富士山の美術｣ 【ふじさんネットワーク・

富士山勉強会／沼津市立図書館】１月��日

山下善也：講演 ｢富士山の絵画の歴史―桃山時代までを

中心に｣ 【富士市立博物館】�月��日

｢高田敬輔と小泉斐｣ 展記念座談会パネラー

【滋賀県立近代美術館】�月�日

講演 ｢富士山と美術｣ 【ＮＰＯ法人富士山を

世界遺産にする国民会議シンポジウム／東京・

明治記念館】�月�日

講演 ｢絵画の旅―狩野派発､ 若冲行｣

【大分市美術館】��月�日

堀切正人： ｢ロダン彫刻の見方｣ 【静岡県保育所連合会・

保育所長研修会／静岡県総合社会福祉会館】

�月�	日

｢美術館へのいざない｣ 【しずおか子ども美

術の会夏季実技研修会／島田学園付属幼稚園

】 �月�
日

講演 ｢静岡��
���展について｣ 【旧浜松銀行

協会】�
月�日

講演 ｢ロダン彫刻の見方､ 楽しみ方｣ 【聖隷

クリストファー大学】�月��日

福元清志：常葉学園夏季教職員研修会講演【常葉学園大

学】８月�日

志太美術教育連盟学習会講演【静岡県立美術

館】��月��日

川谷承子：静岡教課研図画工作美術科教育研究部夏季研

修会【静岡市教課研】８月�
日

泰井 良：講演 ｢二代五姓田芳柳と《新潟信濃川図》｣

【新潟市郷土歴史博物館】��月��日

講演 ｢山下充の芸術について｣ 【フェルケー

ル博物館】�
月��日

森 充代：講演 ｢近藤浩一路 水墨の魅力｣ 【近藤浩一

路記念南部町立美術館】��月��日

＜講座等＞

小針由紀隆：｢西洋美術史�｣【常葉学園大学集中講義】

��月�	日､ ��月�日

｢静岡県立美術館の今｣【東海短期大学

｢総合人間講座｣ 講義】�
月��日

中学生文化芸術鑑賞推進事業･事前説明授業

【静岡県立清水南高校中等部】１月��日

飯田 真：中学生文化芸術鑑賞推進事業･事前説明授業

【常葉学園菊川中学校】��月６日

山下善也： ｢江戸時代の富士山図―画題の変奏―｣

【土曜講座／東京・太田記念美術館】�月�日

中学生文化芸術鑑賞推進事業･事前説明授業

【富士市立田子浦中学校】�月��日

【富士市立大淵中学校】�月��日

南 美幸：中学生文化芸術鑑賞推進事業･事前説明授業

【磐田市立福田中学校】�月�
日

堀切正人：裾野東中学校ワークショップ �月��日

����学生によるワークショップ �
月�日

｢現代美術講座｣ 【出張講義／常葉学園大

学】�月�日・�日

ロダン体操【細江小学校】�
月��日

彫刻学習指導【沼津市立静浦中学校】

��月�日

中学生文化芸術鑑賞推進事業･事前説明授業

【清水町立南中学校】��月�
日

【伊東市立対島中学校】�月��日

【浜松市立都田中学校】�月��日

｢静岡��
���展―学校・市民連携による共

同企画展｣ 【静岡県博物館協会研修会／三

島市民生涯学習センター】�月��日

新田建史：中学生文化芸術鑑賞推進事業･事前説明授業

【磐田東中学校】��月��日

【小山町立小山中学校】１月��日

福元清志： ｢高等学校教職１年経験者研修｣ 【県教育

委員会】�月��日・��日

川谷承子：移動美術展・出張美術講座

【静岡県立横須賀高等学校】�
月��日

【掛川市立大須賀中学校】�
月��日

【伊東市立東小学校】��月��日

中学生文化芸術鑑賞推進事業･事前説明授業

【熱海市立初島中学校】��月�	日

村上 敬：中学生文化芸術鑑賞推進事業･事前説明授業

【静岡市立井川中学校】��月��日

【静岡大成中学校】��月��日

泰井 良： ｢美術の�
世紀―豊かなる表現｣ 【美術の

�
世紀展美術講座／滋賀県立近代美術館】

６月�	日

移動美術展ギャラリートーク

【伊東市公民館】��月��日

中学生文化芸術鑑賞推進事業･事前説明授業

【浜松市立引佐南部中学校】�月�
日

森 充代：中学生文化芸術鑑賞推進事業･事前説明授業

【浜松市立南部中学校】１月�	日
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＜美術館友の会事業への協力＞

(講座講師)

山下善也ほか：｢新収蔵品展フロアレクチャー｣ �月��日

飯田真・山下善也・森充代：

｢講座：日本画をじかに見る｣ �月��日 午前

＜静岡県博物館協会＞

当館は同協会の事務局として､ 協会加盟館園の協力

のもとに以下の事業を行った｡

���役員会・総会の開催 	月
�日 (県立美術館)

役員会の開催 �月��日 (県立美術館)

���博物館園の災害時における対策研究

・検討会 (事業運営グループ)

６月��日､ ９月
�日､ １月�	日､ 
月��日

・講演会・シンポジウムの共催

９月
�日 静岡県地震防災センター

｢災害から人と文化財を守る｣ 矢田俊文氏 (新

潟大学人文学部教授) パネラー：天野一氏ほか

主催： (財) 伊豆屋伝八文化振興財団

・災害対策講習会の開催

��月３日 ｢興津・由比 文化財ウォーク｣

清見寺ほか

３月��日 ｢揺れ動く文化財～震災による文化財の

被災を実見する～｣ 静岡県立美術館

�
�地域セミナー

・バンドウイルカ飼育
	周年記念講演会 ｢鯨類の飼

育と調査・研究～その歴史と現状～｣ ��月��日

沼津市立図書館 講師：大隈清治 (日本鯨類研究

所顧問) ・加藤秀弘 (水産総合研究センター遠洋

水産研究所)

主催：伊豆三津シーパラダイス・静岡県博物館協会

・掛川市合併記念講演会 吉岡彌生を語る ��月��日

掛川市文化会館シオーネ 大ホール

上映会 ｢時代の先駆け 吉岡彌生伝｣

基調講演 ｢教育者､ 人間､ 吉岡彌生先生と｣ 酒井

シズ (順天堂大学客員教授)

吉岡彌生を語る 吉岡博光､ 鷲山さちえ､ 松本洋

一郎

主催：吉岡彌生記念館・静岡県博物館協会

���研修会の開催

�月�	日 ｢博物館教育とは｣ 三島市民生涯学習セ

ンター 報告：堀切正人・北垣俊明・内田昌宏

�	�会報の発行

｢静岡の博物館 ���		｣ �月
�日

｢静岡の博物館 ���	�｣ 
月
�日

���研究紀要第��号の発行 
月
�日

(�	版､ コート紙､ 含単色図版､ 
��部)

�
�静岡県博物館協会ホームページの保守・運営

���東海地区博物館連絡協議会

�日本博物館協会東海支部�理事会・総会


月�	日 横浜情報文化センターにて開催された｡

���随時各館園の資料及び情報の交換を行ない､ 連絡､

協調をはかった｡

＜その他＞

(委員等)

小針由紀隆：静岡アートギャラリー企画協力委員

第�
回静岡県芸術祭審査委員長代理

飯田 真：豊橋市美術博物館資料収集委員

山下善也：ＮＰＯ法人富士山を世界遺産にする国民会

議・富士山文化遺産登録調査委員会委員

(美術担当)

韮山町・江川文庫調査 (文化庁・静岡県教

委主催) 調査委員 (書画担当)

静岡市文化財保護審議委員

『美術史』 査読委員

福元清志： ｢しずおか子ども美術の会｣ 作品審査､ 講

評－静岡市民ギャラリー������

泰井 良：財団法人地域創造

公立美術館等活性化事業企画検討委員会委員

財団法人日本博物館協会

博物館経営･運勢の指標(ベンチマーク)

委員会委員

常務委員会委員

美術史学会 美術館・博物館委員会委員
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平成��年度に当館より刊行された主要刊行物は､ 以

下のとおりである｡ これに関連する展覧会については､

展覧会活動の頁を参照されたい｡

版型

����×��×����� ��	頁

内容・構成

■あいさつ

■凡例

■ ｢誘惑の光景｣ の扉を開ける前に

■出品作家紹介

■図版

□セクション� 失楽園

・失楽園 ： ストーリーと登場人物

・ジョン･マーティン

・ギュスターヴ・ドレ

□セクション� 聖書

・聖書 ： ストーリーと登場人物

・ジョン･マーティン

・ジョン･マーティン､ リチャード・ウェストール

・ギュスターヴ・ドレ

■エッセイ

・南美幸 ｢見る物語／イメージの共有｣

・新田建史 ｢誘惑者の翼について｣

■図版

□セクション
 ファウスト

・ファウスト ： ストーリーと登場人物

・ウジェーヌ・ドワクロワ

・トニー・ジョアノ

□セクション	 シェイクスピア

・ 『リア王』 ジェイムズ・バリー

・ 『マクベス』 ウィリアム・ブレイク

・ 『マクベス』 ウジェーヌ・ドワクロワ

・ 『ハムレット』 ウジェーヌ・ドワクロワ

・ 『オセロー』 テオドール・シャセリオー

■巻末資料 (欧文データ)

■文献表
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主要刊行物



いずれも�４版�ページ､ オールカラー

■第77 (春) 号 2005年4月1日発行

・表紙 エルンスト・バルラッハ《読書する僧たちⅢ》

／村上 敬 ���

・吉岡健二郎館長の逝去を悼む／小針由紀隆 ���

・静岡県立美術館・滋賀県立近代美術館の名品��点でたどる

美術の��世紀―豊かなる表現―／泰井 良 ��	

・平成�
年度新収蔵品のご紹介／泰井良､ 山下善也､

南美幸 ����


・研究ノート ジョアン・ミッチェルの《湖》の色彩､

構図のモダニズム的特質／川谷承子 ��
��

・本の窓 『宮芳平自伝 ―森�外に愛された画学生�君

の生涯―』 ／堀切正人 ���

・自由工房 ｢版画入門｣ ／福元清志 ���

■第78 (夏) 号 2005年7月1日発行

・表紙 松岡映丘《今昔ものがたり 伊勢図》／

森 充代 ���

・物語のある絵画―日本画と古典文学の出会い／

森 充代 ���

・アルタイの至宝展／村上 敬 ��	

・新任館長よりごあいさつ／下山 肇 ���

・普及事業報告 絵画ワークショップ ｢ドット若冲｣ ／

福元清志 ���

・収蔵品展のご紹介／堀切正人 ��


・ただいま準備中！ 静岡������ ｢あなたの居場所｣

展／堀切正人 ��


・研究ノート 狩野探幽と鳥の写生―新収蔵《白�図》

から―／山下善也 ��
��

・本の窓 『デュシャンは語る』 ／新田建史 ���

・美術館問はず語り ｢美術品調査のいろいろ｣ ／

飯田 真 ���

■第79 (秋) 号 2005年10月1日発行

・表紙 田中 孝《��������》／村上 敬 ���

・収蔵品展のご紹介 ｢版画と写真―複製芸術の可能性｣

／村上 敬 ���

・ただいま準備中！ 我が愛しのコレクション／

川谷承子 ���

・夏休み期間中の普及活動報告／福元清志／ ��	

・文人の夢 田能村竹田の世界／山下善也 ���

・｢誘惑の光景―��世紀のロマン主義版画・ドラクロワ､

ジョン・マーティンなど―｣ ／南 美幸 ��


・研究ノート 田中孝《����������》《��������》に

ついて／村上 敬 ��
��

・本の窓 『イタリア､ 旅する心』 ／新田建史 ���

・美術館問はず語り ｢空港と美術館の相関関係｣ ／

鷲山伊佐夫 ���

■第80 (冬) 号 2006年1月2日発行

・表紙 狩野永良《西王母・東方朔図屏風》／

山下善也 ���

・西洋美術への招待／小針由紀隆 ���

・実技講座〈墨と和紙で絵画〉／福元清志 ��	

・花鳥風月―屏風絵の世界／山下善也 ���

・｢静岡ゆかりの画家たち｣ 展／泰井 良 ��


・研究ノート 松岡映丘筆《宇治の宮の姫君たち》

―左隻主題の検討―／森 充代 ��
��

・本の窓 『グループ 『幻触』 の記録』 ／

堀切正人 ���

・美術館問はず語り ｢草薙のんびりツアー｣ ／

堀切正人 ���
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美術館ニュース ｢アマリリス｣

第77(春)号 第78(夏)号 第79(秋)号 第80(冬)号
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年
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月
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計 ��������� 	������ ����	�	 �����
 	��	�

施設利用状況(年度別)

年度 県民ギャラリー入場者数 講堂入場者数 図書閲覧室利用者数 音声ガイド利用者数 託児室利用者数

�� ������ ��

� �
�
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�
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県民ギャラリー利用状況

№ 公開開始 公開終了 日数 会場 入場料 展 覧 会 名 主 催 者 名 入場者数(人)

� ４�１ (金) ４�３ (日) � �� 無 静岡県写真協会写真展 静岡県写真協会 ��	

� ４���(火) ４��
(日) � �� 無 鎌倉彫一翠会展 一翠会 ���
�

� ４��	(火) ５�１ (日) �� �� 無 第��回二科会静岡県支部美術展 二科会静岡支部 ���	


� ５�３ (火) ５�８ (日) � � 無 私のアフガン写真展 菅沼隆二 ����	

� ５�３ (火) ５�８ (日) � � 無 現代拓技画展 清美会 �����

� ５��
(火) ５���(日) �� �� 無 第��回静岡県美術家連盟展 静岡県美術家連盟 ��	�	


 ５���(火) ５��	(日) � �� 無 第��回一基書展 一基会 	�


� ６�７ (火) ６��	(日) �� �� 無 第

回静岡県版画協会展 静岡県版画協会 �����

	 ６���(火) ６���(日) � � 無 形象派美術協会展 形象派美術協会 ��


�
６���(火) ７�３ (日) � �� 無 第��回静岡県女流美術協会展 静岡県女流美術協会 ���

��７���(火) ７���(月) 
 �� 無 第�
回静岡独立美術展 静岡独立美術協会 ���

��７��
(火) ７���(日) � �� 無 千世の会書展 千世の会 ���

��７���(火) ７���(日) � �� 無 静岡自由美術展 静岡自由美術 ���



��８�２ (火) ８�７ (日) � �� 無 森正一米寿展 鈴木 英利 ����


��８�９ (火) ８���(日) � �� 無 第��回静岡県写真愛好者秀作展 静岡県写真愛好者秀作展実行委員会 �����

��８���(火) ８���(日) � � 無 第４回墨絵展 佐野美術館友の会 ��			

�
８���(火) ８���(日) � � 無 富士山写真展 富士山を愛し撮る会 ����


��８���(火) ８���(日) � � 無 静岡能面研究会工芸展 静岡能面研究会 �����

�	８��
(火) ９�４ (日) � � 無 静岡和紙ちぎり絵研究会展 静岡和紙ちぎり絵研究会 ����


�
８��
(火) ９�４ (日) � � 無 庫流きものギャラリー 三輪 民庫 ����


��９��
(土) ９���(日) �� �� 無 第��回静岡県芸術祭美術展 県教育委員会・県立美術館 �����

��９���(水) �
��
(月) �� �� 無 静岡��� ���｢あなたの居場所｣ 展 県立美術館 ���
�

���
���(水) �
���(日) � �� 無 第��回静岡県なつやすみ読書感想画コンクール 静岡新聞社・静岡放送 �����

���
���(火) �
��
(日) �� �� 無 ねむの木学園ナイーヴアート展 ねむの木学園 	����

�����１ (火) ���６ (日) � � 無 陶による源氏物語の世界展 舞土工房 ��
�


�����１ (火) ���６ (日) � � 無 プリザーブドフラワーアレンジメント作品展 ���静岡プリザーブドフラワースクール �����

�
���８ (火) �����(日) � �� 無 第��回静岡県高等学校美術・工芸展 中部支部展 静岡県教育委員会 ��
��

�������(火) ����
(日) � �� 無 第��回静岡県高等学校美術・工芸展 県展 静岡県教育委員会 ����


�	�����(火) ����
(日) � �� 無 第�回全国阿波藍染織作家協会作品展 全国阿波藍染織作家協会 	��

�
����	(火) ���４ (日) � �� 無 第��回静岡県工芸美術展 静岡県工芸家協会 ����


�����６ (火) �����(日) �� �� 無 第��回静岡県油彩美術家協会展 静岡県油彩美術家協会 ���	


�������(水) �����(日) � � 無 新槐樹社静岡県支部展 新槐樹社静岡県支部 �
�

�������(水) �����(日) � � 無 花のようなケーキ・シュガーケーキ展 小林 恵理子 ���

��１��
(火) １���(日) � �� 無 第��回オリジナルクラフト展 ���法人静岡県クラフト協会 ���

��１���(火) １��	(日) � �� 無 第��回静岡県盲・聾・養護学校高等部合同作品展 静岡県教育委員会 

�

��１���(火) ２���(日) �� �� 無 第９回静岡県すこやか長寿祭美術展 �財�しずおか健康長寿財団 �����

�
３�３ (金) ３�５ (日) � �� 無 ���������� !�!�� "�� ㈱共栄 ��	

��３�７ (火) ３���(日) � �� 無 第�
回 ジュニア県展 静岡新聞社・静岡放送 ����


�	３���(火) ３���(日) �� �� 無 第��回山岳写真の会｢白い峰｣写真展 山岳写真の会 ｢白い峰｣ 静岡支部 �����

�
３���(火) ４�２ (日) � �� 無 第��回一基書展 一基会 
�


計 �
件 �	���




静岡県立美術館では､ 開館以来､ ポスター・チラシ

配布や､ マスコミなどを通じ､ 広く館活動の広報を行っ

ているが､ 近年では類似施設の増加､ 広報手段の多様

化に伴い､ 入館者増加のために新たな広報展開が必要

になってきている｡

ここでは､ 紙媒体を中心にした広報活動とともに､

新たな広報メディアとして注目されるホームページの

運営について記載する｡

＜広報活動＞

・展覧会等のイベント情報のマスコミへの資料提供

・ポスター・チラシの配布､ 駅貼り､ 車内吊り

・学校に対する学校関係イベント情報の提供

・県広報課との連携(県民だより､ 県政番組など)

・ラジオ番組出演での広報活動(�����､ ��しみず)

・広報サポーターへの情報提供

(展覧会ごとに､ ポスター・チラシを送付､ 口コミ

での広報を依頼)

・展覧会ごとの共催社(新聞社・テレビ局)､ 協賛社(�

�東海)との連携

・広告掲載・テレビスポット放映､ 特集紙面､ 番組へ

の協力など

＜ホームページ＞

	

�：��


��������	��������	���������

静岡県立美術館ホームページは､ 平成８年度末に開

設され､ 今年度で９年目を迎えた｡ 年度別のアクセス

概数は以下のとおりである｡

平成�年度末～�年度(����)

����

平成��年度(����) ����� 累計 �����

平成��年度(����) ����� 累計 �����

平成��年度(����) ����� 累計 �����

平成��年度(����) ����� 累計 ������

平成��年度(����) ����� 累計 ��� ��

平成� 年度(����) � ��� 累計 ��� ��

平成��年度(����) ����� 累計 ��� ��

平成��年度(��� ) ��� �� 累計  �����

アクセス数はインターネットの普及に伴い年々増加

してきたが､ 本年度は��� ��(一日平均���) アクセ

スと前年より  ��増え､ 過去最高を記録した｡

コンテンツの充実を図ることにより､ 魅力あるホー

ムページを提供するよう運営に努めており､ 平成��年

度よりさまざまなコンテンツを新たに追加したが､

��年度は､  月～��月にはロダン館��周年に合わせた

デザインに改良し､ その後は､ 風景とロダンの美術館

であることを示すデザインに変更した｡ また､ メニュー

画面も見やすく改善を図った｡

さらに､ 広く利用者に情報を伝えるために､ ��年�

月からは携帯電話からアクセスできるサイトを新設し､

情報の提供を開始した｡

	

�!��


��������	��������	������������

また､ アンケートも以下のとおり継続実施した｡

・ホームページアンケート

ホームページ改善の資料とするため､ "#$上での

アンケートを実施､ 聴取内容は以下のとおりでメー

ルで回答できる形にした｡

��当ホームページをどのくらいの頻度でご覧に

なりますか

��当ホームページの情報内容について

��当ホームページの更新頻度について

��当ホームページのデザインについて

 �当ホームページの見やすさについて

��その他､ 当ホームページに対するご意見､ ご要

望

各項目､ 概ね満足度は高いが､ 字の大きさやデ

ザインなど改善の参考になる意見も寄せられた｡

なお､ 回答者の中からほぼ�ヶ月毎に抽選で 名の

方に次回企画展の招待券をプレゼントした｡
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調査研究活動

当館は､ 美術館建設準備室時代の昭和��年に紀要第

１号を刊行し､ 以後毎年１回のペースで刊行を続けて

きた｡

その目的は､ 美術館活動の基礎となる学芸員の調査・

研究成果を広く公開し､ 館蔵品を中心とした美術作品

の研究の進展に寄与することである｡ 従って､ 研究テー

マは主に館蔵品であるが､ 各学芸員の研究意欲に従い､

広く美術および美術館をとりまく諸問題まで取り扱う｡

成果品は､ 例年のように､ 全国の研究機関､ 研究者へ

配布した｡

第��号

■版型 ����×�����	

■内容

□口絵図版

・今村紫紅《宇津の山路》 (全図､ 部分図) 当館蔵

・今村紫紅《蔦の細道》 横浜美術館蔵

□論文

・小針由紀隆 ｢狩猟図とパレルゴン－フェデリコ・ズッ

カロの素描を始点にした一考察｣

・堀切正人 ｢黒川翠山の富士山写真－写真の虚構性を

めぐって－｣

・森充代 ｢今村紫紅《宇津の山路》考｣

□各論英文レジュメ

■発行 平成�
年�月��日
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各学芸員の研究活動のうち､ その成果が発表された

もの (論文・口頭発表) を記載する｡ ただし､ 一般の

新聞・雑誌などへの寄稿や､ 図録等の作品解説などは

除いている｡

◆小針由紀隆

・ ｢狩猟図とパレルゴン｣ 『静岡県立美術館紀要』

第��号 (平成��年３月)

・ ｢研究ノート ����年か�����	年か？－クロード・

ロランの生年を考える｣ 『アマリリス』 
����(静岡

県立美術館ニュース／平成��年�月)

◆飯田 真

・ ｢文学の中の風景､ 風景の中の文学｣ 『物語のある

絵画』 展図録 (静岡県立美術館／平成�
年�月)

・ ｢竹田の真景図 旅と友― ｢自娯｣ の風景｣ 『文人

の夢・田能村竹田の世界』 展図録 (静岡県立美術館

／平成�
年�月)

◆山下善也

・ ｢絵画と和歌の幸せなセッション｣ 『物語のある絵

画』 展図録 (静岡県立美術館／平成�
年�月)

・ ｢竹田らが目にしていた狩野派作品―永養・常信・

永伯―｣ 『文人の夢・田能村竹田の世界』 展図録

(静岡県立美術館／平成�
年�月)

・ ｢研究ノート 狩野探幽と鳥の写生―新収蔵《白�

図》から―｣ 『アマリリス』 
��
�(静岡県立美術館

ニュース／平成�
年
月)

・口頭発表 ｢富士山と美術｣ (富士山世界遺産シンポ

ジウム講演 東京・明治記念館 ｢ＮＰＯ法人富士

山を世界遺産にする国民会議｣ シンポジウム 平成

�
年
月�日)

◆南 美幸

・ ｢見る物語／イメージの共有｣ 『誘惑の光景』 展図

録 (静岡県立美術館／平成�
年��月)

◆堀切正人

・ ｢静岡
�����｢あなたの居場所｣ 展について｣ 『静

岡
�����｢あなたの居場所｣ 展 記録集』 (静岡県

立美術館／平成��年�月)

・ ｢静岡
�����｢あなたの居場所｣ 展｡ 浜松サテラ

イトについて｣ 『博学』 
���(静岡文化芸術大学／

平成��年３月)

・ ｢黒川翠山の富士山写真－写真の虚構性をめぐって－｣

『静岡県立美術館 紀要』 第��号 (平成��年３月)

◆新田建史

・ ｢誘惑者の翼について｣ 『誘惑の光景』 展図録 (静

岡県立美術館／平成�
年��月)

◆川谷承子

・ ｢絵画の触覚性｣ 『美術の��世紀－豊かなる表現』

展図録 (静岡県立美術館・滋賀県立近代美術館／平

成�
年�月)

◆村上 敬

・ ｢感性の古層を尋ねる旅－ ｢越境する美術｣ への解題｣

『美術の��世紀�豊かなる表現』 展図録 (静岡県立美

術館・滋賀県立近代美術館／平成�
年�月)

・ ｢研究ノート 田中孝《����������》《��������》

について｣ 『アマリリス』 
��
�(静岡県立美術館／

平成�
年��月)

◆泰井 良

・ ｢美術の��世紀－豊かなる表現｣ 『美術の��世紀－

豊かなる表現』 展図録 (静岡県立美術館・滋賀県立

近代美術館／平成�
年�月)

・ ｢山下充の芸術について｣ 『山下充展』 図録 (フェ

ルケール博物館／平成�
年��月)

・学会発表 ｢ミュージアムにおける評価導入と汎用的

指標の策定について｣ (笹川科学助成研究 研究奨

励会／平成��年�月)

・学会発表 ｢ミュージアムにおけるミッションと戦略

の策定について―静岡県立美術館の事例をもとに―｣

(日本ミュージアムマネージメント学会� !!�"研究

例会／平成��年�月)

◆森 充代

・ ｢〈絵画〉と〈文学〉が出会うために―松岡映丘と

鏑木清方｣ 『物語のある絵画』 展図録 (静岡県立美

術館／平成�
年�月)

・ ｢研究ノート 松岡映丘筆《宇治の宮の姫君たち》―

左隻主題の検討｣ 『アマリリス』 
����(静岡県立美

術館ニュース／平成��年�月)

・ ｢今村紫紅《宇津の山路》考｣ 『静岡県立美術館 紀

要』 第��号 (平成��年�月)
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平成��年度に開催した研究会の題目と要旨は以下の

とおりである｡ この研究会は､ 準備室時代から始まり､

ほぼ月１回ペースで現在まで実施されている｡ 発表者

である学芸課職員は自由にテーマを選択できるが､ 当

館における展覧会企画や館蔵品研究に関わる発表が少

なくない｡ 発表時間は約��分で､ 発表後は館長及び同

僚たちとの質疑応答にはいる｡ ��数年続いているこの

研究会は､ 当館に根付いたアカデミックな伝統であり､

ここから有益な示唆を得ることも多い｡

５月

川村清雄作品における岩について

―《巨岩海浜図》の寓意を推察する―

発表者：堀切正人

静岡県立美術館所蔵の川村清雄《巨岩海浜図》は､

描かれている巨岩や周囲の人々の主題がはっきりせず

謎めいている｡ 川村が日本近代洋画史において､ 寓意

画を描くことのできる特異な画家であったことを考え

ると､ この作品についても､ 何らかの寓意がこめられ

ているのではないだろうか｡ 近年､ 江戸東京博物館所

蔵の膨大な川村家の資料が整理され､ その中から《巨

岩海浜図》に関連すると思われるスケッチなどが発見

された｡ それらをもとに､ 川村作品における岩の描写

のあとをたどり､ 川村が岩を吉祥と時の寓意として扱

おうとしていたと推測した｡ 川村が ｢君が代｣ の歌詞

を大量に書き残していることや､ 《巨岩海浜図》が下

田の風景であることなども勘案し､ 時代の流れの中で

寓意表現の確立を試みた川村の労苦についても思いを

はせた｡

７月

田中孝《��������	�》《
�����
�》について

発表者：村上 敬

当館では､ 平成２年度に､ 田中孝の作品《��	
�

	�
��》《��������》を購入・収蔵した｡ ����年大津市

生まれの田中は､ 京都市立芸術大学在学中からシルク

スクリーンによるトリッキーな作品を発表､ 木村秀樹､

安東奈々らとともに､ ��年代の版画ブームを支える作

家の一人であった｡

以上のような経歴から､ 田中の作品はトリックへの

興味を中心に鑑賞されることが多い｡ しかし論者は､

当館および和歌山県立近代美術館等の所蔵作の分析や

文献資料の利用により､ 田中作品の表現の狙いは､ ト

リックの冴えよりもむしろ ｢日常と隔絶した静謐な世

界｣ を現出させることにあると主張した｡ また､ その

制作の実際においては､ 版の持つ ｢間接性｣ を有効に

利用した表現と禁欲的な色彩処理が大きな役割を果た

していることも示唆した｡

８月

田能村竹田 ｢真景図｣ をめぐって

旅と友～ ｢自娯｣ の風景

発表者：飯田 真

田能村竹田は､ 繊細な筆致により香気あふれる独自

のスタイルを確立した江戸後期を代表する文人画家の

ひとりである｡ 本発表では､ 竹田様式といわれる作画

スタイルを具体的に確認すると同時に､ 竹田に ｢真景

図｣ の作例が多いことに着目し､ 作例を紹介しながら

その特質について考察した｡ 旅の多かった竹田にとっ

て､ 自分が体験した風景を題材にすることは自然であっ

たが､ そこには､ 友・理解者との語らい､ 酒､ 別離と

いった場面が念頭に置かれていることが多く､ 個人的

感情と風景が結びついた表現となっている｡ それが

｢自娯｣ の絵画である竹田絵画の作画姿勢と大いに関

係していることを指摘した｡ さらに､ 同時代の風景表

現と比較した時､ 描かれる場所が多様になったことは

軌を一にするが､ その内容は文人画ならではの独特の

様相をもっており､ それが竹田絵画の特質となってい

ることにも言及した｡

９月

鈴木慶則のだまし絵に見る ｢キッチュ｣ 的特質

発表者：川谷承子

平成��年度に収蔵品に加わった､ 鈴木慶則の《非在

のタブロー》シリーズ２点を含む､ 鈴木の一連のだま

し絵を取り上げ､ 作風の変遷を分析すると共に､ ��年

以降､ 次第に強まった ｢キッチュ｣ 的性質についての

考察を行った｡ 鈴木のだまし絵は､ ����年代末から

����年代初頭にかけて制作されたが､ ��年代に制作さ

れた作品は､ グループ ｢幻触｣ の他の作家にも共通し

て見られる目騙し的な要素が強くみられるのに対し､

��年以降の作品には､ 長い間､ 鈴木が深く交流を持っ

た評論家石子順造の ｢キッチュ｣ という考えの影響が

強く見られる｡ ｢民衆の生活の中で生成し､ 民衆の生

活感覚､ 意識のフォルムともなった表現｣ としての

｢キッチュ｣ 的性質に現代のリアリティを見出した石
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子と､ 実作を通して石子の思想を表現した鈴木｡ 発表

では､ 《作品‐ゴッホによる》や《シーン》をはじめ

��年代初頭の複数の作例をあげ石子の思想と鈴木の作

品の濃密な関連性を論じた｡

��月

狩猟図とパレルゴン

発表者：小針由紀隆

��世紀後半から��世紀前半､ フィレンツェとローマ

で制作された狩猟図は､ 王侯貴族や大市民の大掛かり

な狩猟のありさまをよく伝えている｡ フィレンツェの

メディチ家に仕えたフェデリーコ・ズッカロ､ アントー

ニオ・テンペスタ､ ジャック・カロらは､ 娯楽の一環

としての狩猟を広大な風景の中に描き出している｡

これらの作例を観察して気づくのは､ 美術家たちが

遊興としての狩猟を表象しようとしたとき､ 画面の左

前方によく似た狩猟者グループを組み込んでいたこと

である｡ 変形されているとはいえ､ 一定の狩猟者グルー

プが､ どうして注目されたのだろうか？

この問題に取り組むにあたって､ 発表者は次の二点

に留意した｡ 第一に､ 狩猟者グループは狩猟本来の出

来事である獲物との闘いとどのような関係にあったの

か｡ 第二に､ 狩猟は主題の枠組みと歴史の中で､ どの

ような位置を与えられていたのか｡ 拙考はいきおい､

パレルゴンという美的概念と結びついていく｡

��月

徳川慶喜の油彩画について

－静岡県立美術館所蔵作品に関する調査

発表者：泰井 良

静岡市清水区から徳川慶喜の油彩画が発見された｡

慶喜の油彩画は､ これまで５点が現存確認されており､

本作は､ ６点目にあたる新出作品である｡ 本発表では､

東京文化財研究所・山梨絵美子氏がなされた調査に基

づき､ 作風や来歴の調査を行い､ 最終的に徳川慶喜作

品であることを確認するに至った経緯について説明を

した｡ 精緻な筆法､ おそらく実景ではなく何か模本を

基に制作したと思われる画面構成など先行研究による

慶喜の作風が､ 本作にも適応できる｡ 本作は､ 江戸と

明治をつなぐ黎明期の油彩画として､ 貴重な作品であ

る｡

��月

｢見る物語｣ のための創意

－《ファウスト》から《ハムレット》へ

発表者：南 美幸

今年度の自主企画展 ｢誘惑の光景－��世紀のロマン

主義版画・ドラクロワ､ ジョン・マーティンなど－｣

のカタログに掲載したエッセイのうち､ ドラクロワに

焦点を当てた発表｡ 文学書の挿絵を描くという試みは､

ドラクロワの生涯の中で複数回行われた｡ 中でも､

《ファウスト》と《ハムレット》の両連作を比較した

場合､ 前者では背景を忠実に描きこんでいるが､ 後者

では細部描写の省略化と登場人物のポーズなどによっ

て､ 各場面を現代劇の一場面のような構成に仕立てて

いる｡ こうした作風の変化は､ 作品の売れ行きや公衆

の趣味に配慮した結果であることが推測されるが､ 同

時代のボードレールなどに ｢文学的｣ と評されたにも

かかわらず､ 作者の意図を一般大衆が理解することは

なかった｡

１月

｢ジョン・マーティン作

『失楽園』 に見られるドームについて｣

発表者：新田建史

当館には��世紀イギリスの画家・版画家ジョン・マー

ティン (����～���	年) のヒット作 『失楽園』 (��
�

～��
�年刊行) が所蔵されている (���
���	�
�～
	�)｡

本作品には､ サタンによってアダムとイヴが誘惑され

ていく姿が描かれており､ 広大な風景表現を背景にし

たその描写には､ サタンが建設した万魔殿や､ 天国の

宮殿などの建築物が含まれている｡ それらのうち第４

図《万魔殿の出現》､ 第

図《天国―祝福の河》には

ドーム状のモチーフが描かれており､ 類似するモチー

フが第５図《地獄の会議を統括するサタン》にも見ら

れる｡ 本発表では､ 同じくマーティンの《想像し難い

程の栄光に輝く都市の図》 (��
	年頃) をそれらの着

想源として指摘した｡ この作品は���������������

の小説 ��������	
��
���
	�� の挿絵として描か

れたもので､ 『失楽園』 刊行直前の作品であり､ これ

まで第７図《神の宮殿》､ 第

図《天国－祝福の河》

とのみ関連付けて語られてきたものである｡ 本発表で

はさらに 『失楽園』 に見られる天国と地獄､ 天使とサ

タンらを対比的に描写する傾向の中で､ 上記のドーム

というモチーフも捉え得るものであり､ この対比的な

描写という手法が恐らくは同時代人にとっては把握し

難いものであった可能性を指摘した｡
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２月

教育普及プログラムの開発と試行の結果から

－平成��年度に実施した普及事業の事例報告－

発表者：福元清志

平成��年度に開発した教育普及プログラムについて､

その成果と今後の問題点について考察した研究発表｡

当館の普及事業の現状を確認した上で､ ｢子ども鑑賞

講座｣､ ｢ギャラリートーク・プラス｣､ ｢絵の具開放日｣

など､ 新たに加わったプログラムの目的や位置づけを

説明し､ 試行した際の様子や参加者の反応を紹介した｡

これらの事業は､ 親子が一緒に楽しめる企画として､

将来的に大きく発展する可能性を秘めている｡ また､

ギャラリートーク・プラスは銅版画などの作品解説に

制作実演をプラスしたものであるが､ 作品の魅力を理

解するのに大変役立ったと､ 幅広い年齢層から好評で

あった｡ 展示室での鑑賞と実技室での体験を融合させ

た取り組みとして､ 今後､ 様々な応用が考えられる｡

最後に､ 当館の教育普及活動にポッカリ開いた穴とし

て､ 思春期から��歳代の若者に向けた企画の欠如を指

摘し､ 調査研究を進める必要があることを確認して発

表を締めくくった｡
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■作品・作家資料の作成整理

開館前より作品写真および作家文献の収集・作成・

整理が行なわれており､ 写真カードや調書､ 文献コピー

等がキャビネットに収められている｡

(１) 作家 (現代) 人名別ファイル (アイウエオ順)

(２) 館蔵品資料 (館蔵品番号順)

(３) 出品作品資料 (各企画展ごと)

(４) 館蔵品収集に関わる資料 (ジャンル別)

これらは各種の調査・展示活動や教育普及活動の基

礎資料として活用されている｡

■館蔵品などのフィルム・デジタル画像作成整理

(１) 館蔵品のフィルム

新収蔵品については､ 年度内にまとめて美術品写真

の専門家による大型カメラでの写真撮影をおこなって

いる｡ ４×５インチまたはブローニー版のカラーポジ

を写真原板として受入番号順にホルダーに入れ､ キャ

ビネットに整理収納している｡

なお､ これまでの原板には撮影後��年が経過し､ 色

の劣化が見られるものもあるので､ 予算の範囲で劣化

の激しいもの､ 使用頻度の高いものについては､ 再撮

影を実施し新しい原板を作成した｡

(２) 館蔵品のデジタル画像

コンピュータで利用できるように､ 平成７年度から

館蔵品を撮影した４×５インチまたはブローニー版フィ

ルムのフォトＣＤ化を順次進めてきた｡

平成��年度から､ 新収蔵品およびフィルムが劣化し

た作品の再撮影の機会に､ 美術品写真の専門家に委託

し､ デジタル一眼レフカメラでの直接撮影を合わせて

行なっている｡

作成または撮影されたデジタル画像は､ ＣＤおよび

ＤＶＤに保存され､ インターネットのホーム・ページ

や研究会などで活用されている｡ デジタル画像が作成

されていない館蔵品もまだあり､ それらの遡及撮影が

懸案となっている｡

(３) その他

館蔵品のほか寄託品､ 展覧会出品作品､ 調査作品に

ついても､ さまざまな形で写真撮影あるいは収集され､

個別に整理されている｡

■美術情報の整理

開館以来､ 展覧会活動などの基礎資料として､ 各種

の美術情報を収集している｡

図書資料以外の美術情報資料の整理には､ ボランティ

アによる資料整理グループ ｢グループＤ｣ があたって

おり､ 整理が進んでいる｡

■展覧会資料の整理

企画展などの文書および資料については､ 各展覧会

ごとに整理が行なわれ､ キャビネットに収納されてい

る｡
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■コンピュータによる各種データ管理

館蔵品データや図書データなどのコンピュータ化は

市販のデータ・ベースソフト ｢桐｣ を使用し､ 以前よ

り進められてきた｡ 入力作業には､ ボランティア有志

によるコンピュータ入力チーム (｢パソコン隊｣) の支

援をいただいている｡ 新たに発生するデータについて

は､ 日常業務の延長上にデータが整っていく方向に道

筋を作っている｡

(１) 館蔵品

館蔵品の基本データと履歴データが入力されている｡

デジタル画像は､ フォトＣＤ化したものを中心に蓄積

されており､ 主な作品については揃っている｡ 未作成

の作品について順次整備を進める必要がある｡

履歴データは､ ５種 (伝来・修復歴・展覧会出品歴・

収蔵品展展示歴・文献掲載歴) のデータファイルで構

成され､ 館蔵品受入番号をキーに基本データのファイ

ルとリンク､ さらに画像ファイルとリンクしている｡

新たに発生する履歴データについては､ 研究・修復・

貸出・特別観覧等､ 諸業務と連動させ､ それらの業務

で作成されていくデジタルデータを移植している｡

これらのデータの見直し作業や表記の統一などを随

時実施､ 公開用フォーマットの検討を行った｡ データ

公開へのコンテンツはほぼ整った｡ インターネット上

での公開には検索エンジン搭載や著作権問題といった

検討課題も多いが､ 館内で公開できる段階には達して

おり､ 次年度以降の具体的な実施方法について検討し

ている｡

(２) 図書

図書は基本的な手作業によって収集・受入・整理作

業が行なわれているが､ データはデジタル化されてい

る｡

新規受入については､ 図書担当職員によるデジタル

入力での受入作業を行ない､ 図書カードや図書原簿な

ども連動しプリントアウトしている｡

平成��年度には､ 平成��年度にそろった図書データ

の見直しを行ない､ 次年度より､ カード検索からパソ

コン検索への移行する見通しがついた｡
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収集活動と保存管理
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№ ジャンル 作者名 作品名 制作年 材質/品質・形状 寸法(cm) 取得方法

1 日本画 浦上玉堂 抱琴訪隠図 江戸後期
紙本墨画､
掛幅装

112�0×62�8 購入

玉堂画の特徴をよく示した
山水画の優品｡ 自由奔放な
筆遣いが冴える｡

2 日本画 小林清親

川中島合戦図屏
風
(裏：龍虎墨竹図)

1910
�明治43�

表：絹本金地着
色､ 裏：紙本墨
画淡彩

各166�0×358�8 購入

晩年に描いた肉筆画の大作｡
類例が見出されていない貴
重な作例｡ 表に着色で ｢川
中島合戦｣ の様子､ 裏に水
墨で ｢龍虎墨竹｣ を描く｡

3 日本洋画 徳川慶喜 風景 明治初期 紙､ 油彩 31�0×45�0 寄贈

作者特有のねばり気のある
色彩表現が見られ､ 水面の
表現にかなり気を配ってい
る様子が窺われる｡

平成17年度新収蔵品

平成��年度には､ 別表のとおり､ 新たに��件が収

蔵品として加わった｡ これらは､ 当館の収集方針の

うち､ ｢��世紀以降､ 日本と西洋で制作された風景画｣

｢ロダンを中心とした内外の近代彫刻｣ ｢�	世紀以降

の美術の動向を示す作品｣ ｢静岡県ゆかりの作家､ 作

品｣ という柱に合致する作品群である｡ ジャンル別

の内訳は､ 日本画２件､ 日本洋画３件､ 版画２件､

戦後美術７件であった｡
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№ ジャンル 作者名 作品名 制作年 材質/品質・形状 寸法(cm) 取得方法

4 日本洋画 川村清雄 水辺
1899
(明治32)
頃

板､ 油彩 24�9×55�3 寄贈

東洋風の画題を扱い､ 小品
ながら川村の独自の境地を
よく示す作品である｡

5 日本洋画 小栗哲郎 裏のみかん山
1968
(昭和43)
頃

キャンヴァス､
油彩

45�6×53�2 寄贈

静岡の風景をモチーフにし
た作品の一例｡ 市内にある
アトリエ近くの山を淡々と
描いた佳品｡

6 版画
ジョヴァンニ・
バッティスタ･
ピラネージ

納骨堂
1742�1749
頃

エッチング､
紙

40�2×27�8 購入

ピラネージ最初期の綺想画｡
後年の圧倒的な迫力には欠
けるものの､ 確かな描写力
と若々しく新鮮なタッチを
味わうことができる｡

7 版画
オーギュスト・
ロダン

ミルボー作 『拷
問の庭』

1902刊行
リトグラフ､
ベラム紙

33�0×26�0
×2�7
(書籍判型)

購入

モデルの動きを即興的に把
握した､ ロダン晩年の技法
的特徴を物語る素描である｡



平成17年度静岡県立美術館年報 59

№ ジャンル 作者名 作品名 制作年 材質/品質・形状 寸法(cm) 取得方法

8 戦後美術
飯田昭二
(グループ幻触)

����������� 1968 鳥籠､ 靴､ 鏡
48�4×50�0
×50�0

購入

鏡によるトリックを巧みに
生かした作品｡ 実像と虚像
を前に､ ｢見る｣ という行
為を意識させられる作品で
ある｡

9 戦後美術
小池一誠
(グループ幻触)

	
�1 石 1969 石

約130�0×約
110�0×約40�0
(展示した状
態で)

購入

石を切ることを通じて自然
と関わりあった行為の痕跡
ともいえる作品｡

10 戦後美術
鈴木慶則
(グループ幻触)

非在のタブロー
(マグリットに
よる)

1967
キャンヴァス､
油彩

122�0×96�5
×4�6

購入

制度としての ｢美術｣ に疑
いの目を向け､ 絵画の成り
立ちをテーマにしたシリー
ズのひとつ｡

11 戦後美術
鈴木慶則
(グループ幻触)

非在のタブロー
(キリコによる)

1967
キャンヴァス､
油彩､ 木

101�8×82�0
×8�0
イーゼル
251�2×85�4

購入
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№ ジャンル 作者名 作品名 制作年 材質/品質・形状 寸法(cm) 取得方法

12 戦後美術
丹羽勝次
(グループ幻触)

箱シリーズ
�68

1968
プリント合板､
縄

148�5×92�0
×5�0

購入

人間の眼の錯覚を利用して､
二次元のイメージを三次元
の立体に見せかけた作品｡

13 戦後美術
前田守一
(グループ幻触)

遠近のものさし
�折り尺�

1967
プラスティック､
塗料

65�7×493�0
(広げた状態)
×3�8

購入

線遠近法を､ ものさしに置
き換えて､ 現実の空間に出
現させたものである｡

14 戦後美術
前田守一
(グループ幻触)

遠近のものさし 1967
プラスティック､
塗料

89�0×139�3
×2�9

購入
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年度
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(百万円単位)

■収集点数一覧(昭和��年度～平成��年度)

� 購入(平成��年
月
�日現在)

� 寄贈(平成��年
月
�日現在)



■収集

平成��年度の新たな受入れにより､ 累計で刊行図書

������冊､ 美術雑誌������冊､ 美術館等刊行物�	����

冊となり､ 当館蔵書は､ ���	
�冊となった (データの

デジタル化完成により冊数把握が容易かつ正確になっ

たため､ あらためてカウントし直した｡ 平成��年度ま

での年報記載の冊数表記を､ 以降､ このように改める)｡

各地の美術館等との図書交換 (海外を含む) により

展覧会図録の収集も着実に進んでいる｡

■分類・整理

平成��年度に行った作業は､ 以下のとおりである｡

１ 図書の受入れ・カード化

収集図書を分類表にのっとり分類した後､ コン

ピュータ入力､ 台帳・カード印刷､ 配架を行う｡

２ 分類表の改訂

必要に応じて分類表の部分改訂を行った｡

３ 誤分類の訂正

分類に誤りのあった受入れ図書に関しては､ 台

帳・カードの記載及び配架場所を改めた｡

４ 定期刊行物の受入れ

美術雑誌をはじめとする定期刊行物に関して､

パーソナル・コンピューターを用いて受入れを行っ

た｡

■閲覧

当館には､ 美術館来館者の図書閲覧利用のため､ 座

席数��席の閲覧室があり､ 開架の約����冊の美術図書

と､ 美術雑誌や当館刊行物を自由に閲覧できるように

なっている｡ また､ カードによる請求で､ 閉架図書も

閲覧できる｡ 受付には当館ボランティアがあたってい

る｡ 平成��年度の利用者は���
�人｡ 昨年度の�����人

より､ 利用者
�	人増となった｡

なお､ 美術情報が検索できるようインターネット端

末を２台設置している｡

図書データのデジタル化・データの見直しが年度末

には完了できたため､ いよいよ平成��年度からは､ カー

ド検索からコンピューター検索へ移行する｡
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№ 作者名 作品名 貸出先 展覧会名 会場・会期 貸出期間

�横山大観 春園の月 茨城県天心記念五浦美術館 花めぐり－日本画にみる花－
天心記念五浦美術館

(�������	)
��������	

�飯田昭二 
��
���
��
 鎌倉画廊 幻触展 鎌倉画廊 (�������) 	��	�����

�小池一誠 ���� 石 鎌倉画廊 幻触展 鎌倉画廊 (�������) 	��	�����

�鈴木慶則
非在のタブロー
(マグリットによる

鎌倉画廊 幻触展 鎌倉画廊 (�������) 	��	�����

	鈴木慶則
非在のタブロー
(キリコによる

鎌倉画廊 幻触展 鎌倉画廊 (�������) 	��	�����

�丹羽勝次 箱シリーズ��� 鎌倉画廊 幻触展 鎌倉画廊 (�������) 	��	�����

�前田守一 遠近のものさし 鎌倉画廊 幻触展 鎌倉画廊 (�������) 	��	�����

�前田守一 遠近のものさし 鎌倉画廊 幻触展 鎌倉画廊 (�������) 	��	�����

�狩野探幽 天橋立丹後図画冊 日本三景展実行委員会
松島・天橋立・厳島－
日本三景展

広島県立美術館 (�������)､
京都文化博物館 (����������)､
東北歴史博物館 (����	������)

���������

��坂田一男 祭壇の男
東京国立近代美術館､
国際交流基金

アジアのキュビスム展

東京国立近代美術館､
徳寿宮美術館､
シンガポール美術館

(����������)

�����
����������

��入江波光 草園の朝 掛川市二の丸美術館
秋の特別展 風景を描く－
大正から昭和の日本の風景－

掛川市二の丸美術館
(����������)

��������

��福田平八郎 雪庭 掛川市二の丸美術館
秋の特別展 風景を描く－
大正から昭和の日本の風景－

掛川市二の丸美術館
(����������)

��������

��東山魁夷 秋富士 掛川市二の丸美術館
秋の特別展 風景を描く－
大正から昭和の日本の風景－

掛川市二の丸美術館
(����������)

��������

��中村岳陵 爽秋 掛川市二の丸美術館
秋の特別展 風景を描く－
大正から昭和の日本の風景－

掛川市二の丸美術館
(����������)

��������

�	近藤浩一路 東山粟田口 掛川市二の丸美術館
秋の特別展 風景を描く－
大正から昭和の日本の風景－

掛川市二の丸美術館
(����������)

��������

��鶴田吾郎 余の見たる曽宮君
(財) 新潟市會津八一記念
館､ 新潟市､ 新潟日報社､
���新潟放送

會津八一 絵画の世界－中
岳先生と早中美育部の画家
たち

新潟市會津八一記念館
(���������)

����������

��橋本関雪 摘瓜図
(財) 駿府博物館､ 静岡新
聞社・静岡放送

近代日本画の美～美人画の
世界～展

駿府博物館 (���������) ����������

��野島青茲 宵
(財) 駿府博物館､ 静岡新
聞社・静岡放送

近代日本画の美～美人画の
世界～展

駿府博物館 (���������) ����������

��ファン・グリス 果物皿と新聞 長崎県美術館
ＲＥＡＬ－スペイン美術の
現在

長崎県術館 (����������) ����������

��石井柏亭 ウィーン
学校法人常葉学園常葉美術
館

���	秋季特別企画 中西利
雄と日本の水彩画展

常葉美術館 (����	������) ���	������

��坂本繁二郎 秋日和
学校法人常葉学園常葉美術
館

���	秋季特別企画 中西利
雄と日本の水彩画展

常葉美術館 (����	������) ���	������

��三宅克己
白壁の家 (ベルギー､
ブリュージュ)

学校法人常葉学園常葉美術
館

���	秋季特別企画 中西利
雄と日本の水彩画展

常葉美術館 (����	������) ���	������

��赤城泰舒 ギターを弾く少年
学校法人常葉学園常葉美術
館

���	秋季特別企画 中西利
雄と日本の水彩画展

常葉美術館 (����	������) ���	������

��鈴木慶則
非在のタブロー
(マグリットによる

国立国際美術館 もの派－再考
国立国際美術館

(����	������)
����	������

�	前田守一 遠近のものさし 国立国際美術館 もの派－再考
国立国際美術館

(����	������)
����	������

��飯田昭二 
��
���
��
 国立国際美術館 もの派－再考
国立国際美術館

(����	������)
����	������

��丹羽勝次 箱シリーズ��� 国立国際美術館 もの派－再考
国立国際美術館

(����	������)
����	������

館蔵品の貸し出し



平成17年度静岡県立美術館年報64

№ 作者名 作品名 貸出先 展覧会名 会場・会期 貸出期間

��小池一誠 ���� 石 国立国際美術館 もの派－再考
国立国際美術館

(��	�
���	��)
��	�
���	��

��高松次郎 布の弛み 国立国際美術館 もの派－再考
国立国際美術館

(��	�
���	��)
��	�
���	��


�
ジョヴァンニ・
バッティスタ･
ピラネージﾞ

イクノグラフィア
(古代カンプス･マルティ
ウスのプランより)

新潟県立万代島美術館
ユートピアを探しに－想像
力の彼方へ－

新潟県立万代島美術館
(��	�����	��)

��	�����	��


�
ジョヴァンニ・
バッティスタ･
ピラネージﾞ

牢獄 (第�版)
(全��点)

新潟県立万代島美術館
ユートピアを探しに－想像
力の彼方へ－

新潟県立万代島美術館
(��	�����	��)

��	�����	��


�須田国太郎 筆石村
京都国立近代美術館､
東京国立近代美術館

須田国太郎展

京都国立近代美術館
(��	����	��)､

東京国立近代美術館
(�	�
�
	
)

��	���
���	
	���



初期狩野派 四季花鳥図屏風 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�


�狩野宗眼重信
帝鑑図・咸陽宮図
屏風

大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�



海北友松 禅宗祖師･散聖図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�


�狩野派
伊豆三津長浜より
富嶽を望む図

大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�


�狩野山雪
富士三保松原図屏
風

大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�


�狩野探幽
竹林七賢・香山九
老図屏風

大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�


�狩野探幽
一ノ谷合戦・二度
之懸図屏風

大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�

��狩野探幽 富士山図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�

��狩野探幽 白かん (閑	鳥) 図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�

��狩野尚信 西湖図屏風 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�

�
狩野安信
猿曳き・酔舞図屏
風

大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�

��狩野永納 蘭亭曲水図屏風 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�

�
狩野永納 三教図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�

��狩野常信 波涛･花鳥図屏風 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�

��英一蝶 琴高仙人図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�

��狩野探信守政
井手玉川・佐野渡
図屏風

大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�

��狩野周信 蓮池鷺図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�


�
狩野典信
�栄川�

山水図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�


�山本探川 宇津の山図屏風 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�


�石田幽汀 群鶴図屏風 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (��	�����	�
) ��	����	�	�
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№ 作者名 作品名 貸出先 展覧会名 会場・会期 貸出期間

��狩野永良 親子犬図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

��
狩野惟信
�養川


富嶽十二ケ月図巻 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

��
狩野惟信
�養川


山水図押絵貼屏風 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

�

狩野栄信
�伊川


百猿図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

��
狩野栄信
�伊川


楼閣山水図屏風 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

��狩野永岳 富士山登龍図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

��
狩野養信
(晴川院)

竹雀図屏風 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����


	狩野芳崖 寿老人図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����


�橋本雅邦 三井寺 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����


�土佐光起 秋草鶉図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����


�司馬江漢 駿河湾富士遠望図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����


�原在中 富士三保松原図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����


�池大雅
龍山勝会・蘭亭曲
水図＜重要文化財＞

大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����



池玉瀾 渓亭吟詩図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����


�谷文晁 連山春色図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����


�浦上春琴 兢秀争流図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����


�中林竹洞 神洲奇観 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

�	円山応挙 木賊兎図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

��呉春 柳陰帰漁図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

��長沢蘆雪 牡丹孔雀図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

��長沢蘆雪 大原女 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

��酒井抱一 月夜楓図 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

��伊藤若冲 樹花鳥獣図屏風 大分市美術館
近世絵画の水脈－狩野派か
ら若冲､ 大雅へ

大分市美術館 (�����������) �����	
����

�
海北友松 禅宗祖師・散聖図
江戸東京博物館､ ���､
���プロモーション

大河ドラマ 『功名が辻』
特別展｢山内一豊とその妻｣

江戸東京博物館 (���������) �������	
����	


��奥村土牛 八瀬の牛
｢大いなる遺産 美の伝統｣
展実行委員会

大いなる遺産 美の伝統
東京美術倶楽部
｢東美アートフォーラム｣

(����	
����
)
��������

��栗原忠二 帆船
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの
水彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館 ������	
����	
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№ 作者名 作品名 貸出先 展覧会名 会場・会期 貸出期間

��栗原忠二 道頓堀の夕
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



�
栗原忠二 ボートのある風景
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



��石川欽一郎 駿河湾
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



��石川欽一郎 台灣風景
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



��石川欽一郎 銚子港	利根川付近

浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



��大下藤次郎 田子の浦
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



��
五姓田芳柳
(二代)

新潟 信濃川
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



��中川八郎 松原
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



��吉田博 宮浦
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



��吉田博 日光・荒沢
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



��秋野不矩 天竜川
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



�
秋野不矩 ガンガー
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



��秋野不矩 廻廊
浜松市秋野不矩美術館､
中日新聞東海本社

｢水の恵み､ 風の香りの水
彩画展｣

浜松市秋野不矩美術館
(���������)

�����
	
�����



��大久保一丘 富嶽明曉図 府中市美術館 ｢亜欧堂田善の時代｣展 府中市美術館 (����
������)
�����
	
������




平成17年度の修復作品

・平野五岳《菊華図》

本紙調整 (折れ)､ 表装新調

・伝土佐行秀《歌仙図》

本紙調整 (虫損､ 剥落)､ 表装調整

・阿部正福《橘に水鶏図》

本紙調整 (折れ､ 虫損)､ 表装新調

・川辺御楯《春野狸図》

本紙調整 (折れ､ 黴)､ 表装新調

・峻山《達磨図》

本紙調整 (折れ､ 剥離)､ 表装調整

・内藤東圃《春月に蝙蝠図》

本紙調整 (折れ､ 剥離)､ 表装新調

・渡辺広輝《六歌仙図》

本紙調整 (折れ､ 虫損)､ 表装新調

・狩野宋眼重信《帝鑑図・観咸宮図屏風》

尾背補強

・徳川慶喜《風景》

画面洗浄､ 額装調整

・ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ《納骨堂》

マット装

・オーギュスト・ロダン 『拷問の庭』

解体・挿絵マット装､ 再製本

・フランク・ステラ 『ブラックシリーズ』

マット装

・高松次郎《�������������	�》

画面洗浄

彫刻作品の保守点検業務

１ 彫刻プロムナードに設置してある野外彫刻作品す

べてについて､ 点検と洗浄を実施した｡ また､ ロダ

ン館およびブリッジギャラリーの彫刻作品について､

乾拭きを行なった｡

２ 彫刻プロムナードに設置してある野外彫刻作品の

うち｡ 柳原義達《道標・鳩》､ 佐藤忠良《みどり》､

船越保武《杏》の洗浄 (陰イオン系洗剤使用) とワッ

クス塗布を行なった｡ この作業は､ 現在の色調と撥

水性を維持し､ 着色層の劣化と発錆を防止すること

を目的とする｡ なお､ 掛井五郎《蝶》は､ 作品の特

性上陰イオン系洗剤による洗浄のみを実施した｡

３ ジョージ・リッキー《四つの旋回する斜線 菱形

Ⅱ》のグリスを交換した｡
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美術作品の補修



美術作品を保存し､ 後世に伝えていくことは､ 美術

館の持つ重要な機能の一つである｡ 美術館は単に作品

を公開するだけではなく､ 人類の文化遺産である文化

財を､ 適切な形で管理していかなくてはならない｡

当館では��� (�����	
��������
�
��
���､ 総合的

有害生物管理) と呼ばれる考え方に基づく環境保全の

試みを､ 推進していく方針である｡ 大規模な燻蒸に頼

る従来の方法を改め､ 環境を改善することで有害生物

を施設内に入れず､ カビ等の発生を防ごうとするこの

方法は､ 当館のような環境では､ 困難な側面を持つ｡

これは当館が周囲を緑に囲まれており､ 気候が温暖で､

人間にとってのみならず､ 文化財害虫や菌類にとって

も非常に住み心地の良い環境にあるからである｡

とはいえ､ 人間を含む生物全般への影響を勘案すれ

ば､ 薬剤の使用は少ないのが望ましい｡ 作品への影響

も､ 当然のことながら考えられる｡

基本方針として���の考え方を､ 欧米の美術館とは

異なる温暖湿潤な環境の美術館にどのようにして導入

していくのかを探っているのが､ 当館の現状である｡

展示室等殺虫

昨年度まで当館では､ 作品が恒常的に設置される場

所である展示室､ 収蔵庫をそれぞれ､ 殺虫・殺菌処理

していた｡ が､ 今年度より､ 収蔵庫の臭化メチル・酸

化エチレン製剤による殺虫・殺菌処理をとりやめるこ

ととした｡ これは先述の���に基づく環境保全の試み

を､ より推進するためである｡

展示室､ 荷解室､ 県民ギャラリー等のピレスロイド

(エンペントリン) 炭酸製剤による殺虫処理は引き続

き行なった｡ 当館の場合､ 展示室や執務室への文化財

害虫の侵入を食い止めるよう､ 幾つかの措置を講じて

はいるが､ 全面的な害虫の遮断は､ 現状では不可能で

あり､ ここからさらなる収蔵庫への害虫侵入の可能性

を考えれば､ 薬剤使用はやむを得ないと判断されるた

めである｡ ピレスロイド (エンペントリン) 炭酸製剤

には害虫の忌避効果が若干ながら期待出来るのも､ こ

の薬剤による殺虫処理を継続している理由である｡

収蔵庫等に大規模な虫菌害が発生した場合には､ 臭

化メチル・酸化エチレン製剤に代わる薬品を用いての

大規模燻蒸も､ 視野に入れておく必要があるかと考え

ている｡ そのための有効な薬品の調査は､ 今後とも継

続する予定である｡

環境調査

静岡は温暖湿潤であり､ その文化財は虫菌害を受け

やすい｡ この環境の中で先述の���を導入するために

は､ 環境の調査が非常に重要になると考えられる｡

当館では平成��(����) 年度より外部の委託業者によ

る施設の環境調査を､ 年�～�回行なってきた｡ 調査す

るのは

①害虫の生息状況

②空中の浮遊塵

③空中の浮遊菌

④付着菌

等の項目である｡ ②③④の項目については､ 当館は極

めて清浄な環境を維持しているが､ ①について注意を

要するのは､ 数年来の調査によって明らかになってい

る｡ 施設周囲に緑が多く､ 文化財害虫にとってもまた

良好な環境になっていることによる｡ 当館では調査結

果に基づき､ 害虫の侵入経路と思われる箇所の遮断等

を行なっているが､ 年によって大量に発生する虫の種

類は異なり､ 処置の難しいことがあるのが現状である｡

例えば今年度､ 梅雨から初夏にかけて､ クロバネキ

ノコバエが大量に発生し､ 館内への侵入も大量に発見

された｡ 体長数㎜程度のこのような虫の侵入経路は特

定が難しく､ 繁殖が収まるのをやり過ごす以外､ 駆除

の方法はほとんど考えられなかった｡

クロバネキノコバエは飛翔力が弱く､ 光に向かうた

め､ 侵入後は大部分の虫が外光の射し込む窓際に集ま

り､ �：��～��：��頃には死滅するのが大量発生中の

状況であった｡ 死骸からのカビの発生や､ 死骸に引き

寄せられる別種の虫の侵入､ 来館者に与える不快感な

どを避けるため､ 降り積もった死骸はただちに清掃さ

れた｡

普及活動

大規模燻蒸によらない保存環境保全のためには､ 施

設に携わる者全員の参加が欠かせない｡ 環境をチェッ

クする目が多い程､ より多くの情報を集積することが

出来るからである｡ 当館ボランティアや､ 展示室で監

視業務に就くミューズスタッフへの研修は昨年度に引

き続き実施されている｡ また博物館実習の中に ｢作品

の保全について／���の試み｣ や ｢収蔵庫内実習｣ を

組み込むことで､ 当館の環境保全への努力について､

美術館外部に理解を求める試みも行なわれている｡
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災害対策

当館は､ その立地条件故に､ 地震への対策が不可欠

である｡ 本年度は､ 静岡県博物館協会の主催した災害

対策講習会 ｢揺れ動く文化財～震災による文化財の被

災を実見する～｣ の会場として当館講座室､ 駐車場等

を提供した｡ この講習会は､ 地震への対策実例を紹介

するに加え､ 起震車によって作品のダミーを揺らし､

どのようにして文化財が被災するのかを実際に見て､

防災への意識を高めようとするものであった｡

作品保全環境外部評価

当館の作品保全環境を美術館外部の有識者に評価し

ていただき､ 環境保全の改善を目指す試みが行なわれ

た｡ 本年度は東京文化財研究所保存科学部長石崎武志

氏に依頼し､ 平常時の環境保全対策の状況､ 災害時の

環境保全対策の状況について､ 評価をお願いした｡

評価していただいた結果､ 当館収蔵庫の空気環境に

改善すべき点が見られたため､ 来年度以降､ 改善に努

める予定である｡

その他

観覧者へのサービスと作品保全環境とを共に向上さ

せるにあたり､ 温湿度変化をより少なくする作品の装

丁も模索される必要がある｡ 作品がいわば丈夫に装丁

されていれば､ 観覧者の目に触れる機会を増やすこと

が､ 物理的には容易になるからである｡

本年度は､ 紙作品をある程度の気密性を保って額装

する方法を､ 試行的に導入した｡

主な保存活動の経過

�月 �日 (水) ～ �日 (金) 本館展示室､

本館及びロダン館荷解室､ 県民ギャラリー殺虫処理

�月 �日 (火) 外部業者環境調査第�回目

�月��日 (月) ～ �月��日 (土) 博物館実習

��月��日 (火) 外部業者環境調査第�回目

�月 �日 (水) 外部業者環境調査第�回目

�月 �日 (月) 外部業者環境調査第	回目

�月��日 (金) 静岡県博物館協会災害対策講習会

｢揺れ動く文化財～震災による文化財の被災を実

見する～｣

�月�	日 (火) 作品保全環境外部評価
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美術館ボランティア・広報サポーター

静岡県立美術館ボランティアは､ 開館前年の����年

から募集と研修を開始し､ ��年４月の開館と同時に

���人の体制でその活動を始動させた｡ 以来､ 日本の

公立美術館としては最大規模のボランティアとして､

美術館と観覧者との架け橋となるべく活動を続けてい

る｡

今年度は､ グループ活動のみへのボランティア登録

の道を開くなど､ グループ活動の拡充を目指し､ もっ

てボランティア活動全体の活性化を図った｡

■活動人数の推移

昭和��年度－ ���名

昭和�	年度－ ��
名

昭和��年度－ 	��名

平成元年度－ ��
名 (新規参加者��名)

平成 	年度－ 	��名

平成 �年度－ 	��名

平成 �年度－ 		�名

平成 �年度－ ��
名 (新規参加者���名)

平成 �年度－ ���名

平成 
年度－ 	��名

平成 �年度－ 	�	名

平成 �年度－ 	
�名

平成��年度－ ���名 (新規参加者��名)

平成��年度－ ���名

平成�	年度－ 	�
名

平成��年度－ 	��名

平成��年度－ ���名 (��月より新規参加者��名)

平成��年度－ �	�名

平成��年度－ ���名

平成�
年度－ 	��名

■活動内容と役割

【日常活動班】

火曜１週班から日曜４週班まで､ 全体を	�班に分

け､ 月１回を基本活動日としている｡

内容は､ 来館者と直接接する ｢来館者対応｣ と､

縁の下の力持ちとして来館者からは見えないところ

で美術館の業務を様々な面から助ける ｢内部の活動｣

の２種がある｡

来館者対応：

(１) インフォメーションカウンターでの案内

(２) 図書閲覧室の運営・公開端末利用の受付

(３) 来館者アンケート調査

(４) 障害のある方への補助

(５) 団体観覧者に対する資料配布 など

内部の活動：

(１) 他館の展覧会ポスターの館内での掲示､ 管理

(２) 新聞記事の切り抜きや整理など､ 美術館活

動の基本資料の整備

(３) 各種講座や研修の受講及び自己研修

(４) 館外での当館開催展や諸活動の広報

(５) その他､ 美術館の要請に応じて美術館活動

を助けること

この他に､ 収蔵品展や企画展の鑑賞研修も大切な活

動である｡ 収蔵品展はいつでも鑑賞することができ､

美術館の所蔵作品について造詣を深めることに各人が

努めている｡ 企画展についても積極的に鑑賞研修を進

めるため､ 各企画展１回の鑑賞を認めている｡ 各展開

幕時には ｢ボランティア内覧会｣ を実施し､ 担当学芸

員による解説と内覧が行われており､ いち早く展覧会

の内容把握に努め､ その魅力を広く館外へ広める対外

的な活動に役立てている｡

また､ ボランティア相互の連絡調整につとめる ｢班

長会｣ を年間２回実施し､ よりよい美術館ボランティ

アのあり方とボランティア組織の自主運営について討

議した｡

【グループ活動】今年度から､ ボランティア各自の興

味・関心に応じたグループ活動を拡充し､ グループ活

動のみのボランティア登録も可とした｡

(１) アートセンター

Ａグループ 閲覧室改善と運営

Ｂグループ 新聞資料・はがき整理

(２) ギャラリートーク

収蔵品展および企画展の作品解説

(３) 草薙ツアー

草薙ツアーの計画・実施および彫刻プロムナー

ド茶の世話､ お茶会の企画・実施

(４) 講演会運営

講演会事業の広報､ 運営補助､ 企画への参画

(５) 広報支援

美術館の広報活動支援

(６) 実技室

実技室における各種イベントの運営補助

(７) タッチ・ツアー・ガイド

タッチツアープログラムの案内係

(８) パソコン隊

パソコン入力による美術館のデータ整備支援

(９) ボランティア運営
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ボランティア組織の運営､ ボランティア総会の

企画・運営

(��) 旅行研修

自主的な研修旅行の企画､ 実施

■年間活動記録

�月 �日 ���名で活動開始

�月��日 ｢美術の��世紀｣ 展 内覧会

	月 �日 ｢物語のある絵画｣ 展 内覧会


月��日 ｢アルタイの至宝展｣ 内覧会

�月��日 ｢田能村竹田の世界｣ 展 内覧会

��月 �日 第１回日常活動班長会

��月�	日､ ��月３日 研修旅行

聖徳記念絵画館 (明治神宮外苑)

三井記念美術館

計���名参加､ 随行：堀切正人､ 森充代

��月��日 ｢誘惑の光景｣ 展 内覧会

��月�	日 第２回日常活動班長会

��月��日 グループ代表者会

�月～�月 日常活動班再編成

�月��日 総会

・平成�
年度の活動報告と平成��年度の活動に

ついて

・美術館からの連絡事項

・各グループから活動報告

・班別ミーティング

■広報サポーター

平成��年度に発足した広報サポーターは､ ｢美術館

と展覧会の広報｣ の分野を担う､ 美術館に通って来な

いボランティア活動として定着を見せており､ 平成

�
年度当初､ 登録人数は��	名｡

広報サポーターとは､ 美術館の展覧会や活動にご理

解いただいている方々に､ 当館スタッフの一員として

広報をサポートしていただくもので､ 美術館から随時

お送りする展覧会ポスター・チラシおよび当館のイベ

ント情報等を利用し､ それぞれの地域社会や職場・学

校などに広く美術館の情報を広めていただくことを目

的としている｡

広報サポーターは､ 当館ボランティア向けにおこなっ

ている展覧会内覧会に参加できることとしている｡ 広

報活動のため､ いち早く展覧会内容を知っていただく

ためである｡ また､ 実際の活動状況を把握するため､

年に一度広報サポーターには ｢活動アンケート｣ を義

務付けている｡

なお､ 平成�
年度末をもって ｢広報サポーター｣ に

区切りをつけ､ 平成��年度から新たなサポーターへ移

行させることとした｡

１) ｢広報サポーター｣ に登録すると

・展覧会ポスターやチラシ､ イベント情報が随時送ら

れてくる

・展覧会のボランティア・プレビューに参加できる

・広報サポーター証の発行を受ける

２) ｢広報サポーター｣ の義務

・展覧会やイベントの情報を地域や職場に広める

・効果的なポスター掲示場所等の情報を美術館に寄せ

る

・年に一度､ 活動内容をアンケートの形で報告する
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友の会活動

１. 諸会議

(�) 理事会

平成��年�月�日(土)

静岡県立美術館 会議室

・平成��年度事業報告､ 決算報告

・平成��年度事業計画､ 予算案

(�) 代議員会

平成��年�月�日(土)

静岡県立美術館 講座室

・平成��年度事業報告､ 決算報告

・平成��年度事業計画､ 予算案

(�) 事業委員会

静岡県立美術館 会議室 ��回開催

(�) 会報委員会

静岡県立美術館 会議室 �	回開催

(�) ワーキンググループ

静岡県立美術館 会議室 �回開催

２. 実技講座

(�) 版画技法 ｢コラグラフ｣

平成��年�月�日(土)､ �月�日(日)

静岡県立美術館 実技室

・講 師 澤田祐一氏 (東海大学付属翔洋高等

学校教師)

・受講者 
名 (会員�名 一般�名)

(�) ボタニカルアート

平成��年��月�日(土)､ �日(日)

静岡県立美術館 実技室

・講 師 永野節子氏

・受講者 ��名 (会員��名 一般�名)

３. 講演会等の開催

(�) 新収蔵品展 フロアレクチャー

平成��年�月��日(火)

・受講者 ��名

(�) 日本画をじかに見る

平成��年�月�
日(日)

静岡県立美術館 講座室

・講 師 飯田真主任学芸員､ 山下善也主任学

芸員､ 森充代学芸員

・受講者 �	名 (会員�	名)

４. 親睦旅行

(�) 孤高の画家 ｢ゴッホ展｣ と江戸の名園 ｢六義園｣

平成��年�月��日 (木) 参加者 ��名

・見学先：東京国立近代美術館､ 六義園

(�) ｢マイ・フェア・レディ｣ と出光美術館

平成��年��月��日 (日) 参加者 ��名

・見学先：出光美術館､ 帝国劇場ミュージカル

｢マイ・フェア・レディ｣

(�) 川村記念美術館と千葉市花の美術館

平成��年３月�日 (水) 参加者 ��名

・見学先：川村記念美術館､ 千葉市花の美術館

５. 美術館主催の展覧会･講座等の後援

(�) 美術館学校連携普及事業の委託

粘土ワークショップのコーディネーター�名・

助手�名の雇用と給与支払事務等

(平成��年�月１日～平成��年１月��日 �	回

開催)

６. 情報資料の作成と提供

(�) 友の会だより ｢プロムナード｣ の発行 年�回

・第��号 平成��年７月�	日 ���		部発行

アトリエ訪問 杉村 勇氏 (洋画家)

・第��号 平成��年��月��日 ���		部発行

アトリエ訪問 白井嘉尚氏 (画家)

・第�
号 平成��年�月��日 ���		部発行

アトリエ訪問 澤田祐一氏 (現代版画家)

(�) 美術館ニュース ｢アマリリス｣ の配布 年�回

・№�� 平成��年�月�日 発行

・№�� 平成��年�月�日 発行

・№�
 平成��年�	月�日 発行

・№�	 平成��年�月�日 発行

７. その他の事業

・館内ミュージアムショップ前掲示板

(友の会からのお知らせ) で情報掲示

・美術館友の会会員の入会勧誘

(｢アルタイの至宝展｣ 開催時入会者に図録の

贈呈 �	名入会)

････････････････････････････

会則添付
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■静岡県立美術館友の会会則

制定 昭和��年�月��日

改正 平成��年�月 �日

(名称)

第１条 この会は､ ｢静岡県立美術館友の会｣(以下

｢本会｣ という｡)という｡

(事務所)

第２条 本会の事務所は､ 静岡県立美術館内に置く｡

(目的)

第３条 本会は､ 美術を愛好する人たちの集まりであ

り､ 静岡県立美術館の活動を後援することに

より､ 本県の芸術文化の普及及び振興を図る

とともに､ 美術を通じて教養を豊かにし､ 会

員相互の親睦を深めることを目的とする｡

(事業)

第４条 本会は､ 前条の目的達成のため､ 次の事業を

行う｡

(�) 講演会・講座・コンサート・映画会等の開催

及び後援

(�) 会報の発行

(�) 鑑賞会及び研修旅行の開催

(�) 出版事業

(�) 静岡県立美術館が行う事業への協力・後援

(�) その他必要な事業

(会員の種類及び特典)

第５条 本会の会員は､ 一般会員､ シニア会員､ 特別

会員及び賛助会員とする｡

(�) �	歳以上の会員は､ 一般会員､ シニア会員､

特別会員のいずれかを選択する｡

(�) 会員資格の有効期限中における会員の種類の

変更は､ 行わない｡

２ 会員は､ 所定の方法により本会が別表�に定める

特典を受けることができる｡

(会員の資格)

第６条 会員とは本会の主旨に賛同し､ 所定の入会申

込みの手続きを行い､ 会費を納めた者をいう｡

２ 会員資格の有効期限は�年とする｡ ただし､ 会員

から退会の申し出がない限り､ さらに�年延長す

るものとし､ その後も同様とする｡

(年会費)

第７条 本会の年会費は､ 別表�のとおりとする｡ な

お､ 納入された年会費は理由の如何を問わず､

返還しない｡

２ 見学､ 実習などの参加者は､ 別に実費を負担する

ものとする｡

(届出事項)

第８条 会員は､ 住所､ 氏名､ 電話番号､ 口座番号等

の届出事項に変更があった場合は､ 直ちに本

会に報告し､ 変更手続きを行う｡

２ 前項の報告がないために生じた会員の不利益又は

損害については､ 本会は一切の責任を負わない｡

(会員証)

第９条 本会は､ 会員資格取得者に対し､ 会員証を発

行する｡

２ 会員証には､ クレジット機能はない｡

３ 会員証を譲渡又は貸与することはできない｡

(会員証の紛失､ 盗難)

第�	条 会員は､ 会員証を紛失又は盗まれたときは､

直ちに本会に届け出る｡

２ 本会は､ 会員証の紛失､ 盗難その他の事由により

生じた会員本人の不利益又は損害については､ 一

切の責任を負わない｡

(退会)

第��条 会員は､ 申し出によりいつでも退会すること

ができる｡

２ 前項により退会する場合は､ 会員有効期限の�か

月前までに､ 本会に申し出を行う｡

(組織)

第��条 本会に代議員会と理事会を置く｡

(役員)

第��条 本会に次の役員を置く｡

(�) 会 長

(�) 副会長 若干名

(�) 代議員 �	名以内

(�) 理 事 ��名以内

(�) 監 事 �名

２ 代議員及び理事は､ 会員の中から代議員会におい

て選任する｡

３ 監事は､ 代議員会で選任する｡

４ 会長は､ 代議員の互選とし､ 副会長及び事務局長

は代議員の同意を得て､ 会長が任命する｡

(役員の職務)

第��条 役員の職務は次のとおりとする｡

(�) 会長は､ 本会を代表し､ 会務を統括する｡

(�) 副会長は､ 会長を補佐し､ 会長に事故あると

きは､ 会長があらかじめ指定した副会長が､

その職務を代理する｡

(�) 代議員は､ 付議された事項の審議､ 決定を行

う｡

(�) 理事は､ 会の運営を行う｡
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(�) 監事は､ 本会の業務及び会計を監査する｡

(顧問)

第��条 本会に顧問を置く｡

２ 顧問は､ 静岡県立美術館長をもって充てる｡

(役員の任期)

第��条 役員の任期は､ 二年とする｡ ただし､ 再任を

妨げない｡

(会議)

第��条 本会の会議は､ 代議員会と理事会とし､ 会長､

副会長及び理事並びに代議員の出席により開

催する｡ ただし､ 特別の事情がある場合には､

代理者が出席することができる｡

２ 代議員会は､ すべての役員で構成され､ 毎年�回

会長が召集し､ 次の事項を審議､ 決定する｡

(�) 予算及び決算

(�) 事業計画及び事業報告

(�) 役員の選出

(�) 会則の改正

３ 理事会は､ 会長､ 副会長及び理事で構成され､ 次

の事項を審議する｡

(�) 代議員会に付議する事項

(�) その他会長が必要と認める事項

(議決)

第�	条 代議員会の議事は､ 出席した役員(代理者も

含む)の過半数でこれを決し､ 可否同数のと

きは､ 議長が決する｡

(専決処分)

第�
条 会長は､ 会議を召集することが困難と認める

ときは､ 第��条第�項及び第�項に掲げる事項

について､ これを専決処分することができる｡

２ 前項の規定により専決処分したときは､ 会長はこ

れを次の会議において報告しなければならない｡

(専門委員会)

第��条 本会に事業計画の策定や具体的な企画等の検

討を目的とした事業委員会と会報委員会を置く｡

(事務局)

第��条 本会の事務を処理するために､ 事務局を置く｡

２ 事務局に事務局長を置くことができる｡

３ 会長は､ 代議員の同意を得て､ 事務局長を理事と

することができる｡

４ 事務局に事務職員を置く｡

(財務)

第��条 本会の経費は､ 会費その他の収入をもって充

てる｡

２ 本会の会計年度は､ 毎年�月�日に始まり､ 翌年の

�月��日に終わる｡

(補則)

第��条 この会則に定めるもののほか､ 会の運営等に

関し必要な事項は､ 会長が定める｡

附 則

この会則は､ 平成��年�月�日から施行する｡

平成17年度静岡県立美術館年報74

会 員 の 種 類
特 典 の 種 類 一般会員 シニア会員 特別会員

①県立美術館主催の企画展招待券�枚 ○ ○

②会員証提示により､ 収蔵品展・ロダン館が､ 何度でも観覧可能 ○ ○
(同伴�名まで)

③会員証提示により､ 県立美術館主催の企画展が､ 何度でも団体
料金で観覧可能 ○ ○

(同伴�名まで)

④友の会だより ｢プロムナード｣(年�回)､ 美術館ニュース ｢アマ
リリス｣(年�回)､ その他､ 各種情報を郵送 ○ ○ ○

⑤研修旅行(美術館めぐり)､ 各種講座等友の会主催の事業に参加
可能 ○ ○ ○

(同伴�名まで)

⑥会員証提示により､ 県立美術館内レストラン ｢エスタ｣ の飲食
料金が会員本人のみ�割引 ○ ○ ○

⑦会員証提示により､ 県立美術館内のブックショップの利用補助 ○ ○ ○

⑧県立美術館主催の企画展オープニングセレモニー御招待 ○
(同伴�名まで)

別表1 (第５条第２項関係)会員の特典

(注)○印は､ 特典を受けることができることを示す｡
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会 員 区 分 年 会 費 備 考

一 般 会 員 (１名) ５,０００円

シ ニ ア 会 員 (１名) ２,０００円 ７０歳以上で､ 選択した人

特 別 会 員 (１口) １０,０００円

賛 助 会 員 申し出のあった額

別表2 (第７条関係)年会費



評価活動

平成��年度より､ 館内にワーキンググループを設け､

北海道大学文学部助教授・佐々木亨氏の助言のもと､

ベンチマークス (評価指標) の策定に取り組み､ それ

に基づく利用者の満足度調査等を行った｡ 平成��年度

には､ ベンチマークスの改訂作業をしながら､ 利用者

アンケート調査等を行い､ 諸業務における現状値を測

定､ それに伴う業務改善に向けた取り組みを行った｡

それらの成果をふまえ､ 平成��年度には､ ｢静岡県

立美術館評価委員会｣ が設置され､ ２年間にわたる美

術館・県庁との共同作業を通じて､ 平成��年３月に

｢提言�評価と経営の確立に向けて｣ という最終報告が

出された｡ この提言を受けて､ 平成��年４月より､ ミュー

ジアム・ナビ (使命・戦略計画の達成度を指標で測定

し､ 改善を行うツール) の運用を始めた｡ 今後､ その

分析・結果をもとに第三者評価委員会を開催する予定

である｡

(�) ミュージアム・ナビによる自己点検・評価

使命・戦略計画の達成度を指標 (定量的・定性的)

によって測定し､ 自己点検を行うことで､ 業務の改善

に取り組む｡ それによって､ 	
��(計画)､ 
�(実行)､

�����(監視)､ ������(改善) のサイクルを確立する｡

(�) 研究活動評価委員会

ミュージアム・ナビの中で､ 展覧会および学芸員の

調査研究に関わる定性的評価を行う｡ 利用者による満

足度調査によっては把握しきれない､ 学術面の自己点

検・評価を外部の専門家に依頼し実施した｡

■開催日程

第１回

平成��年�月��日 (土) 午後�時��分～�時

出席委員 潮江宏三委員

平成��年�月��日 (月) 午後�時��分～�時

出席委員 坂本満委員､ 金原宏行委員､

山梨絵美子委員､ 榊原悟委員

内 容 平成��年度評価レポートに関する議論

と ｢美術の��世紀｣ 展の内容視察およ

び検討

第�回

平成��年�月��日 (火) 午後�時��分～�時

出席委員 金原宏行委員

平成��年�月��日 (水) 午前��時～��時

出席委員 榊原悟委員

内 容 ｢物語のある絵画｣展の視察と内容検討

第�回

平成��年��月��日 (木) 午後�時～�時

出席委員 金原宏行委員

平成��年��月��日 (月) 午前��時～��時

出席委員 榊原悟委員

内 容 ｢田能村竹田｣ 展の視察と内容検討

第�回

平成��年��月�日 (土) 午後�時～�時

出席委員 坂本満委員､ 潮江宏三委員

内 容 ｢誘惑の光景｣ 展の視察と内容検討

■静岡県立美術館研究活動評価委員

坂本 満／美術史家､ 西洋絵画・日本洋画

潮江宏三／京都市立芸術大学教授､ 西洋絵画・現代

美術

山梨絵美子／東京文化財研究所情報調整室長､ 日本

洋画

榊原 悟／群馬県立女子大学教授､ 日本画

金原宏行／常葉大学教授､ 教育普及・日本画

■静岡県立美術館研究活動評価委員会設置要項

(設置)

第１条

静岡県立美術館 (以下 ｢美術館｣ という｡) の展覧

会事業及び専門分野に関わる刊行物等の評価を行うた

め､ 静岡県立美術館研究活動評価委員 (以下 ｢委員｣

という｡) を置く｡
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静岡県立美術館の使命

静岡県立美術館は､ 創造的で多様性に富ん

だ社会を実現していくために存在します｡

そのために､ コレクションを基盤として､

人々が美術と出会い新たな価値を見出す体験

の場をより多く提供するとともに､ 地域をパー

トナーと考える経営を行い､ 日本の新しい公

立美術館となります｡

平成17年度 美術館の評価活動



(職務)

第２条

委員は次に掲げる事項について別紙評価の基準によ

り､ 様式１の業務評価書を作成する｡

(�) 美術館が行う展覧会事業及び普及事業

(�) 学芸員が執筆する専門分野に関する論文及び刊

行物

(�) その他美術及び教育普及に関する専門的事項

(組織)

第３条

委員は５名以内とする｡

２ 特別の事項を調査する必要のあるときは､ 館長は

臨時委員を委嘱することができる｡

(委嘱)

第４条

委員は美術及び教育普及に関する専門的知識を有す

る者の中から館長が委嘱する｡

(任期)

第５条

委員の任期は�年とする｡

２ 委員は再任することができる｡

(委任)

第６条

この要綱に定めるもののほか､ 委員に関し必要な事

項は､ 館長が別に定める｡

付 則

この要綱は､ 平成��年�月１日から施行する｡

■評価基準

１) 展覧会

１�内容の独自性､ 先駆性…視点の新しさ (新

たな価値基準の提示)､ 多様な資料 (写真

や二次資料等) の積極的な活用､ 館蔵品や

それに関わる資料等の活用､ 地域作家の調

査・研究 (記録・整理を含む) 等｡

�� 企画者 (学芸員) の研究面での充実度…学

芸員の日頃の取り組みや研究成果を活かし

た内容｡ 学術に対する貢献度等｡

�� 出品作品の充実度…諸々の制約の中で､ 出

来る限り企画内容に即した作品を出品でき

たか｡

��鑑賞者への判り易さ…企画内容・展示､ キャ

プションの解説は､ 鑑賞者にとってわかり

易いものか｡

�� その他…特に評価に値する事柄｡

２) 展覧会カタログ／学芸員のエッセイ

�� 鑑賞者への普及・啓蒙…企画内容を補完し､

鑑賞者への理解を促す｡

�� 企画者 (学芸員) の研究面での充実度…研

究成果が活かされたか｡ 学術に対する貢献

度｡

�� 内容の独自性､ 先駆性…視点の新しさ (新

たな価値基準の提示)､ 資料的な価値等｡

�� その他…特に評価に値する事柄｡

３) 研究紀要／館蔵品に言及あるいは館の作品収集

テーマに直結して記述した館外の刊行物

�� 内容の先駆性・独自性…他にはない先駆的

な内容｡

�� 研究の充実度…研究成果が活かされたか｡

学術への貢献度｡

�� 学会へのインパクト…研究内容が及ぼす学

会への影響｡

�� 資料的な価値…入念なデータの調査・蓄積

が出来ているか｡

�� その他…特に評価に値する事柄｡

４) 教育・普及プログラム

�� 企画内容の充実度…作家､ 作品に対するア

プローチ｡ 作品の魅力を伝え､ 身近に感じ

てもらえる工夫等｡

�� その他…特に評価に値する事柄｡
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展覧会 出品目録
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№ 作家名 生没年 作品名 制作年 形状 材質 寸法 (㎝) 所蔵先

第１章 語りの絵画､ 詠いの絵画

� 筆者不詳
物語図扇面色紙貼
交屏風

��世紀初
(江戸時代初期)

六曲一双
屏風

紙本着色 各�����×����� 個人蔵

� 伝狩野光信
����	��
�
(永禄�－慶長��)

源氏物語図屏風
��世紀末	
��世紀初
(桃山時代)

六曲一隻
屏風

紙本金地
着色

����×�

�� 華陽院

� 狩野晴川院養信
����	����
(寛政�	弘化�)

源氏物語 子の日図
屏風

����(天保�
)
八曲一双
屏風

紙本金地
着色

右隻�
��
×����

左隻�

��×����


遠山記念館

� 狩野探幽
��

	����
�慶長�	延宝
�

一ノ谷合戦・二度
之懸図屏風

����	��

(明暦	万治年間)
六曲一隻
屏風

紙本金地
着色

�����×����

静岡県立美術
館

� 狩野永岳
���
	����
�寛政
	慶応��

三十六歌仙歌意図
屏風

����	��(文
化��	慶応�)

六曲一双
屏風

紙本着色
金雲

各��
�
×����

静岡県立美術
館

� 渡辺清
����	����
�安永�	文久元�

清少納言故事図
(田中大秀和歌賛)

��世紀前半
(江戸時代後
期)

掛幅装 絹本着色 �
��×����
静岡県立美術
館

� 小林古径
����	����
(明治��	昭和�
)

竹取物語 昇天図 ����(大正�) 額装 紙本着色 ����×����� 横浜美術館

	 橋本雅邦
����	��
�
�天保�	明治���

三井寺 ����(明治
�) 掛幅装 紙本着色 ��
��×���

静岡県立美術
館


 菊池契月
����	����
�明治�
	昭和�
�

観菊図
����(昭和�
)
頃

掛幅装 絹本着色 �����×����
静岡県立美術
館

第２章 隠れたイメージ

��土佐光起
����	����
�元和�	元禄��

秋草鶉図
��世紀中頃
(江戸初期)

掛幅装 絹本着色 ���
×�
��
静岡県立美術
館

��野沢堤雨
����	����
�天保�	大正��

見たて源氏絵
(若紫・少女)

����(明治��) マット装 絹本着色 各����×����
静岡県立美術
館

��中村岳陵
���
	����
�明治
�	昭和���

牡鹿鳴く ���
(昭和�)
二曲一双
屏風

紙本着色 各�����×��
�� 個人蔵

第３章 文学の宿る風景

��筆者不詳 武蔵野図屏風
��世紀
(江戸時代)

六曲一双 紙本着色 各�����×��
��
サントリー美
術館

��筆者不詳
曽我物語 富士巻
狩・仇討図屏風

��世紀中頃
(江戸時代初期)

六曲一双
屏風

紙本金地
着色

各�����×�����
静岡県立美術
館

��狩野探信守政
����	����
(承応
	享保�)

井手玉川・佐野渡
図屏風

��世紀末	��
世紀初
(江戸時代前期)

六曲一双
屏風

紙本着色 各��
��×�����
静岡県立美術
館

��渡辺広輝
����	����
�安永�	天保��

五条三位騎渡井手
玉川図

��世紀前半
(江戸時代後期)

掛幅装 絹本着色 ����×����
静岡県立美術
館

��山本探川
��
�	���

(享保�	安永�)

宇津の山図屏風
����	��
(宝暦�	明和�)

二曲一隻
屏風

紙本着色 �����×����

静岡県立美術
館

�	今村紫紅
���
	����
�明治��	大正��

宇津の山路 ���
(明治��) 掛幅装 絹本着色 �
���×�
��
静岡県立美術
館

�
小林古径
����	����
(明治��	昭和�
)

武蔵野 明治末頃 掛幅 絹本着色 ��
��×���� 伊豆市

��下村観山
����	���

(明治�	昭和�)

小倉山 ��
�(明治�
) 六曲一双 絹本着色 各����
×����� 横浜美術館

��木村武山
����	���

�明治�	昭和���

羽衣
��

年代後期―
�
年代前期
(昭和初期)

六曲一双
屏風

絹本着色 各�����×����

静岡県立美術
館

第４章 鏑木清方の挑戦

��大野静方
���
	����
(明治��	昭和��)

新口村
��
�(明治��)
頃

掛幅 紙本着色 �����×���� 横浜美術館

��鰭崎英朋
���
	����
(明治��	昭和��)

鑓権三重帷子 ��
�(明治��) 掛幅 紙本着色 �����×���� 横浜美術館

��鏑木清方
����	���

(明治��	昭和��)

深沙大王 ��
�(明治��) 掛幅 絹本着色 ����
×����
鎌倉市鏑木清
方記念美術館

｢物語のある絵画－日本画と古典文学の出会い｣ 展
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№ 作家名 生没年 作品名 制作年 形状 材質 寸法 (㎝) 所蔵先

��鏑木清方
���������
(明治���昭和��)

遊女 ����(大正�) 二曲一隻 絹本着色 �	�
�×�	�
	 横浜美術館

��鏑木清方
���������
(明治���昭和��)

にごりえ ����(昭和９)
台紙貼付・
��面

紙本着色 各�	
�×��
�
鎌倉市鏑木清
方記念美術館

��鏑木清方
���������
(明治���昭和��)

お夏清十郎物語 ����(昭和��
 額装・	面 絹本着色 各��
�×��
�
神奈川県立近
代美術館

��鏑木清方
���������
�明治���昭和��


朝顔日記 ����(昭和��)
画帖装
(��段構成


紙本淡彩､
画帖装
�十段


詞書 ��
�×��
�ほか
絵 ��
	×��
�ほか

静岡県立美術
館

第５章 松岡映丘－王朝の雅への憧れ

��松岡映丘
���������
(明治���昭和��)

宇治の宮の姫君た
ち

����(大正元) 六曲一双 絹本着色 各�	�
�×���
�
姫路市立美術
館

�	松岡映丘
���������
(明治���昭和��)

道成寺 ����(大正	) 六曲一双 絹本着色 各���
�×���
�
姫路市立美術
館

�
松岡映丘
���������
�明治���昭和��


今昔ものがたり
伊勢図

����(昭和�) 掛幅装 絹本着色 ��
�×���
�
静岡県立美術
館

��
松岡映丘および
その一門

草枕絵巻 ���	(大正��) 全�巻 絹本着色

��
�×���
�
(第�巻)

��
�×���
�
(第�巻)

��
�×���
�
(第�巻)

奈良国立博物
館
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NO. 作者 作品名 員数 制作年代 品質

■１. 竹田絵画の輝き

� 伝 田能村竹田 田能村竹田肖像 �幅 ����年 (文政��) 頃 紙本淡彩

� 花卉図 [重要文化財] �幅対 ����年 (文化�) 紙本墨画淡彩

	 四季花鳥図 [重要文化財] 
幅対 ����年 (文化�) 絹本着色


 雁来紅群雀図 [重要文化財] �幅 ���	年 (文化��) 絹本着色

� 富士図 [重要文化財] �幅 ����年 (文政�) 絹本着色

� 月下芦雁図 [重要文化財] �曲�隻 ���	年 (文政�) 紙本墨画

� 田能村竹田 伏水望京図 �幅 ���	年 (文政�) 頃 紙本墨画淡彩

� 梅花書屋図及題詩 [重要文化財] 双幅 ���
年 (文政�)
紙本墨画淡彩・
紙本墨書

� 渓荘趁約図 [重要文化財] �幅 ����年 (文政��) 絹本墨画

�� 柳陰捕魚図 [重要文化財] �幅 ����年 (文政��) 頃 絹本着色

�� 秋景山水図 [重要文化財] 
面 ����年 (文政��) 紙本墨画淡彩

�� 松鶴図 [重要文化財] 
面 ����年 (文政��) 絹本着色

�	 伝 田能村竹田 蝶図 �幅 ����年 (文政��) 頃 紙本墨画

�
 騎馬武者図 [重要文化財] �幅 ����～	�年 (文政年間) 後半 紙本淡彩

�� 冬籠図 [重要文化財] �幅 ����～	�年 (文政�～天保�) 紙本淡彩

�� 暗香疎影図 [重要文化財] �幅 ��	�年 (天保�) 紙本淡彩

�� 桃花流水図 [重要文化財] �幅 ��	�年 (天保	) 紙本淡彩

��

田能村竹田
曲渓複嶺図及題詩 [重要文化財] 双幅 ��	�年 (天保	)

紙本淡彩・
紙本墨書

�� 秋渓間適図 [重要文化財] �幅 ��	�年 (天保	) 紙本淡彩

�� 澗道石門図 [重要文化財] �幅 ��	
年 (天保�) 絹本着色

�� 浄土寺図 [重要文化財] �幅 ��	
年 (天保�) 紙本淡彩

�� 漁樵問答図 [重要文化財] �幅 ��	
年 (天保�) 絹本淡彩

�	 秋渓趁約図 [重要文化財] �幅 ��	
年 (天保�) 紙本墨画

�
 田能村竹田 五言古詩及填詞 [重要文化財] 双幅 ��	�年 (天保�) 他 紙本墨書

��

田能村竹田 他
対聯 (自筆及雲華筆) [重要文化財] 双幅 ��	�年 (天保	) 紙本墨書

�� 書状 [重要文化財] �巻 ����年 (文政�) 他 紙本墨書

��

田能村竹田
書簡・文政��年�月�日付田能村如仙宛 �幅 ����年 (文政��) 紙本墨書

�� 書簡・天保�年�月��日付田能村如仙宛 �幅 ��	�年 (天保�) 紙本墨書

■２. 弟子たち・周辺への波及

��

帆足杏雨
四時花鳥図巻 �巻 ��	�年 (天保�) 紙本墨画淡彩

	� 京游詩画帖 �帖 ��	��		年 (天保	～
) 紙本墨画淡彩

	� 巴峡蜀船図 �幅 ��	�年 (天保�) 頃 紙本墨画淡彩

｢文人の夢・田能村竹田の世界｣
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NO. 作者 作品名 員数 制作年代 品質

�� 風雨赴約図 �幅 ����年 (天保�) 頃 紙本墨画淡彩

�� 帆足杏雨 雪渓吟鞭図 �幅 ����年 (天保�) 頃 紙本墨画淡彩

�� 耶馬渓図巻下絵 �巻 ����年 (天保��) 紙本墨画

�	 松下納涼図 �幅 ����年 (天保��) 絹本墨画淡彩

�

帆足杏雨・中澤雪
城

秋声賦及賦意図 双幅 ����・����年 (弘化�・�)
絹本墨書・絹
本墨画淡彩

�� 老圃秋容図 �幅 ����年 (嘉永�) 絹本墨画着色

��

帆足杏雨
曲水流觴巻 �巻 ��	�年 (嘉永�) 頃 絹本着色

�� 風雨渡江図 �幅 ��	�年 (嘉永	) 絹本墨画淡彩

�� 李青蓮詩意山水図 �幅 ��	�年 (安政�) 絹本墨画淡彩

�� 鉄騎横行図 �面 ����～��年 (文政	～��) 頃 板地墨画淡彩

�� 高橋草坪 黄葉村舎図 �幅 ����～��年 (文政	～��) 頃 紙本墨画淡彩

�� 白梅図 �幅 ����年 (天保��頃 紙本墨画

��

田能村直入
花卉図 
幅対 ����年 (天保�) 紙本着色

�	 羅浮仙女図 �幅 ��世紀後半 (明治時代) 絹本着色

�


平野五岳

梅花書屋図 �幅 ���
年 (弘化�) 絹本墨画淡彩

�� 春山渓閣図 �幅 ��	
年 (安政�) 絹本墨画淡彩

�� 青山白雲図 �幅 ����年 (明治�) 絖本墨画淡彩

�� 梧桐図 �幅 ����年 (明治�	) 絖本墨画

	� 田近竹邨 桐陰遺興図 �幅 ����年 (大正
) 絹本着色

■３. 富春館伝来の中国絵画

	� 伝 仇英 春夜宴桃李園図 �巻 �
世紀 (明代中期) 絹本着色

	� 孫儀 秋麓澗雲図 �幅 �
世紀 (明代) 絹本墨画淡彩

	� 査士標 渓山帰驢図 �幅 ��世紀 (明末清初) 絹本墨画淡彩

	� 趙� 出山釈迦図 �幅 ��世紀 (清代) 絖本墨画

		 鄒一桂 佳人吹簫図 �幅 ��世紀 (清代中期) 絹本着色

	
 余� 花鳥図 �幅 ��世紀 (清代中期) 絹本着色

	� 作者不詳 (南蘋派) 封侯図 �幅 ��世紀 (清代中期) 絹本墨画着色

■４. 富春館伝来の狩野派・大和絵など

	� 狩野安信 達磨・龍図 �幅対 �

�～�	年 (寛文�～貞享�) 紙本墨画

	� 狩野常信 高士囲碁喫茶図屏風 
曲�双 ��世紀後半～��世紀初 (江戸前期) 紙本墨画淡彩


� 櫛田永養 鷹図屏風 �曲�双 ��世紀後半～��世紀初 (江戸前期)
紙本金地墨画
着色


� 狩野典信 遊鹿図 �幅 ��
�～��年 (宝暦��～安永�) 絹本着色


� 狩野永伯 松竹梅に鶴図屏風 
曲�双 ����～
�年 (元禄�	～明和�) 紙本金地着色
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NO. 作者 作品名 員数 制作年代 品質

�� 住吉広行 勿来関・白河関図 双幅 ����～����年 (天明�～文化�) 絖本着色

�� 奥原晴湖 秋林閑行図 �幅 ����年 (明治�) 絹本墨画淡彩
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cat.
no 作者名

作品名・シリーズ名・
書名

各図版キャプション
製作年・
刊行年

材質
挿絵
数

寸法
(イメージ
サイズ､㎝)

所蔵先

1 ジョン・マーティン ミルトン作 『失楽園』 �������
メゾチント､
エッチング

静岡県立美術館

1-1 〃 〃
地獄に堕ちる反逆天使
たち

〃 〃 ����×�	�� 〃

1-2 〃 〃
火の海に横たわるサタ
ン

〃 〃 �	��×���
 〃

1-3 〃 〃
堕天使たちを奮いたた
せるサタン

〃 〃 �
�
×�	�� 〃

1-4 〃 〃 万魔殿の出現 〃 〃 �	��×���� 〃

1-5 〃 〃
地獄の会議を統括する
サタン

〃 〃 ����×���� 〃

1-6 〃 〃 サタンと死の闘い 〃 〃 ����×���� 〃

1-7 〃 〃 神の宮殿 〃 〃 ����×���
 〃

1-8 〃 〃
天国への階梯を見上げ
るサタン

〃 〃 �
��×�	�� 〃

1-9 〃 〃 泉のほとりのイヴ 〃 〃 ���
×���� 〃

1-10 〃 〃
楽園でアダムとイヴの
様子をうかがうサタン

〃 〃 ����×���� 〃

1-11 〃 〃
イヴの夢－飛び上がる
サタン

〃 〃 ����×���� 〃

1-12 〃 〃 楽園を警備する天使 〃 〃 ���
×���	 〃

1-13 〃 〃
朝の祈りを唱えるアダ
ムとイヴ

〃 〃 ���	×���
 〃

1-14 〃 〃 ラファエルの来訪 〃 〃 ���	×���� 〃

1-15 〃 〃
アダムとイヴと語り合
うラファエル

〃 〃 ���
×���
 〃

1-16 〃 〃 光明の創造 〃 〃 ����×���� 〃

1-17 〃 〃 イヴを誘惑するサタン 〃 〃 ����×���� 〃

1-18 〃 〃
禁断の果実をアダムに
すすめるイヴ

〃 〃 ����×���� 〃

1-19 〃 〃 御子の声を聞くアダム 〃 〃 ���
×���� 〃

1-20 〃 〃 混沌の世界に架かる橋 〃 〃 ���
×�
�� 〃

1-21 〃 〃 イヴを叱責するアダム 〃 〃 ���
×���� 〃

1-22 〃 〃 天国－祝福の河 〃 〃 ����×���� 〃

1-23 〃 〃
ミカエルの出現を待つ
アダムとイヴ

〃 〃 ����×���� 〃

1-24 〃 〃
楽園を追放されるアダ
ムとイヴ

〃 〃 ����×���� 〃

2 ギュスターヴ・ドレ
ジョン・ミルトン作
『失楽園』

不詳 木口木版 �	図 
���×���	×
���(書籍)

町田市立国際版
画美術館

3 ジョン・マーティン 『聖書』 ��
�
メゾチント､
エッチング

�	図 〃

3-1 〃 〃 天地創造 ��
�刊 〃 ����×���� 〃

3-2 〃 〃 人類の堕落 ��
�刊 〃 ���
×���� 〃

3-3 〃 〃
御子の審判を聞くアダ
ムとイヴ

��
�刊 〃 ����×���� 〃

3-4 〃 〃 楽園追放 ��
�刊 〃 ���
×���� 〃

3-5 〃 〃 アベルの死 ��
�刊 〃 ���	×���
 〃

誘惑の光景
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no 作者名

作品名・シリーズ名・
書名

各図版キャプション
製作年・
刊行年

材質
挿絵
数

寸法
(イメージ
サイズ､㎝)

所蔵先

3-6 〃 〃 大洪水 ����刊 〃 ����×���� 〃

3-7 〃 〃 神との契約 ����刊 〃 ���	×���� 〃

3-8 〃 〃 ソドムとゴモラの破滅 ����刊 〃 ����×���� 〃

3-9 〃 〃
幼子モーセを見つける
ファラオの娘

����刊 〃 ���	×���� 〃

3-10 〃 〃 モーセと燃える柴 ����刊 〃 ����×���� 〃

3-11 〃 〃 第
の災厄 ����刊 〃 ����×���� 〃

3-12 〃 〃 ファラオの軍勢の壊滅 ����刊 〃 ����×���� 〃

3-13 〃 〃
十戒の石板を叩き割る
モーセ

����刊 〃 ����×���� 〃

3-14 〃 〃 エリコの城壁の崩壊 ����刊 〃 ����×���� 〃

3-15 〃 〃
太陽に留まれと命じる
ヨシュア

����刊 〃 ���	×���� 〃

3-16 〃 〃
ハキラでサウルの命を
助けるダヴィデ

����刊 〃 ����×���� 〃

3-17 〃 〃 詩篇第��
番 ����刊 〃 ����×���� 〃

3-18 〃 〃 ベルシャザルの饗宴 ����刊 〃 ���	×���	 〃

3-19 〃 〃 バビロンの滅亡 ����刊 〃 ����×���� 〃

3-20 〃 〃 ニネベの滅亡 ����刊 〃 ����×���� 〃

4
ジョン・マーティ
ン､ リチャード・
ウェストール

『聖書』 のための挿
絵

���� 木口木版
���
×����
×���
(書籍)

郡山市立美術館

5
ジョン・マーティ
ン､ リチャード・
ウェストール

｢『聖書』 のための挿
絵｣から�点の試し刷
り

木口木版
���	×���	
×��	
(書籍)

〃

6 ギュスターヴ・ドレ 『聖書』 全�巻 ���� 木口木版

��	図
(各扉図､
�･���図､
�･��	図)

��×���
×
�ほか
(書籍)

栃木県立美術館

7 ギュスターヴ・ドレ 『聖書』 全�巻 ��
�

� 木口木版
��	図､
�巻

���
×��×
���ほか
(書籍)

町田市立国際版
画美術館

8
ウィリアム・ブレ
イク

『ヨブ記』 ����
ライン・エ
ングレーヴィ
ング

��図 郡山市立美術館

8-1 〃 〃 『ヨブ記』 扉 〃 〃 ����×���� 〃

8-2 〃 〃 ヨブとその家族 〃 〃 ����×���� 〃

8-3 〃 〃 神の玉座の前のサタン 〃 〃 ����×���� 〃

8-4 〃 〃
サタンによるヨブの息
子たちと娘たち

〃 〃 ����×�
�� 〃

8-5 〃 〃
ヨブにその不幸を告げ
る使者たち

〃 〃 ���
×�
�� 〃

8-6 〃 〃
主の御前から進んで行
くサタンとヨブの施し

〃 〃 ���
×�
�	 〃

8-7 〃 〃
腫物でヨブを撃つサタ
ン

〃 〃 ���
×�
�� 〃

8-8 〃 〃 ヨブを慰める人たち 〃 〃 ���
×�
�	 〃

8-9 〃 〃 ヨブの絶望 〃 〃 ���
×���� 〃
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(イメージ
サイズ､㎝)
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8-10 〃 〃 エリパズの幻視 〃 〃 ����×���� 〃

8-11 〃 〃
三人の友によって難詰
されるヨブ

〃 〃 ����×���� 〃

8-12 〃 〃 ヨブの悪い夢 〃 〃 ����×���� 〃

8-13 〃 〃 エリフの弁論 〃 〃 ���	×���	 〃

8-14 〃 〃
この時､ 主はつむじ風
の中からヨブに答えら
れた

〃 〃 ����×���	 〃

8-15 〃 〃 天地創造 〃 〃 ����×���
 〃

8-16 〃 〃
ベヘモトとレヴィアタ
ン

〃 〃 ����×���	 〃

8-17 〃 〃 サタンの墜落 〃 〃 ����×���� 〃

8-18 〃 〃 キリストの幻 〃 〃 ���	×���� 〃

8-19 〃 〃 ヨブの燔祭 〃 〃 ����×���� 〃

8-20 〃 〃 施しを受けるヨブ 〃 〃 ����×���� 〃

8-21 〃 〃 ヨブと娘たち 〃 〃 ����×���� 〃

8-22 〃 〃
繁栄を回復したヨブと
その妻

〃 〃 ����×���� 〃

9
ウジェーヌ・
ドラクロワ

ゲーテ作
『ファウスト』

���� リトグラフ 静岡県立美術館

9-1 〃 〃 ゲーテの肖像 〃 〃 ���
×���� 〃

9-2 〃 〃
空を飛ぶメフィストフェ
レス

〃 〃 ����×���� 〃

9-3 〃 〃 書斎のファウスト 〃 〃 ����×���� 〃

9-4 〃 〃
ファウストとヴァーグ
ナー

〃 〃 ����×���� 〃

9-5 〃 〃
ファウスト､ ヴァーグ
ナーとむく犬

〃 〃 ����×���
 〃

9-6 〃 〃
ファウストの前に現れ
たメフィストフェレス

〃 〃 �	��×���� 〃

9-7 〃 〃
学生に応待するメフィ
ストフェレス

〃 〃 ����×���� 〃

9-8 〃 〃
学生酒場のメフィスト
フェレス

〃 〃 ����×���� 〃

9-9 〃 〃
マルガレーテを誘惑し
ようとするファウスト

〃 〃 ����×���� 〃

9-10 〃 〃
マルテの前で挨拶する
メフィストフェレス

〃 〃 ����×���� 〃

9-11 〃 〃 マルガレーテと紡車 〃 〃 ����×���� 〃

9-12 〃 〃
ファウストとヴァレン
ティンの決闘

〃 〃 ����×���� 〃

9-13 〃 〃
決闘の後で逃走するメ
フィストフェレスとファ
ウスト

〃 〃 ����×���� 〃

9-14 〃 〃 教会のマルガレーテ 〃 〃 ����×���� 〃

9-15 〃 〃
ハルツ山中のファウス
トとメフィストフェレ
ス

〃 〃 ����×���� 〃

9-16 〃 〃
ファウストの前に現れ
たマルガレーテの亡霊

〃 〃 ���
×���� 〃
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9-17 〃 〃
安息日の夜馬を駆るファ
ウストとメフィストフェ
レス

〃 〃 ����×���� 〃

9-18 〃 〃
マルガレーテの獄室の
ファウスト

〃 〃 ����×���� 〃

10 トニー・ジョアノ
ゲーテ作 『ファウス
ト』

���	

スティール・
エングレー
ヴ ィ ン グ
(鋼版)


図
�	��×����×
���(書籍)

栃木県立美術館

11 ジェイムズ・バリー
リア王 (『ポリオート
グラフィの見本集』
����年より)

����頃 リトグラフ ����×����
町田市立国際
版画美術館

12
ウィリアム・ブレ
イク

眠るダンカン王に近
づくマクベス夫人

水彩､ イン
ク

����×���� 郡山市立美術館

13
ウジェーヌ・ドラ
クロワ

魔女たちに相談する
マクベス (『アルティ
スト』 ����年より)

����刊
(����年
制作)

リトグラフ ����×����
町田市立国際
版画美術館

14
ウジェーヌ・ドラ
クロワ

ハムレット
����刊
(����
��
年制作)

リトグラフ 栃木県立美術館

14-1 〃 〃
ハムレットを慰めよう
とする王妃

����年制
作

〃 ����×�
�
 〃

14-2 〃 〃
父の亡霊を追いかけよ
うとするハムレット

����年制
作

〃 ����×���� 〃

14-3 〃 〃 テラスの亡霊
����年制
作

〃 ����×�
�� 〃

14-4 〃 〃
ポローニアスとハムレッ
ト

〃 ����×���� 〃

14-5 〃 〃
ハムレットとオフィー
リア

〃 ����×�
�� 〃

14-6 〃 〃
父の毒殺の場面を役者
たちに演じさせるハム
レット

����年制
作

〃 ����×���� 〃

14-7 〃 〃
ハムレットとギルデン
スターン

〃 ����×���� 〃

14-8 〃 〃
国王を殺害しようとす
るハムレット

����年制
作

〃 ����×���� 〃

14-9 〃 〃 ハムレットと王妃
����年制
作

〃 ����×�	�
 〃

14-10 〃 〃 ポローニアス殺害 〃 ����×�
�� 〃

14-11 〃 〃
ハムレットとポローニ
アスの死体

����年制
作

〃 ����×�	�
 〃

14-12 〃 〃 オフィーリアの歌
����年制
作

〃 ���
×���	 〃

14-13 〃 〃 オフィーリアの死
����年制
作

〃 ����×���	 〃

14-14 〃 〃
墓掘人夫の前のハムレッ
トとホレイシオ

����年制
作

〃 ����×���� 〃

14-15 〃 〃
オフィーリアの墓穴の
中のハムレットとレア
ティーズ

����年制
作

〃 ����×�
�� 〃

14-16 〃 〃 ハムレットの死
����年制
作

〃 �
��×���� 〃

15
テオドール・シャ
セリオー

オセロー
�
��刊
(����年
制作)

エッチング
町田市立国際版
画美術館

15-1 〃 〃 口絵 〃 〃 �
�
×���� 〃

15-2 〃 〃
起きろ！ おおい！
ブラバンショー
(第�幕第�場)

〃 〃 ����×���
 〃

15-3 〃 〃
彼女は私に感謝した…
(第�幕第�場)

〃 〃 ����×���� 〃
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cat.
no 作者名

作品名・シリーズ名・
書名

各図版キャプション
製作年・
刊行年

材質
挿絵
数

寸法
(イメージ
サイズ､㎝)

所蔵先

15-4 〃 〃
彼女は私の経てきた危
険ゆえに私を愛した…
(第�幕第�場)

〃 〃 ����×���� 〃

15-5 〃 〃
イアーゴー､ デズデモー
ナをよろしく頼む
(第�幕第�場)

〃 〃 ����×���� 〃

15-6 〃 〃
おお､ 美しい兵士！
(第�幕第�場)

〃 〃 ����×���� 〃

15-7 〃 〃
元気を出してください､
キャシオー
(第�幕第�場)

〃 〃 �	��×���� 〃

15-8 〃 〃 下がれ！ (第�幕第�場) 〃 〃 ����×���� 〃

15-9 〃 〃
もし私があなたより先
に死んだら…
(第�幕第�場)

〃 〃 ����×���
 〃

15-10 〃 〃 柳の唄 (第�幕第�場) 〃 〃 �
��×���
 〃

15-11 〃 〃
この野郎､ 死ぬがいい…
(第�幕第�場)

〃 〃 �
��×���� 〃

15-12 〃 〃
ところが死ななければ
ならないのだ！
(第�幕第�場)

〃 〃 ����×���� 〃

15-13 〃 〃
今晩の祈りをすませた
ろうなあ､ デズデモー
ナ？ (第�幕第�場)

〃 〃 ����×���� 〃

15-14 〃 〃
オセローはデズデモー
ナを押さえつける
(第�幕第�場)

〃 〃 ����×���� 〃

15-15 〃 〃
おお！ おお！ おお！
(第�幕第�場)

〃 〃 ���
×���� 〃

15-16 〃 〃
スパルタ犬め！
(第�幕第�場)

〃 〃 ���
×���	 〃

16-1 舞台公演衣装�点
文化女子大学
小平資料室

16-2
舞台公演写真パネル�
点

〃
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№ 作者名 作品名 員数 制作年 (西暦) 制作年 (元号) 材質

＜一. 吉祥の間＞

�狩野常信 蓬莱山・鳳凰図◆ 一幅 ��～��世紀 江戸中期 絹本着色

�狩野栄信�伊川� 桐松鳳凰・月夜葡萄図屏風
六曲一双
両面

����	�
 享和�	文化��
表：紙本金地着色 裏：
紙本金地墨画

�長沢蘆雪 瀧に鶴亀図屏風◆ 六曲一双 ����	�� 寛政
	�� 紙本墨画淡彩

�岸駒 孔雀図屏風◆ 六曲一双 ��世紀前半 江戸後期 紙本墨画淡彩


岡本秋暉 孔雀図◆ 六曲一隻 ��世紀前半 江戸後期 紙本着色

＜二. 富士の間＞


式部輝忠 富士八景図 八幅対 �
��頃
享禄�頃, 室町
末期

紙本墨画

�
【特別公開】富士浅間曼荼
羅図[静岡県指定文化財]◆

一幅 �
世紀 室町時代 絹本着色

�
【特別公開】富士参詣曼荼
羅図 [重要文化財] ◆

一幅 �
世紀 室町時代 絹本着色

� 三保松原・厳島図屏風 六曲一双 ��世紀 江戸初期 紙本金地着色

��岡田半江 洋人富士山遠望図◆ 六曲一双 ��世紀前半 江戸後期 紙本墨画

＜三. 花鳥の間－艶＞

��狩野山雪 四季花鳥図屏風◆ 六曲一双 ��世紀前半 江戸初期 紙本着色

��狩野探信守道 夏秋花鳥図屏風 六曲一双 ��世紀前半 江戸後期 紙本金地着色

��山口素絢 春秋草花図屏風 六曲一双 ��世紀初 江戸後期 紙本金地着色

＜四. 花鳥の間－粋＞

��円山応挙 竹雀図屏風 六曲一双 ���
 天明
 紙本墨画

�
伊藤若冲 花鳥蔬菜図押絵貼屏風◆ 六曲一双 ��
� 宝暦�� 紙本墨画

�
郷倉千靭 臥龍梅 小下絵 二曲一隻 ����以前 昭和��以前 紙本墨画淡彩

��郷倉千靭 臥龍梅 六曲一双 ���� 昭和�� 紙本着色

＜五. 物語・風景の間＞

��徳力善雪 子猷訪戴・東坡騎驢図屏風 六曲一双 ��世紀 江戸初期 紙本墨画着色

��狩野永良 西王母・東方朔図屏風 六曲一双 ��世紀半 江戸中期 紙本墨画着色

��吉村孝敬 李白観瀑・子猷訪戴図屏風 六曲一双 ���� 文政�� 紙本着色

��長沢蘆雪 赤壁図屏風◆ 六曲一双 ����	�� 寛政
	�� 紙本墨画淡彩

��雲谷等顔
【特別公開】春夏山水図屏
風 [重要文化財] ◆

六曲一双 ��世紀初 桃山時代 紙本金地墨画着色

｢花鳥風月―屏風絵の世界｣ ◆は寄託作品｡ それ以外は静岡県立美術館蔵｡
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番号 作 者 名 生没年 作品名 制作年 (西暦) 制作年 (元号) 材質 寸法 (cm)

【Ⅰ徳川慶喜と幕臣の画家たち】

� 徳 川 慶 喜 ���������	天保
�大正�� 風景 ��
������頃 明治初期 紙､ 油彩 ���
×����

� 川 村 清 雄 ���������	嘉永��昭和�� 静物写生 ���� 明治� 紙､ 鉛筆 ����×����

� 川 村 清 雄 ���������	嘉永��昭和�� 海底に遺る日清勇士の髑髏 ����年以前 明治��年以前 板､ 漆絵 ����×���


� 川 村 清 雄 ���������	嘉永��昭和�� 巨岩海浜図 ������
頃 大正期頃 板､ 油彩 ����×����


� 川 村 清 雄 ���������	嘉永��昭和�� 波 ����頃��� 大正�頃�昭和�
キャンヴァス､
油彩



�
×����



 川 村 清 雄 ���������	嘉永��昭和�� 風景 ���
年代頃 大正末から昭和初
キャンヴァス､
油彩

���
×�
��

� 石川欽一郎 ���������	明治��昭和�
� 田舎の早春 ��

��
年代 明治末年頃 紙､ 水彩 ����×����

� 石川欽一郎 ���������	明治��昭和�
� 神域より天の香具山を望む ���
頃 昭和��頃 紙､ 水彩 ���
×���


� 石川欽一郎 ���������	明治��昭和�
� ムードン風景 ����頃 大正��頃 紙､ 水彩 ����×����

�
 石川欽一郎 ���������	明治��昭和�
� 震災後の逓信省 ������
頃 大正��－��頃 紙､ 水彩 ���
×���


�� 石川欽一郎 ���������	明治��昭和�
� 台湾次高山 �������頃 大正��‐昭和�頃 紙､ 水彩 ���
×����

�� 石川欽一郎 ���������	明治��昭和�
� 粤山�水画帖 ���
���頃 昭和���頃 紙､ 水彩 ����×���


�� 石川欽一郎 ���������	明治��昭和�
� 海辺	早川海岸� ����頃 昭和�
頃
キャンバス､
油彩

����×����

�� 石川欽一郎 ���������	明治��昭和�
� 岡山の海岸 不詳 不詳 紙､ 水彩 ����×����

�� 石川欽一郎 ���������	明治��昭和�
� 台湾風景農村 不詳 不詳 紙､ 水彩 ����×���


�
 石川欽一郎 ���������	明治��昭和�
� 台湾風景農村 不詳 不詳 紙､ 水彩 ����×����

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 東京新大橋雨中図 ���
 明治� 紙､ 木版､ 色摺 ����×����

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 海運橋	第一銀行雪中� ���
 明治� 紙､ 木版､ 色摺 ����×�
��

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 高輪牛町朧月景 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×�
��

�
 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 常盤橋内紙幣寮之図 ���
 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×�
�


�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 東京両国百本杭暁之図 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×�
�


�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 大森乃海 ���
 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 �
��×����

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 神田八雲神社暁 ���
 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×����

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 橋場の夕暮 ���
 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×���


�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 大川端石原橋 ���
 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ���
×�
��

�
 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 虎乃門夕景 ���
 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×�
�


�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 神田川夕景 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×�
��

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 浅草田甫太郎稲荷 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 �
��×����

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 本所御蔵橋 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×���


�
 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 今戸有明楼之景 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×����

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 五本松雨月 ���
 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×����

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 柳原夜雨 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×����

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 浅草夜見世 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×�
��

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 浅草寺年乃市 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×����

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 池の端花火 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×����

�
 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 日本橋夜 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×����

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 上野東照宮積雪之図 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×�
��

�� 小 林 清 親 ���������	弘化��大正�� 小梅曳舟通雪景 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 ����×�
��

静岡ゆかりの画家たち
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番号 作 者 名 生没年 作品名 制作年 (西暦) 制作年 (元号) 材質 寸法 (cm)

�� 小 林 清 親 ��������	
弘化��大正�� 本町通夜雪 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 
���×����

�� 小 林 清 親 ��������	
弘化��大正�� 御茶の水雪 ���� 明治�� 紙､ 木版､ 色摺 
���×����

�� 小 林 清 親 ��������	
弘化��大正�� 猫と提灯 ������� 明治����� 紙､ 多色刷木版 ���	×����

�
 小 林 清 親 ��������	
弘化��大正�� 駿河湖日没の富士 ���� 明治�
 紙､ 木版､ 色摺
右���	×
���
＊左����×


���

【Ⅱ 静岡を愛した画家たち�東京から静岡へ】

�� 和 田 英 作 �������	�(明治��昭和��) 富士 ���� 大正�
キャンヴァス､
油彩

����×���


�� 和 田 英 作 �������	�(明治��昭和��) 日本平望嶽台 ���� 昭和��
キャンヴァス､
油彩

�	��×	
��

�	 和 田 英 作 �������	�
明治��昭和��� 写生帖 (三保の富士) ���� 明治�� 紙､ 鉛筆 �
��×����

�� 和 田 英 作 �������	�
明治��昭和��� 写生 (富士連作�点) ��
� 大正� 紙､ 水彩 各����×
���

�� 和 田 英 作 �������	�
明治��昭和��� 写生帖 (富士 (吉田)) ���� 昭和�
 紙､ 鉛筆 ����×����

�� 和 田 英 作 �������	�
明治��昭和��� 写生帖 (天女) 紙､ 水彩 
���×����

�� 曽 宮 一 念 ���������
明治
��平成�� 工部大学 ���� 明治��
キャンヴァス､
油彩

����×�	��

	� 曽 宮 一 念 ���������
明治
��平成�� 芝浦埋立地 ���� 大正

キャンヴァス､
油彩

	���×�
��

	� 曽 宮 一 念 ���������
明治
��平成�� 風景 ��
�頃 大正中期
キャンヴァス､
油彩

����×�	�	

	
 曽 宮 一 念 ���������
明治
��平成�� 梨畑道 ��
� 大正��
キャンヴァス､
油彩

	���×���	

	� 曽 宮 一 念 ���������
明治
��平成�� 種子静物 ���� 昭和�
キャンヴァス､
油彩

����×�
��

	� 曽 宮 一 念 ���������
明治
��平成�� 八つ残雪 ���� 昭和�	
キャンヴァス､
油彩



�	×�	��

		 曽 宮 一 念 ���������
明治
��平成�� 麦秋 ���� 昭和��
キャンヴァス､
油彩

�
��×����

	� 曽 宮 一 念 ���������
明治
��平成�� スペインの野 ���� 昭和��
キャンヴァス､
油彩

����×����

	� 曽 宮 一 念 ���������
明治
��平成�� 毛無連峯 ���� 昭和�	
キャンヴァス､
油彩

	���×�
��

【Ⅲ 静岡が生んだ画家たち�静岡から全国､ 世界へ】

	� 秋 野 不 矩 �����
���
明治���平成��� 廻廊 ���� 昭和	� 紙本金地着色 �	���×�����

	� 秋 野 不 矩 �����
���
明治���平成��� ガンガー (ガンジス河) ���� 昭和	� 紙本着色 �����×
���	

�� 中 村 岳 陵 ���������
明治
��昭和��� 婉膩水韻 ���� 昭和� 紙本着色 �	���×�����

�� 中 村 岳 陵 ���������
明治
��昭和��� 残照 ���� 昭和�� 紙本着色 ���	×�
���

�
 野 島 青 茲 ���	�����
大正��昭和��� 工房 ���� 昭和�� 紙本着色 ��
��×�����

�� 北 川 民 次 ���������
明治
��平成�� タスコの祭 ���� 昭和�

キャンヴァス､
テンペラ

�����×
����

�� 伊 藤 勉 黄 ��������

大正��平成�� 上海の裏町 ���	 昭和
� 紙､ 木版 ��×
�

�	 伊 藤 勉 黄 ��������

大正��平成�� 窓 ��	� 昭和
� 紙､ 木版 ��×	


�� 伊 藤 勉 黄 ��������

大正��平成�� 実のある話 ���	 昭和	� 紙､ 木版 		×��

�� 伊 藤 勉 黄 ��������

大正��平成�� イシスとホルス ���� 昭和	� 紙､ 木版 �	×�	

�� 伊 藤 勉 黄 ��������

大正��平成�� 風媒花 ���� 昭和�� 紙､ 木版 ��×�	
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番号作者名 作品名 制作年 材質・技法・形状 寸法 (cm) 所蔵先

１ 日本における近代絵画の成立

� 司馬江漢
駿河湾富士遠望
図

����(寛政��)年 絹本油彩 ����×�		�� 静岡県立美術館

� 司馬江漢
駿河湾富士遠望
図

�
		�寛政���年 絹本油彩 
��
×���� 個人蔵

�
チャールズ･ワーグ
マン

富士遠望図 �
���明治��年以降 油彩・キャンヴァス ����×���� 静岡県立美術館

� 岸竹堂 堅田真景図 �

	�明治��)年頃 絹本着色 �����×���
 滋賀県立近代美術館


 山元春挙 深山雪霽鹿図 �
�
�明治�
�年 絹本墨画､ 四曲一隻 ��
�	×����
 滋賀県立近代美術館

� 野村文挙 芳野春暁図 �
���明治�	�年頃 絹本着色 �����×���� 滋賀県立近代美術館

� 平木政次 富士 �
���明治�	�年 油彩・キャンヴァス ���	×���	 静岡県立美術館


 五姓田義松 富士 ��	
�明治�
�年 油彩・キャンヴァス ���
×�	��
 静岡県立美術館

� 下村観山・横山大観 日・月蓬莱山図 ��		�明治���年頃 絹本墨画淡彩､ 対幅 各�
�	×�
��	 静岡県立美術館

�	菱田春草 雪の山 ��	��明治���年頃 絹本着色 ���	×���	 滋賀県立近代美術館

��川村清雄 波
�����大正��������昭和��
年頃

油彩・キャンヴァス �	��×�
��	 静岡県立美術館

２ 画家の求めた風景

��和田英作 富士 ���
�大正��年 油彩・キャンヴァス �	��×
	�� 静岡県立美術館

��和田英作 日本平望嶽台 �����昭和���年 油彩・キャンヴァス �
�	×
��

静岡県立美術館�寄
託)

��曽宮一念 麦秋 �����昭和���年 油彩・キャンヴァス ���
×���	 静岡県立美術館

�
曽宮一念 スペインの野 ���
�昭和���年 油彩・キャンヴァス ���	×���	 静岡県立美術館

��曽宮一念 毛無連峯 ���	�昭和�
�年 油彩・キャンヴァス 
��	×���� 静岡県立美術館

��野口謙蔵 梅干 �����昭和��年 油彩・キャンヴァス ��	�
×����	 滋賀県立近代美術館

�
野口謙蔵 五月の風景 �����昭和��年 油彩・キャンヴァス ��	�	×����� 滋賀県立近代美術館

��野口謙蔵 蓮とあさがほ ���
�昭和�	�年 油彩・キャンヴァス ��	�
×����	 滋賀県立近代美術館

�	野口謙蔵 虹の風景 �����昭和���年 油彩・キャンヴァス 
	��×�	�� 静岡県立美術館

３ 大正の写実－岸田劉生､速水御舟など

��速水御舟 洛北修学院村 ���
�大正��年 絹本着色 ����	×���
 滋賀県立近代美術館

��速水御舟 鍋島の皿に石榴 �����大正�	�年 絹本着色 ���
×���

静岡県立美術館�寄
託�

��小茂田青樹
四季草花 夏・
冬

�����大正
�年 紙本着色､ 六曲一双 各����
×�
��	 滋賀県立近代美術館

��岸田劉生
静物�リーチの茶
碗と果物�

�����大正�	�年 油彩・キャンヴァス �
�
×
��

静岡県立美術館�寄
託�

�
柏木俊一 道 大正時代 油彩・キャンヴァス ���
×�
�
 静岡県立美術館

��山口華楊 山羊 �����大正���年 絹本着色､ 二曲一隻 ��	��×�

�� 滋賀県立近代美術館

４ ファシズムと戦争､ 人間性の希求

�� エルンスト・バルラッハ 読書する僧たちⅢ ����年 ブロンズ 

�	×���
×���
 静岡県立美術館

�
 エルンスト・バルラッハ 神の変容 ���	���年 木版・紙 静岡県立美術館

第一日 �
��×���	

大聖堂 �
��×���	

神の乞食 �
��×�
��

死の舞踏 ����×���	

神の腹 �
�
×�
��

美術の20世紀展
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番号作者名 作品名 制作年 材質・技法・形状 寸法 (cm) 所蔵先

岩山 ����×����

第七日 ����×����

��
マグダレーナ・アバ
カノヴィッチ

群集�	 
�����
年 黄麻布､ 樹脂
各
���
×�
�
×�

�


滋賀県立近代美術館

�
アントニ・タピエス 黒い空間 
��
年 油彩・キャンヴァス ��
�
×��
�� 滋賀県立近代美術館

５ 色の可能性､ 形の力

歌川広重
東海道五拾三次
�保永堂版�


����天保��年 木版・紙 大判錦絵 静岡県立美術館

�
 箱根湖水図 ����×����

�� 沼津黄昏図 ����×����

�� 庄野白雨 ����×���


�� 土山春之雨 ����×����

��横山大観 群青富士 
�
��
��大正����年頃 絹本着色､ 六曲一双 各
���
×����
 静岡県立美術館

��中村岳陵 かきつばた

�����
年頃�昭和�
��

年代�

絹本着色 �
�
×���� 静岡県立美術館

��中村岳陵 残照 
��
�昭和���年 紙本着色 ����×
�
�
 静岡県立美術館

��
アンディ・ウォーホ
ル

マリリン 
���年
シルクスクリーン・紙､


点組

各�
��×�
�� 滋賀県立近代美術館

��
アンディ・ウォーホ
ル

キャンベル・スー
プ �


���年
シルクスクリーン・紙､


点組

各����×���� 滋賀県立近代美術館

�

ロイ・リキテンスタ
イン

フット・アンド・
ハンド


���年
オフセットリトグラフ・
紙

���
×���� 滋賀県立近代美術館

�

ロイ・リキテンスタ
イン

泣く女 
���年
オフセットリトグラフ・
紙

����×���� 滋賀県立近代美術館

��
ロイ・リキテンスタ
イン

積みわら＃１ 
���年
リトグラフ､ シルクス
クリーン・紙

����×���� 滋賀県立近代美術館

��
ロイ・リキテンスタ
イン

積みわら＃２ 
���年
リトグラフ､ シルクス
クリーン・紙

���
×���� 滋賀県立近代美術館

��
ロイ・リキテンスタ
イン

積みわら＃３ 
���年
リトグラフ､ シルクス
クリーン・紙

���
×���� 滋賀県立近代美術館

��
ロイ・リキテンスタ
イン

積みわら＃４ 
���年
リトグラフ､ シルクス
クリーン・紙

���
×���� 滋賀県立近代美術館

��
ロイ・リキテンスタ
イン

積みわら＃５ 
���年
リトグラフ､ シルクス
クリーン・紙

���
×���� 滋賀県立近代美術館

��
ロイ・リキテンスタ
イン

積みわら＃６ 
���年 リトグラフ・紙 ���
×���� 滋賀県立近代美術館

��
ロイ・リキテンスタ
イン

積みわら＃６､
ステート１


���年 リトグラフ・紙 ���
×���９ 滋賀県立近代美術館

��
ロイ・リキテンスタ
イン

積みわら＃７ 
���年 凸版刷り・紙 ����×�
�
 滋賀県立近代美術館

６ 女性の時代�それぞれのアジア

�
小倉遊亀 故郷の人達 
����昭和��年 紙本着色､ 二曲一隻 
�
��×�
��� 滋賀県立近代美術館

�
小倉遊亀 家族達 
����昭和���年 紙本着色 �
��
×
���� 滋賀県立近代美術館

��小倉遊亀 月 
����昭和�
�年 板着色､ 三面 各
�
�
×���� 滋賀県立近代美術館

��小倉遊亀 雪 
����昭和���年 紙本金地着色 
���
×
���� 滋賀県立近代美術館

��小倉遊亀 菩薩 
����昭和���年 紙本着色 
���
×���
 滋賀県立近代美術館

��秋野不矩 廻廊 
����昭和���年 紙本金地着色 
�
��×


�
 静岡県立美術館

��秋野不矩
ガンガー�ガンジ
ス河�


����昭和���年 紙本着色 
���
×����� 静岡県立美術館

��秋野不矩
たむろするクー
リー


����昭和���年 紙本金地着色 ����×����
 静岡県立美術館

��秋野不矩 ウダヤギリ�� 
����平成��年 紙本着色 
���
×��
�
 静岡県立美術館

��三橋節子 土の香 
��
�昭和���年 紙本着色 
�
��×
���� 滋賀県立近代美術館
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番号作者名 作品名 制作年 材質・技法・形状 寸法 (cm) 所蔵先

��三橋節子 鬼子母神 �����昭和	�
年 紙本着色 �����×����� 滋賀県立近代美術館

７ 触覚性の開拓

��山口長男 縫 ��
�(昭和��)年 油彩・板 �
���×���� ｱｰﾄｽﾍﾟｰｽｼﾓﾀﾞ

��イヴ・クライン ��	�
スポンジ､ 小石､ 染料､
合成樹脂・板

����×���� 滋賀県立近代美術館

��徳岡神泉 雨 ���	(昭和��)年 紙本着色 �����×�	��� 静岡県立美術館

�	斎藤義重 作品２ ����(昭和��)年
油彩・合板 (ドリルを
使用)

�����×����� 静岡県立美術館

��
ジョアン・ミッチェ
ル

湖 ���	年 油彩・キャンヴァス �����×��	�� 静岡県立美術館

��田村一男 北越大雪 �����昭和��
年 油彩・キャンヴァス �	���×
��	 静岡県立美術館

��マーク・ロスコ ナンバー�
 ����年 油彩・キャンヴァス ����
×����� 滋賀県立近代美術館

８ 越境する美術

�
森田安次 風の又三郎 ��	�(昭和�	)年 紙本墨書､ 額装 ����	×�
�� 静岡県立美術館

��李禹煥 線より �����昭和�	
年
岩絵具・キャンヴァス・
にかわ

�
���×����� 静岡県立美術館

��李禹煥 点より �����昭和��
年
岩絵具・キャンヴァス・
にかわ

�
���×����� 滋賀県立近代美術館

�� 古備前四耳壷 �����世紀�室町時代
 古備前焼 ������ 静岡県立美術館

��香月泰男 冬畠 �����昭和	�
年
油彩､ 方解末､ 墨・キャ
ンヴァス

����×���� 静岡県立美術館

��アンリ・マティス オセアニア 海 ��	�年
シルクスクリーン・リ
ンネル

�����×����� 滋賀県立美術館

�	芹沢�介 貝文着物 �����昭和�

年 型絵染・絹 (縮緬) ��	��×����
静岡市立芹沢�介美
術館

��芹沢�介
宝尽くし文二曲
屏風

����(昭和��)年頃 型絵染・絹 (紬) ��	��×�����
静岡市立芹沢�介美
術館

��芹沢�介 御滝図のれん ����(昭和��)年 型絵染・絹 (紬) ���×�����
静岡市立芹沢�介美
術館

��芹沢�介

知恩院御影堂荘
厳布
の た め の 型 紙
(行灯)

���	(昭和	�)年 型紙 �����×�����
静岡市立芹沢�介美
術館



平成17年度静岡県立美術館年報94

アルタイの至宝展
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居 城 純 子

��� 作品名 制作年 材質 サイズ���� 展示場所

	 () 
��� 燃えた絵､ 切られた絵､ 額縁､ モジュール 可変 県民ギャラリー


 くらいへや 
��� スライドビューワー 	
���×���×���
裾野市立東中学校・東
雲ギャラリー

高 橋 唐 子

��� 作品名 制作年 材質 サイズ���� 展示場所

� 風の物語 
��� ミクスドメディア 可変 県民ギャラリー入口

柳 原 詮 子

��� 作品名 制作年 材質 サイズ���� 展示場所

�
建築にまつわる個の記
憶


��� ���	
分､ ���
�分､ プロジェクター､ 写真 可変 県民ギャラリー

山 極 満 博

��� 作品名 制作年 材質 サイズ���� 展示場所

� ����� 
��� アクリル､ カンバス 	����×	����×� 県民ギャラリー

� ���������� 
��� アクリル､ カンバス､ 鉛筆 ����×
����×
 県民ギャラリー

� ������� 
��� アクリル､ カンバス､ 鉛筆 	�
×��×� 県民ギャラリー


 � !"�#����
 
��� 写真ほか �×
�	×��
 県民ギャラリー

� �������� 
��� メディア・プリント 
�×
� 県民ギャラリー

	� ����� 
��� アクリル､ カンバス､ 鉛筆 �
��×
���×� 県民ギャラリー

		
$#����#�!����% －
��� ��&－


��� 廃品､ 展示ケース ��×��×
	� 県民ギャラリー

	

���%%���� －
���%�����－


��� 発泡スチロール､ プラスター･ボード 	��×�
×���� 県民ギャラリー

	� '�&��#�� 
��� 木 ��×��×�
 県民ギャラリー

	� ������"�( 
��� ダンボール箱
���	�
)	�×	�×	�
���	��)
�×	�×	�
���	��)��×

��×

��

県民ギャラリー

	� ��'�� 
��� 発泡スチロール､ 木

��'��)	��
×	��
×	�×
��個
パレット：		�×		�
スタイロフォーム･ボッ
クス：		�×		�×�	

県民ギャラリー・トラッ
クヤード荷解き室

	� �#����� 
��� セルロイド (ピンポン球)､ バケツ
県民ギャラリー・用具
倉庫

	� ・・・ 
��� ポリウレタン �
�
×����×	�
県民ギャラリー・用具
倉庫

	
 � !"�#����� 
��� 写真ほか ���×���×
��
県民ギャラリー・用具
倉庫

	�
� !"�#�－*���� #�+
��� '�%�－


��� ,-プリント､ プレキシグラス､ アルミ菅

�×
�×
�～������×��
個

県民ギャラリー・トラッ
クヤード


� ��� '#� 
��� 発泡スチロール 
���
美術館入口インフォメー
ションカウンター

米 原 昌 郎

��� 作品名 制作年 材質 サイズ���� 展示場所


	 *�����"�� 
��� パネルに油土 	����×	���� 県民ギャラリー



 .�������������"�� 
��� パネルに油土 
����×
���� 県民ギャラリー

静岡NewArt ｢あなたの居場所｣ 展
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�� �����	
��
�
��
	 ���� ポリエステル樹脂 ����×���� 県民ギャラリー

�� �	�
	������ ���� 布にポリエステル樹脂 ������×�����×����� 県民ギャラリー

�� �����	���� ���� シリコーンラバー �����× ���×����
�
旧浜松銀行協会・エン
トランスホール

�! "�
	 	����"���	
� ���� エレクトーン､ スライドプロジェクター
旧浜松銀行協会・事務
室

�� #�	��
�
��
	 ���� ポリエステル樹脂 ����×����
旧浜松銀行協会・応接
室

�� #�	$����������� ���� 真鍮､ その他 ��!�× ��×���
旧浜松銀行協会・応接
室

�� ��
�
���������	
� ���� フリース生地､ 油粘土 ���× ��×���×�点
旧浜松銀行協会・談話
室

�� ������ ��% ���� 鉄､ その他 ����× ���×���! 旧浜松銀行協会・講堂

�� #�	&��%%����'	 ���� "(� ���!× ���×���
旧浜松銀行協会・会議
室



西洋の風景画－物語から風景へ－

�月�日 (日) ～�月��日 (月・祝) 第�・�展示室

風－絵の中からそよ吹く

�月��日 (水) ～	月
日 (日) 第�展示室
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No. 作者名 作品名

1 パウル・ブリル エルミニアと羊飼いのいる風景

2 クロード・ロラン 笛を吹く人物のいる牧歌的風景

3 サルヴァトール・ローザ 川のある山岳風景

4 ガスパール・デュゲ サビーニの山羊飼

5 アレッサンドロ・マニャスコ 山道の行列

6
ジョヴァンニ・ドメニコ・
ティエポロ

『エジプトへの逃避』

6-1 献辞

6-2 天使に称揚される紋章

6-3 扉

6-4
来たるべき出発について
マリアに話すヨセフ

6-5 隠れ家をさがすヨセフとマリア

6-6 椰子の木の下の聖家族

6-7 エルサレムを出て行く聖家族

6-8 城壁に沿って歩く聖家族

6-9
マリアの腕に抱かれた
幼な子を崇めるヨセフ

6-10
幼な子を腕に抱いたマリアと
篭を背負ったヨセフ

6-11
羊飼いの群れのそばを
通り過ぎるヨセフとマリア

6-12
天使に案内されるマリアと
幼な子を抱いたヨセフ

6-13 逃避途上の休息

6-14 川岸の聖家族

6-15 川岸を離れる聖家族

6-16 天使に助けられ小舟に乗込む聖家族

6-17 小舟で川を渡る聖家族

6-18
ヨセフと天使に助けられ小舟か
ら降りるマリア

6-19
二人の天使が歌う傍らで幼な子
を崇めるヨセフ

6-20
ピラミッドのそばを通り過ぎる
聖家族

6-21 坂道を下る聖家族

6-22
頭部が落ちた彫像のそばを通り
過ぎる聖家族

6-23 木陰で一休みする聖家族

6-24
天使に助けられるマリアと篭を
背負ったヨセフ

6-25 驢馬を連れたヨセフに続くマリア

6-26 ヨセフの後を行くマリア

6-27 エジプトに着いた聖家族

7
ジャン=ジョゼフ=グザビ
エ・ビドー

山の見える牧歌的風景

8
アレクサンドル=イアサン
ト・デュヌイ

パリ､ マドレーヌ大通りの窓か
らの眺め

No. 作者名 作品名

9 アシル=エトナ・ミシャロン 廃墟となった墓を見つめる羊飼い

10
ピエール＝エティエンヌ＝
テオドール・ルソー

ジュラ地方, 草葺き屋根の家

11 ギュスターヴ・クールベ ピュイ・ノワールの渓流

12
ヨーハン・バルトールト・
ヨンキント

オンフルール近郊の街道

13 クロード・モネ ルーアンのセーヌ川

14 カミーユ・ピサロ
ポントワーズ, ライ麦畑とマチュ
ランの丘

15 ポール・シニャック サン＝トロペ､ グリモーの古城

16 ケル＝グザヴィエ・ルーセル 『風景』

16-1 海岸の人物

16-2 風景の中の赤いドレスの女

16-3 縞の外套の女

16-4 水浴者たち

16-5 ニンフの後ろで遊ぶキューピッド

16-6 田園風景の中の女たち

17 モーリス・ド・ヴラマンク 小麦畑と赤い屋根の家

18 ジョルジュ・ブラック Bass

19 ジョアン・ミロ シウラナの教会

20 ファン・グリス 果物皿と新聞

21 パウル・クレー ホールＣ. エントランスＲ２

22 ジョゼフ・アルバース 正方形頌

No. 作者名 作品名

� アンゼルム・キーファー 極光

� 三岸好太郎 海 ◆

� 山本森之助 海岸

� 栗原忠二 雲のある半島 (海の平和)

� 平塚運一 伊豆梅林

� 中川八郎 松原

� 淀井敏夫 波・群

	 曽宮一念 芝浦埋立地


 北川民次 雑草の如くⅢ (裸婦)

�� 海老原喜之助 かぜ

�� 伊藤勉黄 風媒花

�� 香月泰男 飛鳩

�� 澤田政廣 蝶と遊ぶ

�� 浅井忠 雲

�� 青木達弥 薄

収蔵品展



眼で愉しむ－仕組まれたもの

�月�日�火�／��日(土) ～��月��日 (月・祝)
＊�月�日より部分公開 第�・�展示室

版画と写真 ―複製芸術の可能性―

��月�	日 (水) ～��月�
日 (日) 第�・�展示室
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No. 作者名 作品名

�� 金山平三 千曲川 (信濃路の春)

�� 吉田博 上高地の春

�� 茨木猪之吉 初夏の常念岳

�� 李禹煥 風と共に (����) ◆

�� 難波田龍起 ミクロの世界

No. 作者名 作品名

� ジョセフ・アルバース 正方形頌

� 形成・連接

	 ヴィクトル・ヴァザレリ 
��
������★

� ��������★

� フランク・ステラ ブラックシリーズⅠ

��� クリントン・プラザ

��� アランデル城

��	 旗を高く！

��� 道理と無秩序の結婚

��� トムリンソン・コート・パーク

��� ゲッティ廟

��� 労働が自由をもたらす

���
クラブ・オニキス－セヴン・
ステップス

��� ベツレヘムの病院

� 遠藤享
�
�������
���
���  !�"

�
�
�������
���
�#$�
�Ⅲ"

� 鈴木慶則
非在のタブロー
梱包されたオダリスク

�
非在のタブロー
キリコによる ★

��
非在のタブロー
マグリットによる ★

�� 小池一誠 ��%� 石 ★

�� 丹羽勝次 箱シリーズ ’��★

�	
箱シリーズ ’��
(��&��'�) ▲

�� 飯田昭二 &�!�＆&�!�★

�� 前田守一 遠近のものさし ★

�� 遠近のものさし ★

�� 高松次郎 布の弛み

��  (�)� (���*���)

�� 森村泰昌 批評とその愛人 (�) ～ (�)

No. 作者名 作品名

�� 批評とその愛人マケット ★

No. 作者名 作品名

��� 歌川国芳
東海道五拾三駅・五宿名所
由井～鞠子

���
東海道五拾三駅・四宿名所
岡部～金谷

��� 歌川広重
東海道五拾三次 (保永堂版)
／原 朝之富士

���
東海道五拾三次 (保永堂版)
／御油 旅人留女

	��
東海道五拾三次 (隷書)
／日本橋

	��
東海道五拾三次 (隷書)
／吉原

	�	
東海道五拾三次 (隷書)
／府中

	��
東海道五拾三次 (隷書)
／鞠子

��� 安田雷洲
東海道五十三駅
／江戸日本橋

���
東海道五十三駅
／するがのくに はら

��	
東海道五十三駅
／するがのくに よ志ハら
ひたりにふしを見る景

���
東海道五十三駅
／するが ふちう

���
東海道五十三駅
／うつのや丸子

���
東海道五十三駅
／御油

���
東海道五十三駅
／祇園新島原

� 歌川芳幾 源頼朝上洛大井河行列之図

� 小林清親 御茶の水雪

� 虎乃門夕景

� 浅草寺年乃市

� 大伝馬町大丸

�� 平塚運一
ニコライ堂
(東京震災跡風景)

��
築地聖路加病院跡
(東京震災跡風景)

��
洲崎遊廓
(東京震災跡風景)

�	�� 北川民次
瀬戸十景 (表紙)
工場の一角

�	��
瀬戸十景 (�)
窯小屋

�	�	
瀬戸十景 (�)
土堀り場

�	��
瀬戸十景 (	)
煙突のある風景

�	��
瀬戸十景 (�)
夜の工場

�	��
瀬戸十景 (�)
工場のなか



日本画の世界 文雅の心―谷文晃など

��月��日 (土) ～��月��日 (日) 第�展示室

絵肌 (マティエール) の魅力

��月��日 (火) ～��月��日 (日) 第�・�展示室
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No. 作者名 作品名

����
瀬戸十景 (�)
ろくろを回す男

����
瀬戸十景 (�)
山のなかの窯場

����
瀬戸十景 (�)
窯焼き

����	
瀬戸十景 (�)
窯入れ

�����
瀬戸十景 (�	)
瀬戸市街

�
 高松次郎 ��
�
���

�����

�� 北川民次 北川民次蔵書票

�� 久保貞次郎氏蔵書票

�� サトウ氏蔵書票

�� シズマ氏蔵書票

�� 恩地孝四郎 死によりてあげらるる生

�	 和田英作 パリ万国博覧会表彰状

�� 中川雄太郎 巴川の夕景

�� 静岡駅前

�� 上海事変のニュースを聞く人々

�
 メヌマポマード

�� 酒場の女

�� 黒川翠山 題名不詳

�� 田中孝 ����
����


�� ��

�
��

�� 棟方志功 飛天の柵

�	 宗像女妃神の柵

�� 山口源 能役者

�� 同棲

�� 効能

�
 振舞

�� 木下佳通代 無題

�� 野田哲也 ������ ��!���"��#$�%�&'�

��
������(��)�!�$�"��#
�$�����
*�++����#*����,��
���

�� 斎藤智 -�$�$�
�.

�� -�$�$�
��


	 -�$�$�
�/

No. 作者名 作品名

� 谷 文晁 高隠自適山水図◆

� 泛舟山水◆

No. 作者名 作品名

� 浅絳山水図◆


 四季山水◆

� 富嶽図◆

� 富士山図屏風

� 遠山雨意図◆

� 高久靄がい 山水図

� 福田半香 李白観瀑図

�	 溪山真楽図

�� 夏景山水図

�� 平井顕斎 山水図

�� 山水図

�
 永村茜山 伊豆七島真景図巻◆

�� 中山高陽 白梅に錦鶏図

�� 金子金陵 汀翡翠図◆

�� 岡本秋暉 群鳥図◆

�� 花鳥図

�� 椿 椿山 蕃殖図

�	 花卉図

�� 渡辺崋山 書簡 (福田半香宛) ◆

NO. 作者名 作品名

� クロード・モネ ルーアンのセーヌ川

� ポール・シニャック
サン0トロペ､ グリモーの古
城

� モーリス・ド・ヴラマンク 小麦畑と赤い屋根の家


 ジョアン・ミッチェル 湖

� 五姓田義松 富士

� 川村清雄 波

� 太田喜二郎 帰り路 (樵婦帰路)

� 小出楢重 静物

� 和田英作 富士

�	 中澤弘光 風景 (秋の湖畔)

�� 児島虎次郎 酒津の庭 (水蓮)

�� 鳥海青児 張家口

�� 鳥海青児 壁の修理

�
 野口謙蔵 虹の風景

�� 栗原忠二 田園の秋

�� 青木達弥 薄

�� 青木達弥 城跡



西洋美術への招待

��月��日 (水) ～����年�月��日 (日) 第�・�展示室
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NO. 作者名 作品名

�� 青木達弥 石の花

�� 青木達弥 古い寺院

�� 伊藤勉黄 上海の裏町

�� 伊藤勉黄 実のある話

�� 伊藤勉黄 イシスとホルス

�� 岡鹿之助 観測所

�� 香月泰男 飛鳩

�	 香月泰男 白椿

�
 香月泰男 みもざと猫

�� 香月泰男 冬畠

�� 香月泰男 鳩

�� 香月泰男 茶の花

�� 小絲源太郎 春雪

�� 金山平三 千曲川 (信濃路の春)

�� 島戸繁 びわ湖の舟

�� 島戸繁 静かな漁港

�� 草間彌生 無題

�	 斎藤義重 作品２

�
 白髪一雄 屋島

�� 小林和作 秋山

�� 田村一男 北越大雪

No. 作者名 作品名

1 ジャック・カロ 大狩猟

2 パウル・ブリル
エルミニアと羊飼いのいる風
景

3 クロード・ロラン
笛を吹く人物のいる牧歌的風
景

4
レンブラント・ファン・
レイン

三本の木

5
アールト・ファン・デル・
ネール

森の風景

6
ジョヴァンニ・ベネデット・
カスティリオーネ

ジョヴァンニ・ベネデット・
カスティリオーネの天才

7 ヤン・ファン・ホイエン
レーネン､ ライン河越しの眺
め

8 サルヴァトール・ローザ 川のある山岳風景

9 ガスパール・デュゲ サビーニの山羊飼

10
ヤーコブ・ファン・ロイス
ダール

小屋と木立のある田舎道

11 ユベール・ロベール
ユピテル神殿､ ナポリ近郊ポッ
ツォーロ

No. 作者名 作品名

12 リチャード・ウィルソン
リン・ナントルからスノード
ンを望む

13 トマス・ゲインズバラ 水を飲む馬のいる森の風景

14
ジョン・ロバート・カズン
ズ

ポルティーチからヴェスヴィ
オ山を望む

15
ジャン=ジョゼフ=グザビエ・
ビドー

山の見える牧歌的風景

16
アレクサンドル=イアサン
ト・デュヌイ

パリ､ マドレーヌ大通りの窓
からの眺め

17
アシル=エトナ・ミシャロ
ン

廃墟となった墓を見つめる羊
飼い

18 ジョン・コンスタブル
ハムステッド・ヒースの木立,
日没

19 サミュエル・パーマー
ケント州､ アンダーリヴァー
のホップ畑

20
ピエール=エティエンヌ=テ
オドール・ルソー

ジュラ地方､ 草葺き屋根の家

21
ジョゼフ・マロード・ウィ
リアム・ターナー

パッランツァ､ マッジョーレ
湖

22 ジャン=フランソワ・ミレー
バルビゾン近郊の羊飼いと羊
たち

23
ジャン=バティスト=カミー
ユ・コロー

メリ街道､ ラ・フェルテ=ス=
ジュアール付近

24
ヨーハン=バルトールト・
ヨンキント

オンフルール近郊の街道

25 クロード・モネ ルーアンのセーヌ川

26 カミーユ・ピサロ
ポントワーズ､ ライ麦畑とマ
チュランの丘

27 カミーユ・ピサロ クリスマスの農家 (オスニ)

28
アドルフ・ウィリアム・ブー
グロー

若い母親と子供 ◆

29 ポール・セザンヌ ジャ・ド・ブーファンの大樹

30 ポール・ゴーギャン 家畜番の少女

31 ジュリアン・デュプレ 農場の風景

32 ポール・シニャック
サン=トロペ､ グリモーの古
城

33 モーリス・ド・ヴラマンク 小麦畑と赤い屋根の家

34 ジョルジュ・ブラック Bass

35 ワシリー・カンディンスキー
《冷たいかたちのある即興》
のための習作

36 ジョアン・ミロ シウラナの教会

37 ファン・グリス 果物皿と新聞

38 パウル・クレー ホールＣ. エントランスＲ２

39 ハイム・スーチン カーニュ風景

40 マックス・エルンスト ｢博物誌｣ より

40-1 魅惑的な糸杉

40-2 葉の習性



ロダン館 第�展示室

ヨーロッパで活躍した日本の画家たち

�月�日 (火) ～�月�日 (日)

��世紀フランスの旅Ⅰ �月�日�火	～�
月�
日 (月・祝)

��世紀フランスの旅 ��
�
月��日 (水) ～��月��日 (日)

パリの哄笑―ドーミエの風刺版画

��月�
日 (火) ～��月��日 (日)

名品コーナー

�月
日 (火) ～�月�日 (日)

�月
日 (火) ～��日 (日)
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No. 作者名 作品名

� 栗原忠二 セントポール

� 三宅克己
白壁の家 (ベルギー､ ブリュー
ジュ)

� 長谷川潔 南仏風景

� 藤田嗣治 モンルージュ､ パリ

� 清水登之 セーヌ河畔

� 原勝郎 バガテル公園､ パリ

No. 作者名 作品名

�
ジャン�バティスト�カミー
ユ・コロー

メリ街道, ラ・フェルテ�ス�
ジュアール付近

� ギュスターヴ・クールベ ピュイ・ノワールの渓流

� ウージェーヌ・イザベイ
《古きフランスのピトレスク
でロマンティックな旅》より
オーヴェルニュⅠ, Ⅱ

�	� グラ通り､ クレルモン

�	� ポン�ギボーの城

�	� ロヤの峡谷

�	�
クレルモン�ロヤ街道の十字
架

�	� バンの村の入口

�	�
モン�ドールの麓の
バンの村の十字架

�	
 サン�ネクテールの教会堂

�	�
サン�ネクテールの教会堂後
陣

No. 作者名 作品名

� クロード・モネ ルーアンのセーヌ川

� カミーユ・ピサロ
ポントワーズ､ ライ麦畑と
マチュランの丘

� ウジェーヌ・イザベイ
《古きフランスのピトレスク
でロマンティックな旅》より
オーヴュルニュ Ⅰ､ Ⅱ

�	�
廃墟の城とサン�ネクテール
の村

�	� エダ湖

�	�
サン�ジャン教会堂､ ティエー
ル

�	� ブゾール城の廃墟

�	� ポリニャックの城楼

No. 作者名 作品名

�	� ポリニャックの城楼

�	
 ショデセーニュの十字架

�	� ポルミナックのペステイユ城

�	� ラルデロール城

No. 作者名 作品名

� オノレ・ドーミエ
『カリカチュラーナ (ロベー
ル・マケール)』 より

�	� 博愛家ロベール・マケール

�	� 株主総会

�	� 医師ロベール・マケール

�	�
結婚仲介業者ロベール・マケー
ル

�	� 獅子の取り分

�	�
申し訳ありません､ 閣下！
田舎の方に行く用事が…

�	
 弁護士ロベール・マケール

�	� 民法���条の濫用

�	� 友情の濫用

�	�
 バカロレア受験の準備

�	��
公衆ってのは､ きみ､ 愚かな
ものだな…

�	��
これほど弟子ができるとは､
なんともごきげんだな！

���� 画家ロベール・マケール

�	�� 催眠術師ロベール・マケール

�	��
わたしたちはあそこにいる貧
乏人たちをひどいめにあわせ
ているのだろうか？

左 横山大観 日出処日本○

中 リチャード・ウィルソン
リン・ナントルからスノード
ンを望む

右 ジョルジュ・ビゴー 富士 (沼津江浦) ○

左 司馬江漢 七里ケ浜図○ ◆

中
ジャン�バティスト�カミーユ・
コロー

メリ街道, ラ・フェルテ�ス�
ジュアール付近

右 小出楢重 静物



�月�日 (火) ～�月�日 (日)

�月�日 (火) ～��月��日 (月・祝)

��月��日 (水) ～��月	日 (日)

��月�
日 (火) ～��月��日 (日)

��月��日 (水) ～�月�
日 (日)

�月��日 (火) ～�月��日 (日)

	月	日 (金) ～�月�日 (火)

◆：寄託品 ○：富士山の絵画
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左 吉仲太造 現代美術

中 ハイム・スーチン カーニュ風景

右 平木政次 富士○

左 吉仲太造 孤

中
ヤーコブ・ファン・ロイスダー
ル

小屋と木立のある田舎道

右 五姓田義松 富士 ○

左 帆足杏雨 浅絳山水図

中 ヤン・ファン・ホイエン
レーネン､ ライン河越しの眺
め

右 和田英作 日本平望嶽台 ○

左 中林竹洞 神州奇観○

中 ポール・ゴーギャン 家畜番の少女

右 吉田博 篭坂

左 奥村土牛 八瀬の牛

中 ギュスターヴ・クールベ ピュイ・ノワールの渓流

右 和田英作 富士○

左 山口素絢 富嶽図○

中
クロード＝ジョゼフ・ヴェル
ネ

嵐の海

右 三岸好太郎 海 ◆

左 岸駒 芙蓉峰図○

中 ポール・シニャック
サン＝トロペ､ グリモーの古
城

右 東城鉦太郎 山家の春
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№ 作者名 生没年 作品名 制作年 材質 寸法 (ｃｍ) 所蔵先

Ｐａｒｔ１ 静美コレクション

� ジョアン・ミッチェル ��������� 湖 ���� キャンヴァス､ 油彩 �	
��×����� 当館蔵

� 田中敦子 ��
���		� ����Ａ ���� 綿布､ アクリル系樹脂塗料 �����×


�
 当館蔵


 モーリス・ルイス ��������� べス・アイン ���� キャンヴァス､ アクリル �
��	×


�	 当館蔵

� ジョセフ・コスース ����� タイトルド, 雨 ���
 アクリル､ シルク印刷 ��	×��	 当館蔵

� カール・アンドレ ��
�� 鉛と亜鉛のスクエア ���� 鉛､ 亜鉛 各	��×�	×�	 当館蔵

� アンゼルム・キーファー ����� 極光 ��
����
写真､ 灰､ 焦げ跡のついた鉛､ 上塗
りした鉄のフレーム

�����×�	��� 当館蔵


 草間彌生 ����� 無題 ���� キャンヴァス､ 油彩 �
���×
���	 当館蔵

� 最後の晩餐 ����
ミクスト・メディア (テーブル１､
イス６､ 綿布､ 綿､ 既製品ほか)

テーブル：
�	
×���×�	�
椅子：
各�	×��×��

当館蔵

� ドナルド・ジャッド ��������� 無題 ���	
黒のアノダイズド､ アルミニウム､
ブロンズ色のプレキシグラス
(�	ユニット)

各����×����
×���	

当館蔵

Ｐａｒｔ２ Ａ氏コレクション

�	アンディ・ウオーホル ��������
 ドル記号 ����
キャンヴァス､ 合成ポリマー絵具､
シルクスクリーン

�	��×�	�� 個人蔵

��河原 温 ��

� ＤＥＣ. ��, ���� ���� キャンヴァス､ リキテックス ���
×

 個人蔵

�� ＪＡＮ. ��, ���� ����
キャンヴァス､ リキテックス､
新聞

�	�
×���� 当館蔵

�
 ＪＡＮ. ��, ���� ����
キャンヴァス､ リキテックス､
新聞

�	�
×���� 当館蔵

�� ＡＰＲ. �, ���� ����
キャンヴァス､ リキテックス､
新聞

�	�
×���� 当館蔵

�� ＪＵＬ. �
, ���� ����
キャンヴァス､ リキテックス､
新聞

���
×

 個人蔵

�� ���������������
����		 ���� 本２冊､ 合計�			ページ 個人蔵

�
 ����(�������
�) �		� 本��冊､ 合計�
�	ページ 個人蔵

��
��������������������＆
 !�!��"������	

�		�
オーディオ#$��枚 (各�	分)､
木箱

�
��×����×�
��
(木箱サイズ)

個人蔵

��イ・ブル ����� モンスタードローイング �		� 紙､ アイシャドウ､ 木炭 

��×�� 個人蔵

�	 モンスタードローイング �		� 紙､ アイシャドウ､ 木炭 

��×�� 個人蔵

�� モンスタードローイング �		� 紙､ アイシャドウ､ 木炭 

��×�� 個人蔵

�� モンスタードローイング �		� 紙､ アイシャドウ､ 木炭 

��×�� 個人蔵

�

��%�&����'����
($��!(�!&№��)

�		� パネルにパール埋め込み �	×�	 個人蔵

��
��%�&����'����
($��!(�!&№��)

�		� パネルにパール埋め込み �	×�	 個人蔵

��小谷元彦 ��
��
胸いっぱいの愛を
()�*+�,�-)+�"

�		� デジタルプリント､ 木製フレーム �
���×����� 個人蔵

��宮島達男 ���
� �..�����/��&��0 ���	
+�$､ �#､ 電線､ アルミニウムパネ
ル (２ユニット)

各����×��×
�� 個人蔵

�

#�!��$�1�$��1��2
��$�
����3"

���� 紙､ インク �	×
	 個人蔵

��
#�!��$�1�$��1��2
��$�
��4��'%"

���� 紙､ インク �	×
	 個人蔵

�� �����&�$!����& -��� ���� +�$､ �#､ 電線､ スチールパネル ��
��×�×��� 個人蔵

我が愛しのコレクション
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№ 作者名 生没年 作品名 制作年 材質 寸法 (ｃｍ) 所蔵先

��
������	�
�	
��
������	���
������������

����
鉛筆､ カラーペン､ 黒い紙にコラー
ジュ

��×���� 個人蔵

��
������	�
�	
��
������	���
������������

����
鉛筆､ カラーペン､ 黒い紙にコラー
ジュ

��×���� 個人蔵

��
������	�
�	
��
������	���
������������

����
鉛筆､ カラーペン､ 黒い紙にコラー
ジュ

��×���� 個人蔵

��
��������������	���������
���
���� !�
�"

����
#$%､ &�､ 電線､ 鏡､ ステンレス鋼
パネル

'(×'(×��� 個人蔵

Ｐａｒｔ� Ｂ氏コレクション

�(オノデラユキ �'���
古着のポートレート
№(�

�''� ゼラチン・シルバープリント ���×��� 個人蔵

�� ���������)%�� �''* ゼラチン・シルバープリント ��'×�� 個人蔵

�� ���������)%�� �''* ゼラチン・シルバープリント ��'×�� 個人蔵

�� 真珠のつくり方 №� ���� ゼラチン・シルバープリント �'�×���
当館寄
託

�* ����+,�+	�-���� ���� ゼラチン・シルバープリント �(*×��� 個人蔵

�' ミツバチー鏡 №３ ���� ゼラチン・シルバープリント ���×�(� 個人蔵

(�屋代敏博 �'��� 稲荷湯Ⅰ �''� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

(� 稲荷湯Ⅱ �''� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

(� 柳湯Ⅰ �''� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

(� 柳湯Ⅱ �''� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

((服部冬樹 �'��� 壁の詩 �'�� ゼラチン・シルバープリント ���*×�*�� 個人蔵

(� 花 エンレイ草 �'�' シルバー・ダイブリーチ・プリント �*×�� 個人蔵

(� 白いカップ �'*� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

(� 静物 －冬の－ �'*� ゼラチン・シルバープリント �*×�� 個人蔵

(* 無題 (羽虫) �'*� ゼラチン・シルバープリント ����×���� 個人蔵

(' カラーレーション習作 �'*� シルバー・ダイブリーチ・プリント ��×�' 個人蔵

�� 冬１ �'*( ゼラチン・シルバープリント �*×�� 個人蔵

�� 木の実 �''� ゼラチン・シルバープリント �*×�� 個人蔵

�� 早春の湖畔 �''( ゼラチン・シルバープリント ���(×���( 個人蔵

�� 木の実 �''� シルバー・ダイブリーチ・プリント ��×���� 個人蔵

�(北井一夫 �'((－
｢新世界物語｣ より
“立ち飲み屋”

�'�' ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

��
｢新世界物語｣ より
“うどん屋”

�'*� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

��
｢新世界物語｣ より
“てんのじ村”

�'*� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

��
｢新世界物語｣ より
“野球少年”

�'*� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

�*
｢新世界物語｣ より
“不動産屋”

�'*� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

�'
｢新世界物語｣ より
“地蔵盆”

�'*� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

��
｢新世界物語｣ より
“通天閣”

�'*� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵



平成17年度静岡県立美術館年報 109

№ 作者名 生没年 作品名 制作年 材質 寸法 (ｃｍ) 所蔵先

��
｢新世界物語｣ より
“舞台裏”

���� ゼラチン・シルバープリント ��×�	 個人蔵

��
｢新世界物語｣ より
“パチンコ屋開店前”

���� ゼラチン・シルバープリント ��×�	 個人蔵

��
｢新世界物語｣ より
“盲目の老婦人”

���� ゼラチン・シルバープリント ��×�	 個人蔵

�
森山大道 �����
｢何かへの旅｣ より
横浜港

���� ゼラチン・シルバープリント ��
	×�� 個人蔵

�	
｢何かへの旅｣ より
岡山県下津井

���� ゼラチン・シルバープリント ��
	×�� 個人蔵

��
｢何かへの旅｣ より
能登半島

���� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

��
｢何かへの旅｣ より
三沢市内

���� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

��
｢何かへの旅｣ より
能登半島

���� ゼラチン・シルバープリント ��×
� 個人蔵

��
｢何かへの旅｣ より
犬の町三沢 犬

���� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

�� 高遠の桜 ���� ゼラチン・シルバープリント ��×
� 個人蔵

�� 白骨温泉 (弁当) ���� ゼラチン・シルバープリント ��
	×��
	 個人蔵

�� 白骨温泉 ���� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

��
｢日本三景｣ その二より
宮島 鏡台

���� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

�

｢日本三景｣ その二より
宮島

���� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

�	
｢日本三景｣ その三より
松島

���
 ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

��
｢五所川原｣ より
野良猫

���� ゼラチン・シルバープリント ��×
� 個人蔵

�� ｢東京｣ より 女性 ���� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

�� ｢東京｣ より 二人のギャル ���� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

�� ｢東京｣ より 母と子 ���� ゼラチン・シルバープリント ��×�� 個人蔵

�� ｢東京｣ より 新宿 ���� ゼラチン・シルバープリント ��
	×��
	 個人蔵

��
｢東京｣ より
電車内の女性

���� ゼラチン・シルバープリント ��×��
� 個人蔵

��深瀬昌久 ���
� ｢鴉｣ より 金沢市 ���� ゼラチン・シルバープリント ��
�×��� 個人蔵

��荒木経惟 ��
�� ｢少女世界｣ より ���� ゼラチン・シルバープリント ���×��� 個人蔵

�
 ｢少女世界｣ より ���
 ゼラチン・シルバープリント �

	×�

	 個人蔵

�	山口長男 ��������� 作品 ��
	頃 油彩､ 布 ���×�� 個人蔵

�� 円と折れ曲がった線 ��	� 油彩､ 板 ��×�
 個人蔵

�� 積 ���� 油彩､ 板 ��×
� 個人蔵

�� 脈 ���� 油彩､ 板 ���
�×���
� 当館蔵

�� 裂 ���� 油彩､ 板 ��×�� 個人蔵

�� 縫 ���� 油彩､ 板 ���
�×��
	 個人蔵

�� 絶筆 ���� 油彩､ 板 ��×�� 個人蔵

��李禹煥 ����� 点より ���	 キャンヴアス､ 岩絵具､ にかわ ���×�� 個人蔵

�� 線より ���� キャンヴアス､ 岩絵具､ にかわ ���×��� 当館蔵
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№ 作者名 生没年 作品名 制作年 材質 寸法 (ｃｍ) 所蔵先

�� 線より ���� キャンヴアス､ 岩絵具､ にかわ ��×��� 個人蔵

�� 線より ���� キャンヴアス､ 岩絵具､ にかわ �	×�� 個人蔵

�
 線より ���	 キャンヴアス､ 岩絵具､ にかわ ��×�	 個人蔵

�� 風と共に ���� キャンヴアス､ 油彩､ 岩絵具 		�×��	
当館寄
託

�� 風と共に ���� キャンヴアス､ 油彩､ 岩絵具 ��×��� 個人蔵

�� 風と共に ���� キャンヴアス､ 油彩､ 岩絵具 	��×	���	
当館寄
託

��� 風と共に ���� キャンヴアス､ 油彩､ 岩絵具 		�×��	
当館寄
託

��� 風と共に ���� キャンヴアス､ 油彩､ 岩絵具 �
	×��� 個人蔵

��	 風と共に ���� キャンヴアス､ 油彩､ 岩絵具 ��×��� 個人蔵

��� 風と共に ���	 キャンヴアス､ 油彩､ 岩絵具 ��×�	 個人蔵

��� 照応 ���� キャンヴアス､ 油彩､ 岩絵具 ��	×�� 個人蔵

��� 照応 ���� キャンヴアス､ 油彩､ 岩絵具 �
	×��� 個人蔵

��
 照応 	��	 キャンヴアス､ 油彩､ 岩絵具 ��	×�� 個人蔵

��� 照応 	��	 キャンヴアス､ 油彩､ 岩絵具 ��×��� 個人蔵

���鈴木 治 ��	

	��� 馬 ���� 	�×	� 個人蔵

��� 呉須磁形 ���� ��×	���×���� 個人蔵

��� 泥象 風立像 ���	 ��×�� 個人蔵

��� 風神 ���� ��×		×�� 個人蔵

��	 浮木 ���� ��×���
×�� 個人蔵

��� 雛 一対 ����
	�×����×	�
	
��×�	×��

個人蔵

���辻 勘之 ����
 わらをもつかむ ���� 	�×		×���� 個人蔵

���八木一夫 ����
���� ライオン ��
� �
×����×��� 個人蔵

��
 獅子 ��
� �
×����×��� 個人蔵
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№ 作者名 作品名 制作年 材質､ 形状 寸法 (ｃｍ) 会場

� オーギュスト・ロダン 考える人 ���� ブロンズ ����	×	��
×	��


	
エルンスト・ルートヴィヒ・
キルヒナー

三本の道 ���� 紙､ 木版 ����×����

� 川村清雄 風景 ��	�年代頃 キャンヴァス､ 油彩 ����×����


 柏木俊一 道 キャンヴァス､ 油彩 ����×
���

� 柏木俊一 海と畑と森 ���
 キャンヴァス､ 油彩 ����×����� ●


 ハイム・スーチン カーミユ風景 ��	� キャンヴァス､ 油彩 
���×�	�


� 平塚運一 伊豆梅林 ���� キャンヴァス､ 油彩 ����×
���

� 中村岳陵 爽秋 ���� 絹本着色 

��×����� ●

� 石川欽一郎 利根の水郷 ��	��
�頃 紙､ 水彩 	
��×����

��石川欽一郎 駿河湾 ����頃 絹､ 水彩 ����×

��

��石川欽一郎 海辺 (早川海岸) ����頃 キャンヴァス､ 油彩 ���	×�	��

�	石川欽一郎 台風風景農村 不詳 紙､ 水彩 	���×����

��高畠達四郎 熱海､ 伊豆山 紙､ 鉛筆､ 水彩 ���
×����

�
高畠達四郎 いわし網漁 紙､ インク､ 水彩 ���
×	���

��高畠達四郎 イカ 紙､ 鉛筆 	���×����

�
高畠達四郎 うさぎ小屋 ���� 紙､ 鉛筆､ 水彩 	
��×	���

��高畠達四郎 漁師の家 ���� キャンヴァス､ 油彩 �	��×����

��高畠達四郎 伊豆下田港 ���
 キャンヴァス､ 油彩 ����×
���

��梅原龍三郎 暁天 (富士山・大仁) ��

��
頃 紙本着色 

��×����

	�梅原龍三郎 富士山内浦 ��
� 紙本墨画 �
��×	���

	�パブロ・ピカソ ダヴィデとバテシバ ��
� 紙､ リトグラフ 
���×
��	��
�	×�
���

		北川民次 雑草の如くⅢ (裸婦) ��
� キャンヴァス､ 油彩 �����×�
	�� ○

	�横山大観 富士山 ���������頃 絹本着色 ����×����

	
東山魁夷 秋富士 ���� 絹本着色 

�
×���� ●

	�曽宮一念 麦秋 ��
� キャンヴァス､ 油彩 �	��×����

	
曽宮一念 毛無連峯 ���� キャンヴァス､ 油彩 ����×�	��

	�伊藤勉黄 窓 ���� 紙､ 木版 ����×�	�� ○

	�伊藤勉黄 風媒花 ���� 紙､ 木版 
���×���� ○

	�吉原治良 ���� ���� キャンヴァス､ 油彩 �
	��×�����

��ヘンリー・ムア 横たわる人体 ���� ブロンズ �
��×����×
���

��金沢健一 音のかけら２ ���� 鉄､ ゴム ���	×�����×�����

�	川田示示石石子 ���������� 	��	
アクリルガッシュ､ 写真､
チップボードパネル

	���×	���×
�	
×	�点

移動美術館

○大須賀展のみ出品 ●伊東展のみ主品



管理運営

■静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条例

(昭和��年��月��日静岡県条例第��号)

改正 平成元年３月��日条例第	�号

平成３年３月��日条例第２号

平成４年３月�
日条例第�	号

平成８年３月��日条例第��号

平成��年３月��日条例第��号

平成��年７月�	日条例第	
号

平成�
年３月��日条例第２号

平成��年７月�
日条例第	�号

静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条

例をここに公布する｡

静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条例

(趣旨)

第１条 この条例は､ 静岡県立美術館の設置､ 管理及

び使用料に関し必要な事項を定めるものとする｡

(設置)

第２条 美術の振興を図り､ もって県民の文化の発展

に寄与するため､ 静岡県立美術館 (以下 ｢美術館｣

という｡) を静岡市に設置する｡

(平３条例２・一部改正)

(観覧料)

第３条 美術館に展示されている美術品を観覧しよ

うとする者は､ 別表第１に定める額の観覧料を納め

なければならない｡

(特別観覧)

第４条 知事は､ 美術館に収蔵されている美術品につ

いて学術研究等のために必要があると認めるときは､

当該美術品の模写､ 模造､ 撮影等 (以下 ｢特別観覧｣

という｡) をしようとする者に対して､ 当該特別観

覧を承認することができる｡

２ 前項の承認には､ 美術館の管理のために必要な限

度において条件を付することができる｡

(平３条例２・一部改正)

(特別観覧料)

第５条 特別観覧をしようとする者は､ 別表第２に定

める額の特別観覧料を前納しなければならない｡

(使用の承認)

第６条 県民ギャラリー又は講堂 (以下 ｢県民ギャラ

リー等｣ という｡) を使用しようとする者は､ 知事

の承認をうけなければならない｡

２ 前項の承認には､ 県民ギャラリー等の管理のため

に必要な限度において､ 条件を付することができる｡

(平３条例２・一部改正)

(使用の不承認)

第７条 知事は､ 次の各号の一に該当するときは､ 県

民ギャラリー等の使用を承認しないことができる｡

� 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると

認めるとき｡

� 管理及び運営上支障があると認めるとき｡

� その他その使用を不適当と認めるとき｡

(平３条例２・一部改正)

(使用の承認の取消し等)

第８条 知事は､ 第６条第１項の承認を受けた者 (以

下 ｢使用者｣ という｡) が次の各号の一に該当する

ときは､ その承認を取り消し､ 又は使用を制限する

ことができる｡

� 前条各号に掲げる理由が生じたとき｡

� 第６条第２項の規定により付された条件に違反

したとき｡

� 偽りその他不正の手段により使用の承認を受け

たとき｡

２ 前項の場合において､ 使用者に損害を生ずること

があっても､ 県はその賠償の責めを負わない｡

(平３条例２・一部改正)

(使用料)

第９条 県民ギャラリー等を使用しようとする者は､

別表第３に定める額の使用料を前納しなければなら

ない｡

(観覧料等の減免)

第��条 知事は､ 特別の理由があると認めるときは､

観覧料､ 特別観覧料又は使用料 (以下 ｢観覧料等｣

という｡) を減免することができる｡

(観覧料等の不還付)

第��条 既納の観覧料等は還付しない｡ ただし､ 知事

が特別の理由があると認めるときは､ この限りでな

い｡

(職員)

第��条 美術館に事務職員その他の必要な職員を置く｡

(協議会の設置)

第��条 博物館法 (昭和��年法律第��
号) 第��条第

１項の規定に基づき､ 美術館に静岡県立美術館協議

会 (以下 ｢協議会｣ という｡) を置く｡

(協議会の委員)

第�	条 協議会の委員 (以下 ｢委員｣ という｡) の定

数は､ �
人以内とする｡

２ 委員の任期は２年とする｡ ただし､ 補欠委員の任

期は､ 前任者の残任期間とする｡

３ 委員は､ 再任されることができる｡
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(委任)

第��条 この条例の施行に関し必要な事項は､ 規則で

定める｡ (平��条例��・一部改正)

附 則

この条例は､ 昭和��年１月１日から施行する｡ ただ

し､ 第３条から第��条までの規定は､ 同年４月１日

から施行する｡

附 則 (平成元年３月29日条例第43号)

１ この条例は､ 平成元年４月１日から施行する｡

２ この条例の施行前に承認した静岡県立美術館の使

用に係る使用料の額は､ 改正後の静岡県立美術館の

設置､ 管理及び使用料に関する条例別表第３の規定

にかかわらず､ なお従前の例による｡

附 則 (平成３年３月19日条例第２号)

１ この条例は､ 平成３年４月１日から施行する｡

２ この条例の施行の際現に改正前の静岡県立美術館

の設置､ 管理及び使用料に関する条例第４条第１項

又は第６条第１項の規定により承認を受けている者

は､ 改正後の静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用

料に関する条例第４条第１項又は第６条第１項の規

定により承認を受けた者とみなす｡

附 則 (平成４年３月25日条例第14号)

１ この条例は､ 平成４年４月１日から施行する｡

２ この条例の施行前に承認した静岡県立美術館の使

用に係る使用料の額は､ 改正後の静岡県立美術館の

設置､ 管理及び使用料に関する条例別表第３の規定

にかかわらず､ なお従前の例による｡

附 則 (平成８年３月28日条例第11号)

１ この条例は､ 平成８年４月１日から施行する｡

２ この条例の施行前に承認した静岡県立美術館の使

用に係る使用料の額は､ 改正後の静岡県立美術館の

設置､ 管理及び使用料に関する条例別表第３の規定

にかかわらず､ なお従前の例による｡

附 則 (平成11年３月19日条例第16号)

１ この条例は､ 平成��年４月１日から施行する｡

２ この条例の施行前に承認した静岡県立美術館の使

用に係る使用料の額は､ 改正後の静岡県立美術館の

設置､ 管理及び使用料に関する条例別表第３の規定

にかかわらず､ なお従前の例による｡

附 則 (平成13年７月24日条例第45号)

１ この条例は､ 平成��年�	月１日から施行する｡

附 則 (平成15年３月12日条例第２号)

１ この条例は､ 平成��年４月１日から施行する｡

附 則 (平成��年７月��日条例第��号)

１ この条例は､ 平成��年７月��日から施行する｡

別表第１ (第３条関係)

� 常設展示

備考 １ 個人とは､ 満��歳以上の者であって､ 中学

校及び高等学校の在学者並びにこれらに準ず

る者以外のものをいう｡

２ 団体とは､ 
	人以上をいう｡

３ 企画展示と常設展示を併せて観覧する場合

の常設展示の観覧料は､ 減額し､ 又は無料と

することができる｡

� 企画展示

���		円を限度として知事がその都度定める額

別表第２ (第５条関係)

別表第３ (第９条関係)

� 県民ギャラリー

� 講堂

一部改正 [平成元年条例��号・４年��号・８年��号・

��年��号・��年��号・��年２号]

■静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条

例施行規則

(平成３年３月
�日静岡県規則第
�号)

改正 平成５年３月
�日規則第��号

平成６年３月�	日規則第５号

平成９年３月
�日規則第��号

平成�
年３月��日規則第��号

平成��年７月
�日規則第��号

静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条

例施行規則をここに制定する｡

静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条
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利 用 区 分 観 覧 料
個 人 ３００円
団 体 １人につき ２００円

利 用 区 分 特 別 観 覧 料

模 写 １点１日につき ２,０００円

模 造 １点１日につき ２,０００円

撮 影 １点１回につき ４,０００円

熟 覧 １点１日につき １,０００円

原 板 使 用 １点１回につき ３,０００円

利 用 区 分
使 用 料

�	時から��時�	分まで

入場料を徴収する場合
県民ギャラリーＡ １６�９５０円

県民ギャラリーＢ １２�７５０円

入場料を徴収しない場合
県民ギャラリーＡ １１�３００円

県民ギャラリーＢ ８�５００円

使 用 料

午 前 午 後 全 日

�	時から�
時�	分まで ��時から��時�	分まで �	時から��時�	分まで

７�５５０円 １３�６５０円 ２１�２００円



例施行規則

(趣旨)

第１条 この規則は､ 静岡県立美術館の設置､ 管理及

び使用料に関する条例 (昭和��年静岡県条例第��号｡

以下 ｢条例｣ という｡) の施行に関し必要な事項を

定めるものとする｡

(開館時間及び休館日)

第２条 静岡県立美術館 (以下 ｢美術館｣ という｡)

の開館時間及び休館日は､ 次のとおりとする｡ ただ

し､ 美術館の長 (以下 ｢館長｣ という｡) が特に必

要と認める場合には､ 開館時間を変更し､ 又は休館

日に開館し､ 若しくは休館日以外の日に休館するこ

とができる｡

� 開館時間 午前��時から午後５時��分まで｡ た

だし､ 入館時間は､ 午後５時までとする｡

� 休館日

ア 月曜日 (その日が国民の祝日に関する法律

(昭和��年法律第���号) に規定する休日に当た

るときは､ その翌日以降の最初の休日でない日｡)

イ ��月��日から翌年の１月３日までの日

一部改正 [平成９年規則	�号・��年	
号]

(観覧手続)

第３条 常設展示又は企画展示を観覧しようとする者

は､ 条例第３条に規定する観覧料を納付し､ 観覧券

の交付を受けなければならない｡ ただし､ 館長が認

めた団体については､ 観覧後に観覧料を納めること

ができる｡

(特別観覧手続)

第４条 条例第４条第１項に規定する特別観覧をしよ

うとする者は､ あらかじめ､ 様式第１号による特別

観覧承認申請書を館長に提出しなければならない｡

２ 館長は､ 特別観覧を承認したときは､ 特別観覧承

認書を当該申請をした者に交付するものとする｡

(県民ギャラリー等の使用手続)

第５条 条例第６条第１項に規定する県民ギャラリー

等を使用しようとする者は､ あらかじめ､ 様式第２

号による県民ギャラリー等使用承認申請書を館長に

提出しなければならない｡

２ 館長は､ 県民ギャラリー等の使用を承認したとき

は､ 県民ギャラリー等使用承認書を当該申請をした

者に交付するものとする｡

(使用の制限)

第６条 館長は､ 次の各号のいずれかに該当する者に

対して､ 入館を禁じ､ 又は退館を命ずることができ

る｡

� 館内の風紀若しくは秩序を乱し､ 又は設備を損

傷するおそれのある者

� 館内の諸規程に違反し､ 又は管理運営上支障が

あると認められる者

� その他館長の指示等に違反した者

(譲渡等の禁止)

第７条 第４条第２項又は第５条第２項の規定による

承認を受けた者 (以下 ｢使用権利者｣ という｡) は､

その権利を他人に譲渡し､ 又は転貸してはならない｡

(原状回復)

第８条 使用権利者は､ その使用を終わったときは､

速やかに､ 県民ギャラリー等を原状に復しなければ

ならない｡ 条例第８条第１項の規定により使用の承

認の取消し等の処分を受けたときも､ 同様とする｡

(損害賠償)

第９条 美術館の利用者は､ 自己の責めに帰すべき理

由により､ 美術館の施設若しくは設備を損傷し､ 又

は美術品等を亡失し､ 若しくは損傷したときは､ そ

の損害を賠償しなければならない｡

(観覧料等の減免)

第��条 条例第��条の規定による観覧料等の減免は､

次の各号のいずれかに該当する場合に行うものとし､

その減免する額は､ 当該各号に定める額とする｡

� 身体障害者手帳､ 療育手帳又は精神障害者保健

福祉手帳の交付を受けている者が常設展示又は企

画展示を観覧する場合 観覧料の全額

� 前号に規定する者が常設展示又は企画展示を観

覧するときに現に付き添って介護をしている者

(障害者１人につき１人に限る｡) が常設展示又は

企画展示を観覧する場合 観覧料の全額

� 年齢��歳以上の者が常設展示又は企画展示を観

覧する場合 観覧料の全額

� 教育課程に基づく教育活動として常設展示を観

覧する児童又は生徒を引率する者が常設展示を観

覧する場合 観覧料の全額

� その他館長が特別の理由があると認める場合

館長が別に定める額

２ 観覧料等の減免を受けようとする者は､ あらかじ

め､ 様式第３号による観覧料等減免申請書を館長に

提出し､ その承認を受けなければならない｡ ただし､

前項第１号から第３号までに規定する者が常設展示

又は企画展示を観覧するときは､ この限りでない｡

３ 館長は､ 観覧料等の減免を承認したときは､ 観覧

料等減免承認書を当該申請をした者に交付するもの

とする｡

一部改正 [平成５年規則��号・９年	�号・��年��号]

(観覧料等の還付)

第��条 条例第��条ただし書の規定による観覧料等の

還付は､ 次の各号のいずれかに該当する場合に行う

ものとする｡

� 観覧者､ 特別観覧者又は県民ギャラリー等の使

用者の責めに帰することができない理由により観

覧､ 特別観覧又は県民ギャラリー等の使用ができ

なくなったとき｡

� その他館長が特別の理由があると認めるとき｡
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２ 観覧料等の還付を受けようとする者は､ 観覧券又

は様式第４号による特別観覧料 (使用料) 還付申請

書を館長に提出しなければならない｡ ただし､ 前項

第１号に規定する理由に該当する特別観覧料及び県

民ギャラリー等使用料の還付については､ この限り

でない｡

(委任)

第��条 この規則に定めるもののほか､ 美術館の管理

に関し必要な事項は､ 館長が別に定める｡

附 則

この規則は､ 平成３年４月１日から施行する｡

附 則 (平成５年３月25日規則第13号)

この規則は､ 平成５年４月１日から施行する｡

附 則 (平成６年３月10日規則第５号)

この規則は､ 平成６年４月１日から施行する｡

附 則 (平成９年３月28日規則第51号)

この規則は､ 平成９年４月１日より施行する｡

附 則 (平成12年３月31日規則第17号)

１ この規則は､ 平成��年４月１日より施行する｡

２ この規則の施行の際改正前の静岡県立美術館の設

置､ 管理及び使用料に関する条例施行規則の様式

(以下 ｢旧様式｣ という｡) により提出されている申

請書は､ 改正後の静岡県立美術館の設置､ 管理及び

使用料に関する条例施行規則の相当する様式により

提出された申請書とみなす｡

３ この規則の施行の際旧様式により作成されている

用紙は､ 当分の間､ 調整して使用することができる｡

附 則 (平成13年７月24日規則第59号)

この規則は､ 平成��年��月１日から施行する｡

様式第１号 (第４条関係)

(用紙 日本工業規格Ａ４縦型)

特別観覧承認申請書

年 月 日

静岡県立美術館長 様

住所

氏名

電話番号

次のとおり特別観覧の承認を受けたいので､ 申請します｡

様式第２号 (第５条関係)

(用紙 日本工業規格Ａ４縦型)

県民ギャラリー等使用承認申請書

年 月 日

静岡県立美術館長 様

住所〔法人にあっては､ その主たる事務所の所在地〕

氏名〔法人にあっては､ その名称及び代表者の氏名〕�

次のとおり県民ギャラリー等の使用の承認を受けたいので､ 申請します｡

(注) 展覧会､ 講演等の詳細な内容を記載した書類を添えてください｡
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美術品の名称 作者名 点数

特別観覧
の 目 的

区 分 模写 模造 撮影 熟覧 原板使用

日 時
年 月 日 時 から 時まで
年 月 日 時 から 時まで

内 訳

模 写 点 日 円 合 計

模 造 点 日 円

撮 影 点 日 円

熟 覧 点 日 円

原板使用 点 日 円

備 考

展覧会､ 講演会の名称

展覧会､ 講演等の内容

使 用 区 分 県民ギャラリー (Ａ・Ｂ) 講堂

使 用 期 間
年 月 日 ( ) 時 分から
年 月 日 ( ) 時 分まで

日間

入場料等の徴収の有無 有・無 円

主 催 者 名

連絡責任者及び電話

後 援 者 名



様式第３号 (第��条関係)

(用紙 日本工業規格Ａ４縦型)

観覧料等減免申請書

年 月 日

静岡県立美術館長 様

住所〔法人にあっては､ その主たる事務所の所在地〕

氏名〔法人にあっては､ その名称及び代表者の氏名〕�

次のとおり観覧料等の減免の承認を受けたいので､ 申請します｡

様式第４号 (第��条関係)

(用紙日本工業規格Ａ４縦型)

特別観覧料
還付申請書

使 用 料

年 月 日

静岡県立美術館長 様

住所〔法人にあっては､ その主たる事務所の所在地〕

氏名〔法人にあっては､ その名称及び代表者の氏名〕�

次のとおり
特別観覧料

使 用 料
の還付を受けたいので､ 申請します｡

(静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条

例施行規則第10条の表中に掲げる特別の理由及び別に

定める額の範囲について)

静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条

例施行規則 (平成３年静岡県規則第��号) 第��条の表

中 ｢その他館長が特別の理由があると認めるとき｡｣

は､ 次の表の左欄に該当する場合とし､ 同条の表中

｢減免する額｣ は､ 次の表の右欄に掲げる額とする｡

附 則

この規程は､ 平成３年４月１日より施行する｡

■静岡県立美術館県民ギャラリー利用規程

(目的)

第１条 静岡県立美術館の組織及び管理に関する条例

施行規則 (平成３年静岡県規則第��号) 第５条及び

第��条に基づき､ 県民ギャラリーの管理を適正に行

うため､ 次のとおりこの規程を定める｡

(利用範囲)

第２条 県民ギャラリーは､ 美術に関する展覧会を開

催する場合に利用できる｡

２ 美術に関する展覧会であっても､ 収益を目的とす

る場合は利用できない｡

(使用期間)

第３条 使用期間は､ 原則として１週間 (月曜日��時

～翌週月曜日��時��分) を単位とし､ 引き続き使用

する場合は最大４週間とする｡

２ 使用期間は､ 搬出入を含めて��時から��時��分ま

でとする｡

(申込期間)

第４条 申込期間は使用希望する月の６ヶ月前の１日

から��日とする｡ ただし､ 使用希望日が月をまたが

る場合は､ 翌月使用の申し込みとする｡

２ ２週間以上の使用で優先使用を希望する場合は､

使用希望する月の７ヶ月前の１日から��日とする｡
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減 免 申 請 の 区 分 観覧料 特別観覧料 使用料

申 請 の 理 由

日 時
年 月 日 ( ) 時 分から
年 月 日 ( ) 時 分まで

観 覧 人 員 人

県民ギャラリー等使用
の場合は､ 推定入場人
員

人

責 任 者 氏 名

責 任 者 電 話 番 号

観 覧 料 等 円

減 免 申 請 額 円

特別観覧承認書等の
年月日及び文書番号

還付を受けようとする
理由

還付を受けようとする
金額 円

観覧料等を減免する場合 減免する額

大学等の教員､ 美術館等の学芸員及び
その他の研究者が学術研究のために特
別観覧するとき｡

特別観覧料の全額

小学校､ 中学校､ 高等学校及び特殊教
育諸学校の教諭が教科研究のために特
別観覧するとき｡

特別観覧料の全額

新聞社及び出版社等が掲載する記事の
ために特別観覧する場合であって､ 美
術館の宣伝に役立つと認められるとき｡

特別観覧料の全額

静岡県立美術館と実質共催で事業を行
うために県民ギャラリー等を使用する
とき｡

使用料の全額

静岡県立美術館と名義共催で事業を行
うために県民ギャラリー等を使用する
とき｡

使用料の２分の１
に相当する額

その他館長が特別の理由があるものと
認めるとき｡

館長が別に定める
額



(申込方法)

第５条 使用しようとする者は､ インターネットによ

り､ 静岡県施設予約システム ｢とれる���｣ から申

し込む｡

(設備取り付け等)

第６条 使用者が､ 施設に特別の設備を取り付け､ 又

は､ 備え付け以外の備品を使用する場合は､ 許可を

必要とする｡

(物品等の販売)

第７条 物品の販売を行うときは､ あらかじめ館長の

許可を必要とする｡

２ 展示品の販売は､ 一切許可しない｡

(展示品等の管理)

第８条 使用期間中の展示品等の管理については､ 主

催者が責任を持って行うものとする｡

(現状回復義務)

第９条 搬出時には搬入した作品をすべて搬出すると

共に､ 施設等を現状に復し､ 美術館職員の点検を受

けなければならない｡ 残留された物品等に関しては､

美術館は一切責任を負わない｡

(職員の立ち入り)

第��条 管理上必要があると認めたときは､ 美術館職

員が貸出施設に立ち入ることができる｡

附 則

この規程は､ 平成３年４月１日から施行する｡

附 則

この改正は､ 平成��年��月１日より施行する｡

附 則

この改正は､ 平成��年４月１日より施行する｡

■静岡県立美術館専門委員設置要綱

(設置)

第１条 静岡県立美術館 (以下 ｢美術館｣ という｡)

の美術品収集等専門的事項を適切に処理するため､ 美

術館に静岡県立美術館専門委員 (以下 ｢委員｣ という｡)

を置く｡

(職務)

第２条 委員は次に掲げる事項について意見を述べる｡

� 美術品の選定に関すること｡

� その他美術に関する専門的事項に関すること｡

(組織)

第３条 委員は６名以内とする｡

２ 特別の事項を調査する必要のあるときは､ 美術館

長は臨時委員を委嘱することができる｡

３ 美術品の選定については､ 物件ごとに３人以上の

委員又は臨時委員とする｡

(委嘱)

第４条 委員及び臨時委員は美術に関する専門的知識

を有する者の中から美術館長が委嘱する｡

(任期)

第５条 委員の任期は２年とする｡

２ 委員は再任することができる｡

３ 臨時委員は当該特別事項の調査が終了したときは

退任するものとする｡

(委任)

第６条 この要綱に定めるもののほか､ 委員に関し必

要な事項は､ 美術館長が別に定める｡

附 則

この要綱は､ 昭和	�年��月１日から施行する｡

２ 静岡県立美術館顧問設置要綱 (昭和�
年９月１日

施行) 及び静岡県立美術館資料選定委員設置要綱 (昭

和�
年９月１日施行) は廃止する｡

■静岡県立美術館資料評価委員会要綱

(設置)

第１条 静岡県立美術館に収蔵する資料を適正に評価

するため､ 静岡県立美術館に資料評価委員会 (以下

｢委員会｣ という｡) を設置する｡

(組織)

第２条 委員会は､ 委員５人で組織する｡

２ 委員会は､ 別表にある者をもってこれに充てる｡

３ 委員会に､ 会長及び副会長を置く｡

４ 会長には生活・文化部長､ 副会長には文化振興総

室長をもってこれに充てる｡

５ 会長は､ 会務を総理する｡

６ 副会長は会長を補佐し､ 会長に事故のあるときは

その職務を代理する｡

(会議)

第３条 委員会は､ 会長が招集する｡

(専門評価員)

第４条 委員会に､ 専門評価員を置く｡

２ 専門評価員は､ 美術館長がこれを委嘱する｡

３ 専門評価員は､ 物件ごとに３人以上とする｡

４ 専門評価員は､ 会長の求めに応じて個々に独立し

て物件の価格評価を行い､ 評価の結果を会長に報告す
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使用希望月 申 込 期 間 優先予約申込期間

４月 前年10月１日～10月15日 前年９月１日～９月15日

５月 前年11月１日～11月15日 前年10月１日～10月15日

６月 前年12月１日～12月15日 前年11月１日～11月15日

７月 １月１日～１月15日 前年12月１日～12月15日

８月 ２月１日～２月15日 １月１日～１月15日

９月 ３月１日～３月15日 ２月１日～２月15日

10月 ４月１日～４月15日 ３月１日～３月15日

11月 ５月１日～５月15日 ４月１日～４月15日

12月 ６月１日～６月15日 ５月１日～５月15日

１月 ７月１日～７月15日 ６月１日～６月15日

２月 ８月１日～８月15日 ７月１日～７月15日

３月 ９月１日～９月15日 ８月１日～８月15日



るものとする｡

５ 専門評価員は､ 静岡県立美術館の専門委員を兼ね

ることができない｡

６ 専門評価員は､ 任務が終了したときは解嘱される

ものとする｡

(庶務)

第５条 委員会に関する庶務は､ 静岡県立美術館にお

いて行う｡

(その他)

第６条 この要綱に定めるもののほか､ 委員会の運営

に関し 必要な事項は､ 会長が定める｡

附 則

この要綱は平成３年９月１日から施行する｡

附 則

この要綱は平成７年４月１日から施行する｡

附 則

この要綱は平成��年４月１日から施行する｡

附 則

この改正は平成��年４月１日から施行する｡

附 則

この改正は平成��年４月１日から施行する｡

附 則

この改正は平成��年４月１日から施行する｡

附 則

この改正は平成��年４月１日から施行する｡

別表

■静岡県立美術館協議会設置要綱

静岡県立美術館協議会設置要綱をここに制定する｡

静岡県立美術館協議会設置要綱

(設置)

第１条 静岡県立美術館の運営を円滑に進めるため､

美術館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに､ 館

長に対して意見を述べる機関として､ 静岡県立美術館

協議会 (以下｢協議会｣ という｡) を設置する｡

(協議会の委員)

第２条 協議会の委員 (以下 ｢委員｣ という｡) は､

学校教育及び社会教育の関係者並びに学識経験のある

者の中から､ 知事が任命する｡

２ 委員の定数は､ ��人以内とする｡

３ 委員の任期は､ ２年とする｡ ただし､ その委員が

欠けた場合における補欠の委員の任期は､ 前任者の残

任期間とする｡

４ 委員は､ 再任されることができる｡

(協議会の会長等)

第３条 協議会に､ 会長及び副会長を置く｡

２ 会長及び副会長は､ 委員の互選により定める｡

３ 会長は､ 会務を総理し､ 会議の議長となる｡

４ 副会長は､ 会長を補佐し､ 会長に事故のあるとき､

又は会長が欠けたときは､ その職務を代理する｡

５ 会長及び副会長にともに事故があるとき､ 又は会

長及び副会長がともに欠けたときは､ あらかじめ会長

が指定した委員がその職務を代理する｡

(協議会の会議)

第４条 協議会は､ 会長が招集する｡

２ 協議会の議事は､ 出席委員の過半数をもって決し､

可否同数のときは議長の決するところによる｡

(協議会の庶務)

第５条 協議会の庶務は､ 美術館において処理する｡

(その他)

第６条 この要綱に定めるもののほか､ 協議会の運営

に関し必要な事項は､ 協議会において定める｡

附 則

１ この要綱は､ 平成３年４月１日から施行する｡

２ 第２条第１項の規定にかかわらず､ この要綱施行

の際現に県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する

条例 (昭和��年��月��日条例第�	号) 第��条に規定す

る静岡県立美術館協議会の委員に任命されている者は､

協議会の委員に任命されたものとみなす｡

３ 前項の規定により協議会の委員に任命されたもの

とみなされた者の任期は､ 平成４年７月��日までとす

る｡

■静岡県立美術館協議会傍聴要領

１ 傍聴する場合の手続

� 会議の傍聴を希望する方は､ 会議の開催予定時

刻までに､ 受付で氏名､ 住所を記入し､ 事務局の

指示に従って会場に入室してください｡

� 傍聴の受付は先着順で行います｡ 定員になり次

第､ 受付を終了します｡

２ 傍聴に当たって守るべき事項

傍聴者は次の事項を守ってください｡

� 会議開催中は､ 静粛に傍聴すること｡ 発言､ 拍

手その他の方法による可否の表明等をしないこと｡

� 会場内での飲食､ 喫煙はしないこと｡

� 会場内での写真撮影､ 録画､ 録音等を行わない

こと｡ ただし､ 会長の許可を得た場合はこの限り

ではない｡

� その他､ 会議の支障となる行為はしないこと｡

３ 秩序の維持

� 傍聴者は係員の指示に従ってください｡

� 傍聴者が２の規定に違反したときは､ 退場して

いただく場合があります｡
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生活・文化部長 文化振興総室長 生活文化管理室長

文化政策室長 美術館副館長



■事務分掌

総務課

�職員の人事及び服務に関すること

�職員の福利厚生及び保健に関すること

�監査に関すること

�文書の収受発送に関すること

�公印の管守及び機密に関すること

�予算・決算その他会計事務に関すること

�美術品及び物品の購入に関すること

	財産及び物品の管理に関すること


美術館協議会に関すること

�他課の所管に属さないこと

学芸課

�美術品及び美術に関する資料の収集､ 保管及び展示

に関すること

�展覧会の企画及び開催に関すること

�美術品及び美術に関する資料の利用についての指導

助言に関すること

�美術に関する専門的､ 技術的な調査研究に関するこ

と

�美術に関する普及及び創作活動の指導助言に関する

こと

�美術に関する講演会及び講習会等の開催に関するこ

と

�前各号に掲げるもののほか､ 美術に関する専門的事

項に関すること

■美術館協議会

堀 則 雄 静岡市立中島小学校長

佐 藤 達 雄 静岡県立清水西高等学校長

鎌 田 まり子 ���静岡県青年団連絡協議会長

長 野 蝶 子 静岡県地域女性団体連絡協議会副会長

江 � 善三郎 静岡県文化協会長

山 本 肇 グランシップ館長

立 田 洋 司 静岡県立大学大学院教授

高 木 敦 子 ㈲アムズ環境デザイン研究所代表取締役

岡 野 晃 子 �ベルナール・ビュフェ美術館副館長

松 井 純 静岡新聞社・ＳＢＳ静岡放送社長

小 森 隆 夫 ＮＨＫ静岡放送局長

岡 本 一 八 ㈱丸八真綿取締役

田 嶋 清 子 ㈱レ・サンク代表取締役

■専門委員

木 村 重 圭 甲南女子大学教授

坂 本 満 (前)うらわ美術館長

潮 江 宏 三 京都市立芸術大学教授

建 畠 晢 国立国際美術館長

辻 惟 雄 ���� ��	
�� 館長

山 梨 絵美子 東京文化財研究所情報調整室長

■資料評価委員

大 村 義 政 静岡県生活・文化部長

中 沖 英 敏 静岡県文化振興総室長

中 村 久 男 静岡県生活文化管理室長

伊 熊 元 則 静岡県文化政策室長

渡 井 寿 久 静岡県立美術館副館長

■職 員

館 長 下 山 肇

副 館 長 渡 井 寿 久

総 務 課 長 鷲 山 伊佐夫

総 務 係 長 近 藤 久仁彦

主 任 見 城 淳 也

副 主 任 篠 原 昭 一

主 事 袴 田 尚 子

管 理 係 長 伊 藤 浩 和

主 任 新 井 達 也

主 事 山 本 起 義

学 芸 課 長 小 針 由紀隆

主任学芸員 飯 田 真

主任学芸員 山 下 善 也

主任学芸員 南 美 幸

主任学芸員 堀 切 正 人

学 芸 員 新 田 建 史

副 主 任 福 元 清 志

学 芸 員 川 谷 承 子

学 芸 員 村 上 敬

学 芸 員 泰 井 良

学 芸 員 森 充 代

■非常勤嘱託員及び臨時事務員

非常勤嘱託員

増 田 洋 子

藤 田 洋 子

臨時事務員

藤 浪 ゆ か

白 木 悦 子
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館 長 副館長 総務課 学芸課 計

常 勤 １人 ８人 ��人 �
人

非常勤 １人 ２人 ３人

臨 時 １人 １人

組織・名簿



■歳入決算 単位：千円 ■歳出決算 単位：千円

平成17年度静岡県立美術館年報120

歳入・歳出決算

項 目 金 額
美術館観覧料 ������

共催展収入 ������

県民ギャラリー等使用料 	��	�

財産売払・貸付・運用収入 ���
�

助成金等 ��
��

その他 
�
��

計 	�����

項 目 金 額
人件費 �����
�

管理費 ��	��
�

運営費 (������)
施設管理費 (
�	����)

事業費 ������

企画展事業費 (������)
常設展事業費 (���
�)
資料・普及事業費 (�����	)

館蔵品取得費 ������

施設整備費 ����	�

基金積立 ���

計 ��	��
	



■建築概要

■設備概要
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区 分 本 館 ロ ダ ン 館

所 在 地

敷 地

構造・規模

仕 上

工 期

静岡市谷田��番２号

県文化センター内 (約�������㎡)

鉄骨鉄筋コンクリート造､ 地上２階建

建築面積：����	
��㎡

延床面積：����

��㎡

外壁：湿式磁器炉器質無釉タイル貼

屋根：緑青銅板大和葺アスファルト断熱防水

床 ：花崗岩高熱粗面仕上､ タイルカーペット

長尺塩化ビニールシート貼

壁 ：安山岩 ｢由良赤石｣ 半磨仕上

昭和��年３月～昭和��年８月

同 左

同 左

鉄筋コンクリート造 (一部鉄骨造) ２階建

建築面積：�����
��㎡

延床面積：����	
��㎡

外壁：花崗岩ジェットバーナー仕上､ タイル貼､

タイル打込ＰＣ板､ 吹付タイル

屋根：カラーステンレス葺

トップライト (アルミ､ 複層ガラス)

床 ：タイルカーペット

壁 ：大理石､ インド砂岩､ クロス貼

天井：石綿吸音板､ クロス貼､ アルミルーバー

平成４年３月～平成５年��月

区 分 本 館 ロ ダ ン 館

電 気 設 備

空気調和設備

受変電設備 受電電圧�����Ｖ���� 変圧器１φ���

���､ ３φ	�����モールド型

発 電 設 備 ディーゼル機関４サイクル６気筒､��
�����

出力������３φ３�������

蓄電池設備 キュービクル式直流電源装置､ 充電サ

イリスタ全自動整流器

弱 電 設 備 舞台調光､ 舞台音響､ ���監視､ 入館

者表示､ 映像資料 (ビデオ)､ 電話､

放送､ 電気時計､ テレビ共聴

防災､ 防犯設備 警備センター集中監視複合盤(自火報､

防排煙)､防犯非常錠制御盤､防災アン

プ(�
��)､ ���監視装置､ 地図式表示

板

熱 源 機 器 直焚吸収冷温水発生機(�������・	�

����)､ 温水焚吸収冷温水機(������)､

空気熱源回収型スクリュー式ヒートポ

ンプ冷凍機(�������)､ プレート式熱

交換器 (�����������／�)

蓄 熱 槽 冷温水槽 ����・���､ ソーラー用 ���

ソーラーパネル 平板型���枚

空気調和機 収蔵庫３系統､ 展示室２系統､ 県民ギャ

ラリー１系統､ その他４系統及びパッ

ケージ型１台､ ファンコイルユニット

	�台､ 他空冷ヒートポンプパッケージ

エアコン､ ルームエアコン

受変電設備 受電電圧�����Ｖ ����１φ�
����､

３φ������

最大電力
����

発 電 設 備 ディーゼル機関４サイクル６気筒､ ��
�����

出力������３φ３�����

蓄電池設備 屋外キュービクル式直流電源装置

弱 電 設 備 ���監視､ 入館表示､ ハイビジョン､

電話､ 放送､ トイレ呼出表示､ 調光､

テレビ共聴

防災､ 防犯設備 同 左

熱 源 機 器 直焚吸収冷温水発生機(
�����)２基､

蒸気ボイラー(���㎏／�)２基､

空冷チラーユニット (	
������) プ

レート式熱交換器 (
���������／�)

冷温水クッションタンク ５�

冷水クッションタンク １�

空気調和機 収蔵庫３系統､ 展示室４系統､ 全熱

交換器 (３台)

建築・設備概要



■諸室概要

■本館

実技室 (114㎡)

絵画彫刻等実技を伴う学習の場となる｡ その利用は､

通年毎週３～４日の自由工房と不定期に行う技法セミ

ナーや実技講座､ ワークショップ等である｡

図書閲覧室 (約20席)

当館は図書資料の整備にも力を入れているが､ これ

を一般の人々にも利用していただこうと設けられたも

のである｡

学芸の書庫と隣接している｡

閲覧室には､ ２台の端末が設置されており､ パソコ

ンを使った美術鑑賞ができるようになっている｡

ビデオコーナー (15席)

２階に設けられており､ 開催している展覧会への導

入部としての役割をビデオに行わせるというものであ

る｡ 企画展については展覧会ごとにビデオを作成し放

映している｡ また会場構成が常設展を主体とする場合

には､ 当館製作の郷土作家シリーズ (秋野不矩・北川

民次・澤田政廣・芹沢�介・曾宮一念・中村岳陵) や

購入した美術シリーズの放映も行いたいと考えている｡

なお､ ビデオの操作は一階にある学芸員室で行い､ 現

在は自動でくり返し放映をしている｡

レストラン (80席 198㎡)

レストラン ｢エスタ｣ ＥＳＴＡは､ 日本平ホテル直

営のレストランで､ ダッチコーヒー用のジャンボサイ

ホンが設置してある｡ 営業時間は�����～�����(金､

土､ 日は�����まで)｡

ミュージアムショップ

展覧会図録､ 絵ハガキ､ 館蔵品目録等の美術館の刊

行物､ 美術書等を販売する場所で､ １階のエントラン

スホール内にある｡ 静岡市内の書店３社による共同経

営の形をとっている｡

諸室の配置

機能性を最重点に考慮して､ 学芸関係諸室の配置を

考えた｡ まず､ 学芸員室と図書室が近いこと､ 次に搬

入､ 収蔵､ 展示活動に便利な場所に学芸員室が配置さ

れていることなどである｡ 当然､ 写真撮影室や燻蒸室

も学芸員室を中心として配置され､ 機能性を重視して

いる｡

展示室 (７室 1,777㎡)

展示室は２階にあり､ 連続した７つの部屋から構成

され､ 一部を常設展､ 一部を企画展とし､ 企画展の規

模によって､ 自由に部屋を間仕切りして使用している｡

展示室は､ すべて壁付固定ガラスケースが配されて

いる｡ また､ このケースのすべての前面に移動パネル

を設置できるようになっている｡ これにより全室ガラ

スケース展示が可能であり､ 逆に全室パネル展示も可

能となる｡ 自由に展示構成が考えられ､ 部屋の雰囲気

が一変する｡

このガラスケースには､ ケース上部に三本､ 下部に

一本の無紫外線蛍光灯があり､ 壁ごとに調光可能となっ

ている｡

また､ パネル展示の場合には､ このパネルに均一な

照明がなされるよう､ ライティング・ダクトが天井に

配置してある｡ あわせて､ こちらも壁ごとに調光でき

るようになっている｡

県民ギャラリー (２室 490㎡)

県民の創作活動の発表の場として､ 個展やグループ

展に利用できる｡ 上記展示室同様､ 可変照明設備､ 移

動展示パネルが設けられている｡
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区 分 本 館 ロ ダ ン 館

衛 生 設 備

昇降機設備

排 煙 機 ロビー系統他 ３系統３台

給 水 設 備 受水槽��� (二槽式)､ 高架水槽���

(二槽式)

排 水 設 備 公共下水道に放流

消 火 設 備 展示室､ 収蔵庫､ ハロン消火設備その

他屋内消火栓

身 障 者 用 油圧式��人乗�	�㎏

荷 物 用 油圧式�
���㎏

排 煙 機 メイン展示室他２系統４台

給 水 設 備 空調用自動給水装置受水槽５�

排 水 設 備 公共下水道に放流

消 火 設 備 展示室､ 収蔵庫､ ハロン消火設備そ

の他屋外消火栓

身 障 者 用 油圧式��人乗�
	��㎏

本 館 ロ ダ ン 館

建 築 �
���
��� 千円 建 築 �
��	
��	 千円

外 構 ���
�
� 周 辺 環 境 整 備 �
�
	��

プ ロ ム ナ ー ド ���
���

合 計 �
���
��� 合 計 �

��
	��

■建設工事費



講堂 (262席 305㎡)

来館者のオリエンテーション､ 講演会､ 映画会､ 小

音楽会等､ 多目的に利用できる｡

スライド映写機２台､ ��㎜映写機２台を常備し､ 調

光､ 音響調整の設備がある｡

講座室 (約30席 71㎡)

美術に関する講座を行う｡ 常設展では､ 展示室ごと

に各学芸員がテーマを持って各担当の展示をしている

ので､ それに関連した内容の講座を行っている｡ 企画

展開催中は､ 担当学芸員が企画展に関する講座を通常

行っている｡

スライド映写設備､ 音響設備がある｡

託児・授乳室 (12.5㎡)

乳幼児を同伴しているため､ 十分に美術鑑賞ができ

ない人の利便を図り､ より多くの人に芸術文化に親し

む機会を提供するよう､ 託児・授乳室を開設した｡

託児室 毎週土､ 日曜､ 祝日

��時��分～��時��分まで

２時間を限度

授乳室 開館日全て

��時～��時��分まで

(夜間開館日は��時まで)

■ロダン館

ロダンフロア (1,461㎡)

高さ��ｍの天井部にはトップライトを設け､ 十分な

自然光を取り入れることにより室内でありながら､ さ

ながら広場のような印象を与えるよう工夫されている｡

また､ 高低差のあるスキップ・フロアは､ あらゆる角

度から彫刻の鑑賞が可能であり､ その周囲には高齢者

や車椅子利用者が自由に移動できるよう､ スロープを

巡らしてある｡ 冬季には空調による暖房に加え､ 電気

ヒーター及び温水による床暖房も行っている｡

展示室１ (98㎡)､ 展示室２ (149㎡)

ロダンに関する様々な情報を提供する部屋として､

１階エントランスホールの両側に設けられている｡ 構

造的には､ ロダンフロアと異なり天井高は標準的で､

暖房は空調のみである｡ 展示室１には､ 地獄門の鋳造

過程の写真パネルやブロンズの製造過程を示す模型及

びロダン写真資料 (ＣＤ－ｒｏｍ) 検索システムが設

置されている｡ また､ 展示室２にはロダン以前の彫刻

等が展示されている｡

ブリッジ・ギャラリー (276㎡)

本館とロダン館を接続するための通路を兼ねたブリッ

ジ状の展示室で､ ロダン以降､ 現代までの彫刻��点が

展示されている｡
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■平面図
■本 館
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� �� Auditorium
� ���	
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� ��
 Lecture Room

 ��
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� ���� Terrace for Sculpture
! "�#�$%
 Volunteer&s Room
' ()*�+�, Cloak Room
- ./�0%,12)3 Museum Shop

4 5 6�# Restaurant
7 89:;<
 Nursery
= �����>(?� Lobby
@ ABC>
 Storage Front
D ABCE StorageF1G
H ABCI StorageF2G
J ABCK StorageF3G
L ��� Delivery Room
M NO
 Packing Room
P QR
 Fumigation Room

� STUV
 Photo Studio
� WX
 Derector&s Room
� YWX
 Vice-Director&s Room
� Z[
 Reception Room
� \]
 Council Room
� ^_
 General Affairs Section
� `ab
 Curatorial Section
	 cd
 Restoration Room

 efb
 Guards Room
� ghij
 Central Monitor Room

� kl��
 Gallery for Permanent Collection

 mn��
 Gallery for Loan Exhibition
� �o#0 Lounge
� (?� Lobby
� ?pqr�s� Video Corner
� tu
 Machinery Room
� v�)0:����� Bridge Gallery
wx 6y5 z{|{

}{~{�5���� Elevator

�F���G

�



平成17年度静岡県立美術館年報 125

ブリッジギャラリー

■ロダン館

� �����

���	
����
�

� ������������

� ������	���	������

�� !"#��$

� �%��	%��

� &��'��#()

� *+#,��

展示室２
	 ��&�-./0/123�#45#67

ロダン, Ａ
8��'�#9:��;�	<��

=��'�#9:��;�	�	
�>�?

@��'�#9:�A>��	�	���B�

C��'�#9:��;��	�	���B�

D��'�#9:�������	E���

F��'�#9:�G�H�I�	�	B��A>��

J��'�#9:�KLM�

N OP����#QR#S��T

U V#��W��


 ��W��#()

� XY#Z[#\

��XY#Z[#\�#��$


�]�#��$

� �^%�
��_`��

� 
a��	�b��

��]�#()

� cdef�������

� Ig��

� "#h�Hi%�#��$�jkl!mn

"#h�Hi%��"#��$

"#h�Hi%��P��#QR#��$

� op!q

� ��>�g��T-r/s1

t�
du v!B��%�

� %E�-r1��#wxy#6"

� ��&�-./0/1z{|#}~

� E��-r/./1�d�p!��#"

� 
'S>-s/1���

� ���-r/�/1�P^���

ブリッジ・ギャラリー
� ��a;�-�/1^���

� �����-s/1��l!�Q��

� ���-�/1�Q�!q�

� '������-�/1"#��$

� �;�����-r/1�Q�!"

 ������-r/1���l!"�
�

! �����I-�/13�t���

" ��I��-./1~�+

# %�$- /1¡R!¢

$ ���<�-s/r/1�3%�#£

% ���<�-s/r/1%E�#¤¥

& ,P¦��-r/1�P�	�	
����

#��$

' �%�<�-�/1§

３

1312

10

８
６

11

９ ７

５
４

２ １



平成17年度静岡県立美術館年報126

■ 建物・彫刻位置図

ロダン館
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■開館時間 午前��時～午後５時��分

(入館は午後５時まで)

[夜間開館] ５月から９月までの毎週土曜日､ 午後８

時まで開館 (入館は午後７時��分まで)

■休 館 日 毎週月曜日 (但し､ 祝日・振替休日の場

合は開館し､ 翌日休館)／年末・年始／

その他展示替等のための休館日

■収蔵品展観覧料

観覧料／一般���円 (団体���円)

／小・中・高生は無料

■企画展観覧料 ＊収蔵品展も合わせてご観覧いただけます｡

■施設使用料

� 県民ギャラリー

� 講 堂

交通案内 ＪＲ ｢草薙駅｣ からバス ｢県立美術館ゆき｣

で約６分

静鉄 ｢県立美術館前駅｣ から徒歩約��分

ＪＲ ｢静岡駅｣ 南口からタクシー約��分

美術館所在地 〒����	���静岡市駿河区谷田��－�

電話番号 総務課 (ＴＥＬ) �����
������

〃 (ＦＡＸ) �����
����
�

学芸課 (ＴＥＬ) �����
���	��

〃 (ＦＡＸ) �����
������

美術館友の会事務局 �����
���	��

ミュージアムショップ �����
��	��


レストラン ｢エスタ｣ �����
�����
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利用案内

展 覧 会 名 一般・大学 小・中・高生

美 術 の � � 世 紀 	��円


��円�

���円

���円�

物 語 の あ る 絵 画 	��円


��円�

���円

���円�

ア ル タ イ の 至 宝 展 �����円

���円�

���円

���円�

文人の夢・田能村竹田の世界 ���円

���円�

���円

���円�

誘 惑 の 光 景 
��円

���円�

���円

���円�

花 鳥 風 月 ���円

���円�

���円

���円�

静岡ゆかりの画家たち ���円
����円�

���円

���円�

利 用 区 分
使 用 料

��時～��時��分

入場料を
徴収する場合

県民ギャラリーＡ �
����円

県民ギャラリーＢ ������円

入場料を
徴収しない場合

県民ギャラリーＡ ������円

県民ギャラリーＢ 	����円

使 用 料

午 前 午 後 全 日

��時～��時��分 ��時～��時��分 ��時～��時��分

�����円 ���
��円 ������円

＊〈 〉内は団体 (20名以上) 及び前売料金
( ) 内は団体 (20名以上) 料金
＊70歳以上の方､ または身体障害者手帳､ 療育手帳､ 精神障害
者保健福祉手帳の交付を受けている方は､ 企画展､ 収蔵品展
とも無料でご覧いただけます｡



平成17年度静岡県立美術館年報128

●

平成��年度

静岡県立美術館年報

編集・発行：静岡県立美術館 Ｃ◯

〒������� 静岡市駿河区谷田�	－� ＴＥＬ���(�
	)����

印 刷：松本印刷株式会社

〒����	�	 静岡県榛原郡吉田町片岡����

●

���
����������

����
����������
����
��
 �����!����

"#���#��#�
$�����#$%����
����������
����
��
 �����Ｃ◯

������#$%��&�'�(&(�������)*�+!,�#+!����
���

������#��-�������



